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産業別情報拠点の育成に関する

　　　　調査研究報告書

㎜轟

昭 和55年3月

　　　　卿

財団法人　日本情報処理開発協会



　この報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益 の一 部であ

る機械工業振 興 資金の補 助 を受 けて昭和54年 度 に実施 した

「産 業別情報拠点の育成に関す る調査研究 」の成果 をとりま

とめた もので あります。
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は じ め に

　 わ が国 の社 会経 済 に お け る情 報 シス テ ム化 の1つ の 方向 と して産 業 情 報 の整備

と情 報 流 通 の た め のネッ トワーク形 成 力1あげ られます。 と くに産 業団 体 に お け る主

要 な機 能 で あ る情 報活 動 が、 産 業情 報 の 中核 的 な シス テ ム'として位 置 付 け られ、

多様 化 す る産業 環 境 に対 応 して適 切 な役 割 を発揮 す る ことが期 待 され て い ます 。

　 当協 会 では、 産 業 情報 拠 点 と して の産 業 団体 にお け る情 報 機 能 の 育 成 充 実 を 目

的 に、 昭和53年 度 か ら3カ 年計 画 で調 査研 究 プ ロジ ェク トを実 施 中 で あb、 昨

年度 は、 主要 団 体 の情 報 ニー ズ 調査 と情 報拠 点 の基 本 構想 を と りま とめ ま した。

　 本 年 度 は 、産 業情 報 拠 点 の具 体 的 な ア プ ロー チ と して、 パ イ ロ ッ トシス テ ムの

研究開発 と海外産業情報の利用調査を行い ました。 対 象 とな っ た団体 は 、情 報 ニー ズ

調査 結 果 及 び団体 の準 備体 制 を勘案 して 、 次 の3団 体 が選 定 され る と と もに、 プ

ラン ト輸 出、 電子 機 器 、繊 維 の産 業情 報 が取 り上 げ られ ま した。

　 　 　 日本 機 械 輸 出組 合 　 　　　 　　　 　　プ ラン ト輸 出

　 　 (社)日 本 電 子機 械 工 業 会　 … … …　 電子 機 器

　 　 　 日本繊 維 協議 会 　　 　　 　 　　 　　 繊 維(特 に消 費 者情 報)

　 調 査 研 究 開発 の 結果 は、 各 団 体 と もニー ズが高 く、 新規 情 報 の 整備 を対 象 と し

たた め、 今後 は 会員 企 業 の情 報利 用 要 求 に い かに応 えて い くか が課題 と な ってお

りま す。 このたあ には 、情 報 の利 用 分析 につ いての 能 力 を有 す る専 門 家 の育 成 が

重要 で あ ります。 一方 、 コ ン ピ ュー タ利 用 の 増加 に と もな う費用 負担 が問 題 で あ

り、 政 府 統計 デー タ等 め 共 通 情 報 の整 備 につ いて 国 の支援 が要 請 され る等 々が 指

摘 され ま した。

　 来 年 度 は、 新 た な3団 体 を対 象 と した パ イ ・ッ トシス テ ムの研 究 を継 続 す る と

と もに、 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 に 関す る基 本 構想 を作成す る 予定 です 。

　最後に、 調査 にご協力 を頂いた産業団体各位及び産業別情報拠点育成調査委員

会委 員 に感 謝 す る次第 で あ ります。

　　昭和55年3月 　 　 　 　 　 　 　 　 財団法人 　日本情報処理開発協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会 長　 上 　野 　 幸 　七
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第1章 調 査 の 概 要

1.1調 査 の 目 的

　体 プ ロジ ェク トの 目的 は 、産 業 団 体 にお け る情 報 機 能 の拡 充 を通 じて、 そ れ ぞ

れ の産 業 界 に おけ る意 志決 定 レベ ルの 情報 需 要 に応 え、 以 って産 業 の情 報 化 、 知

識 集 約化 を 図 る ことで あ る。

　 こ う した 目的 に 対 して、 か つ て一 部 に は集 中 ・巨大 デー タバ ンクの形 成 を も っ

てす れ ば事 足 りる との考 え 方 もあ った。 あ らゆ る産 業 情報 を網 羅 す る巨大 な集 中

的 デー タバ ンク を形 成 し、 これ に よって様 々な産 業 界におけ る情 報 需 要 に対 応 し

よ うとす る考 え方 で ある。

　 しか し、 この よ うな構 想 は実 践 的 に は 多 くの困 難 に直面 せ ざ る を得 ない。 そ の

理 由 の第1は 、昨 年 度 に実 施 した 情 報 ニー ズ調 査 の 結果 に も示 され る よ うに 、各

産 業 界 にお い て必 要 とされ る情 報 が極 め て多 様 な ひろ が りを もって お り、 これ ら

を網 羅 的 ・集 中的 に管理 す る こ とは 、技 術 的 に も不 可能 に近 い こ とで あ る。第2

の理 由は 、集 中 ・巨大型 デー タバ ン クの場 合 には 、 不 可避 的 に 個 別 の ニー ズ との

距離 を生 じが ちで あ り、 そ のた め に、 デ ー タバ ンク とニー ズ との 乖離 を生 じ、 ま

た、 デー タバ ンク の 自己発 展 へ の 契機 が失 わ れ る こ とにな りが ちだ か らで あ る。

　 こ れ に 対 し 、 今 回 の プ ロ ジ ェ ク トは 、 集 中 ・巨 大 型 の デ ー タ バ ン ク で は な く、

分 散型 で専 門領 域 毎 の密 度 の高 い デ ー タバ ンク を各 産業 界毎 に形 成 す る こ とに よ

って、産 業 の情 報 化 、知 識 集 約 化 を推 し進 め よ うとす る もの で ある σ あ くまで も、

個 々の産 業 界 に おけ る情 報 ニー ズ か ら出発 して、個 々の産 業 界 に お け る特 色 あ る

情 報 セ ン ター を構 築 して ゆ こ うとす る もの で ある。 そ して この よ うな考 え方 に た

って は じめ て、 個 々の情 報 セ ン ター は 自主 ・独立 の基盤 を有 す る こ とが可 能 に な

るの で あ り、 ま た同時 にNIS構 想 の 述 べ る 「イ ニ シアテ ィ ブは あ くま で も個 々

の 情報 シス テ ムの 側 に あ るべ きで あ る」 とす る主 張 も実 現 す る の で は なか ろ うか 。

我 々が、 本 プ ・ ジ ェク トに お い て敢 え て 「産業 別情報拠 点 」 とい う新 しい用 語 を
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用 い た の も、 こ うした個 別 ニー ズ に立 脚 した 自主独 立 の情 報 セ ン ター と しての意

義 を強調 した か った か らで あ る。

　 そ して、 これ らの各 拠 点 が互 い に 相 互補完 しなが らネ ッ トワー クを形 成 してい

く とい う姿 が 、本 プ ロジ ェ ク トの 目指 す最 終 的 な ビ ジ ョンで あ る。

　 こ う した 目的 に即 して 、 次 に 「産 業 別情 報 拠 点 」の 役割 と意 義 につ い て若干 補

足 し て お く こ と と す る 。

●

佐〕1昭 和43年 に発表 され たNIS(National　 Inf　ormation　 System)構 想は 、

　次 の よ うに述 べ てい る。

　 　 rNIS形 成 の イニ シアテ ィブは、 あ くま で も個別 の情報 処 理 シ・ステ ムの側

　に あ るべ きで ある。 個別 の情 報 処 理 シス テ ムの 中 には 、個 々の 官 庁 の情 報 処 理

　 シス テ ム も含 まれ るが 、 そ の多 数 は 民 間 企業 に よって 占め られ る。 他 面 、NIS

　 の形 成 に 関す る国 の役 割 は 消極 的 な もの で あ っては な らない 。 国は 、 民 間 を中

　 心 と したNISの 形 成 のた め に、 さ ま ざま な環 境 基盤 の整備 を積 極 的 に行 うべ

　 .きで あ る し、 ま た、民 間 に対 して 、産 業 政 策 そ の もの の根 幹 を なす もの と して、

　 NIS形 成 へ の意 欲 的 な ガ イ ドポ ス トを示 す べ きで あ る。 」(産 業 構 造 審議 会 、

　 情 報 産 業 部 会 中間 答 申) ◇

一2一



●

'

1.2　 産 業 別 情 報 拠 点 の 意義 と役 割

(1)MISと そ の 後

　 先 に引 用 した産 業構 造 審 議 会 情 報 産業 部 会 の 中 間答 申が 出さ れ た 昭和43年 、

経 団 連 のMIS調 査 団 が米 国 を訪 れ た の を契 機 と して、 わが国 はMISブ ー ムに

巻 き込 まれ た。 折 しも 「未 来 社 会 論 」や 「情 報化 社 会論 」 が もて は や され て いた

時 期 で あ り、経 営 に お け る一 大転 機 が あた か も 目近 に 迫 って きてい るかの 如 く、

MISに つ いて 多 くの こ とが 語 られ た。

　 しか しなが ら、 周知 の よ うに このMISブ ー ムは単 な る議 論 だfoれ の ブー ムに

終 始 し、未来 社 会 や情 報 化社 会 と同様 、 現実 とす れ違 った イ メー ジの ま ま ブー ム

は去 って しまったかに見 え る。確 か に 「重 役 のた め の情 報 シス テ ム」 とい った イ メ

ー ジと してのMISは 、以 後 長 い模 索 が続 け られ 、未 だにそ の 実 体 は 明 確 では な

い 。 しか し、企 業 経 営 の ピ ラ ミッ ドに お け る底辺 か ら、MISは 徐 々に積 み上 げ

られ て きて い る、 とも言 え る の では ない だ ろ うか。

　 例 えば製 造 業 企業 の場 合、 本 社 及 び工 場 にお け る経 営機 能 の ピ ラ ミ ッ ドは 図1

-1の 様 に示 す こ とが で きる。 工 場 や営 業 の 日常 業 務 レベ ルに お け る、 工 程 、 在

庫、 品質 、原 価 、 受 注等 の管 理 機 能 を基 礎 と して、 そ の上 位 に は 月 次、 四半 期 単

位 程 度 の サ イ ク ルの 生 産、 販 売 、 原材 料 購 入、 資金 、 設備 等 の 計 画機 能 が あ り、

そ して トソプには 財務 、 収 益 の 長 ・中期 計 画 を担 当 す る戦 略 レベ ル の マネー ジ メ

ン ト機 能 が存 在 す る。 この よ うな ピラ ミッ ドの 中に お い て、 内 部 の 管理 情 報 は 工

場 か ら本 社 へ 、 下 か ら上 へ と集 約 され て伝 達 され る。

　 本来MISは この よ うな経 営機 能 の ピ ラ ミ ッ ドの 神経系 の役 割 を果 す べ き もの

で あ り、 オ ペレ ー シ ョナ ル レベ ルか ら戦 略 レベ ル まで の各種 の 経 営機 能 を結 合 す

る迅速 かつ 正 確 な情 報 処 理機 能 を有 して い な くて は な らない 。 そ の意 味 か らは、

10年 前 のわ が 国 に お い て この よ うなMISが 短期 間 の内 に形 成 さ れ る と考 えた

の は幻 想 で あ り、MISの 全 体像 が明確 に な る まで には以 後10年 にわ た る長 期
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の時 間 を要 したの で あ る。

頃

、

図1-1　 製造 業 企業 の経 営 機 能 ピラ ミ ッ ド

　 この10年 間 を見 る な らば、 以 上 の ような各 レベ ルの管 理 ・計 画 機 能の うちで 、

最 も多大 な情 報 シス テ ム導 入 の た め の投 資 が行 わ れ たの は、 オ ペ レー シ ョナ ル ・

レベ ルの 管理 機 能 に対 す る投 資 で あ る。定 型 反復 的 かつ 大量 の情 報 処 理 を要 求 さ

れ る この レベ ルでは 情報 シス テ ム導 入 の投 資 効果 が最 も大 き く、 か つ 導入 が容 易

で あ るた め、 相 当大 きな投 資 が行 わ れ た。表1-1ぱ 昭 和52年 度 末 に お け る産

業 別 の電 子 計 算 機 の実 働 状 況 を示 した もので あ る。 同表 に よれ ば、 金 額 ベ ー ス で

は 金融 業 を先頭 に卸 ・小 売業 、 電 気 機械 、情 報 サー ビス業 と続 き、 そ の あ と製 造

業 にお い ては 輸 送用 機 械 、 化学 ・石 油、鉄 鋼 、一 般 機械 と続 くが 、 これ らの 各業

種 にお い て稼 働 して い る情 報 システ ムの 大 部 分 は生 産 工程 の制 御 、 受 注 ・在 庫 ・

出荷 等 の 管理 及 び財務 、 人 事 ・給 与 等 の 内部 事 務管 理 に関 す る もの で あ る。 もち

ろん 、 い くつ か の業 種 、 い くつ か の企 業 に お いて は こ う した 日常 実行 管 理 レベル
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か ら中 ・短期 の管 理 ・計 画 レベ ル、長 期 の戦略 レベ ルま で を含 む 一 貫 した経 営情

報 シス テ ムに まで 発展 させ て い る と ころ も あるが 、 相 対的 に言 えば 、 わ が国 にお

け る これ ま での情 報 システ ム化 投 資 は直 接 製造 工 程 や受 注 ・販 売 ・在 庫 管理 等 の

省 力 化 、効 率 化 に極 めて大 き な役 割 を発揮 し、 生産 性 を高 め製 品 コス トを下 げ る

こ とに貢 献 して きた一方 、 外 部 環 境変 化 に的 確 に対 応 す るた め情 報 活 用 とい う面

で は立 ち遅 れ て い る と言 え よ う。

σ

表1-1 産業別汎用電子計算機実働状 況(昭 和53年3月 末現在)

(単 位:金 額　 百万円)

産　業　別 台　　　数 金　　　額 1セ ッ　ト

平 　　 均

農　　　　　業 4」6 877 19

林　・ 狩 猟 業 23 249 11

漁 ・水 産 ・養 殖 115 2,179 19

鉱　　　　　業 86 3,537 41

建　　設　　業 903 34,793 39

食　　　　　　品 1,615 40,821 25

繊　　　　　維 1,098
　 　 　 '

26,466 24

紙 　 ・ パ ル 　プ 393 9,208 23

出 版　・ 印 刷 393 20,155 51

化 学 　・ 石 油 1,692 100,042 59
→　r

ガ ラ ス ・セ メ ン ト 337
'

15,107 45

鉄　　　　　鋼 621 90,521 146

金 属 製 品 製 造 748 29,780 40

機　　　　　械 2,005 52,437 52

電　気　機　械 2,260 305,052 135
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産　業　別 台　　　数 金　　　額
1セ ッ　ト

平　　 均

輸送 用機械製造 863 116,830 135

精　密　機　械 438 21,811 50

そ の 他 製 造 1,664 40,136 24

卸 ・小 売 ・商 事 17,252 334,766 19

金　　　　　 融 4,693 515,533 110

一

証　　　　　券 210 39,328 187

保　　　　　険 219 94,315 431

不　　 動　　産 115 2,604 23

運輸 通信 ・報道 1,465 76,996 53

電 気 　 ・ ガ ス 193 44,670 232

　 →

サ ー ビ ス 業 3,742 211,815 57

(一 般 サ ー ビ ス) 1,782 48,563 27

(情 報 サー ビス) 1,960 163,252 83

病　　　　　院 187 8,453 45

大　　　　　学 734 66,875 91

高　　　　　校 298 6,480 22

そ の 他 学 校 115 5,618 49

地 方 公 共 体 893 62,808 70

政　　　　　府 450 110,332 245

政 府 関 係 機 関 665 240,232 361

一　一

法 人 団 体 農 協 2,478 82,303 33

宗　教　法　人 17 770 45

分　 類　 不　能 106 6,835 64
'

合　　　 計 48,132 2,820,736 59

出典:電 子計算機納入下取調査、通産省
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(2)　産業の知識 集約化 と産業団体の役割

　 しか しなが ら今 後 に おけ るわ が国産 業界 のお か れ た環 境条件 を考 え る と き、 従

来通 りの合理 化 、 省力 化 だ け では 対応 で きない数 多 くの課題 が 存在 す る。 そ れ は

先 の 図1-1に 即 して言 え ば戦 略 レベル の課 題 で あ り、外部環 境 の変 化 へ の 迅速

な対 応 や、 国 際 社会 へ の展 開 、地 域 社 会 へ の定 着 等 の諸 課題 が そ れ で あ る。

　 これ らの課 題 に応 え るた め に は、 各 企業 の 内部 情報 は もと よ り、様 々な外 部環

境情 報 を よ り集 約 的 に活 用 して い くこ とが必 要 で あ る。そ してそ の際 に は、 業 界

に共 通 的 な外 部 情報 の収 集 ・提 供 機 能 を果 たす べ き産業 団体 の役割 が極 め て大 き

な意 味 を もつ。 先 に本 プ ロ ジ ェク トの 目的 を 「産 業 団体 にお け る情 報 機 能 の拡 充

を通 じて、 そ れ ぞ れ の産 業 界 に おけ る意 志決 定 レベ ル¢1情報 需 要 を満 た し、以 っ

て産 業 の情 報化 、 知識 集 約 化 を図 る」 と述 べ た理 由は まさに この 点 に あ る。

　 言 うまで もな く、 こ う した努 力は 各企 業 にお け る競 争 的創 意 が発 揮 され るべ き

分野 で もあ るが、 各 産 業 に お いて共 通 的 に努 力 す べ き分野 は 多 い。 本 調 査 研 究 に

着手 す るに 当 って、 わが 国 にお け る最 も先 進 的 な事 例 として協 力 を仰 い だ 日本 鉄

鋼 連 盟 の 鉄 鋼情 報 シス テ ム(SIS)は 、 そ の 目的 ・手段 ・効果 を図1-2の よ

うに整 理 して い る が、 本 プ ロ ジ ェク トの 目指 す 目的 ・手段 ・効果 もま さ に同 図 と

同様 で あ る。
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　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 SISの 目 的

鉄 鋼 業 界 に お け る プラ ンニ ング情 報 の処 理 体制 の 合理 化 、

　　　　　　　　　　　　 目 的 実 現 の 方 向

　会員会社 と事務局に共通す る情報処理の集中化(鉄 鋼業 界の共同処理機

能 としての事務局の情報処理活動 を強化)

　迅速かつ正確 な情 報の入手、処理、提供

　蓄積情報 の充実、的確 な追加お よび更新

　事務局の情報処理の改善 、効率化

　　　　　　　　　　　　 期 待 さ れ る 効 果

会員会社お よび事務局 を含む鉄鋼業界全体 として

　情報処理 の要員、機材 、 コス トの節約'

　保有情報 の充実

　情報の高度利用

図1-2　 SISの 目 的 ・手 段 ・効 果

　(5)　 NIS構 想 と産業 団 体 の役 割　.

　 NIS構 想 に も述 べ られて い る 通b、 各 機 関 の もつ 情 報 シス テ ム が 自 らの イ ン

セ ンテ ィブの下 で有 機 的 に結 び つ くこ とは各 個 別 の情 報 シ ステ ムに と って も有 益

な こ とで あ り、 またNISの 発 展 に と って も有 益 な こ とで ある。

　 産 業 団 体 の保 有 す る情 報 は 、基 本 的 な性 格 として は一 定 の範 囲 で のみ 流 通 す べ

き限 定 的 な情 報 で あ るが、 そ の あ る部 分 は、 関 連 業 界、 関連 政府 機 関等 との 間で
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自由に 流通 し、有 効 に利 用され うる可 能性 がある。特 に わが国におい ては米 国な どと

異 な り、産 業 団 体 は 当該 産 業 界 に関 す る専 門 的 な情 報 の セ ンター と して 、独 自の

機 能 を発揮 す る に至 って お り、 例 えば統 計 情 報 の分 野 に 限 って も、 わが 国 の 官庁

統 計 は諸 外 国 に比 べ 相対 的 な充 実 を誇 って い る とは言 え 、各 産 業毎 の個 別 の情 報

の多 くは、 産 業 団 体 が機 動 的 に実 施 す る 自主 統計 等 に よ って補 完 さ れて い る の が

現 状 で あ る。 また、 これ らの 情 報 の分 析 力 の面 に お い て も、産 業 団 体 は、 当該業

界に お け る情 報 需要 や利 用 実 態 に詳 しい こ とか ら高度 な能力 を備 え てい る と言 え

よ う。 更 に、 各 産業 界 と も、 一 般的 に言 って 当該 業 界 の産 業 団体 へ の 加入 率 が高

く、 言 わ ゆ る ア ウ トサ イダー が 少 な いた め、 業 界 全体 に 関す る動 向が 正 確 に集 約

され る状 態 に な って い る こと もわ が国 の特 徴 で あろ う。 米 国 の場 合 には 必ず し も

こうい った事 情 は な く、 ア ウ トサ イ ダー が 多 いた め に業 界全 体 と して の動 向 が極

めて把 握 しに くい とい う事 例 は数 多 く見 られ る よ うで あ る。

　 こ う した こ とか ら、 業 界 団体 の保 有 す る情 報 は 、 当該 産業 界 の全体 を カバー す

る とい う意味 で の網 羅性 や 、 正確 性 とい う点 で も貴重 な もの で あ り、調 査 機 関 や

マス コ ミな どが、 言 わば 業 界 の外 か ら調査 す る場 合 に 比べ て そ の信 頼性 は 高 い と

言 え よ う。
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1.5調 査 研 究 計 画

　 本調 査 は 昭 和53年 度 よ り3年 計 画 で行 うこ と と して お り、 昭和53、54年

度 にお け る調 査 実施 内容 及 び昭 和55年 度 の調 査計 画 は 次 の とfo　bで あ る。

① 昭 和53年 度

　 イ、 情 報拠 点 の候 補 とな る産 業 団 体(10団 体)の 産 業 情 報 ニー ズ調 査

　 　 (表1-2参 照)

　 ロ、産 業 情 報 拠 点 育成 の マ ス ター プラ ンに関 す る調 査

　 ハ、情 報拠 点 の育 成 方法 に 関す る基 本構 想 の作 成

② 昭和54年 度

　 イ、産 業 別 情 報拠 点 の育 成 並 び に情 報 ネ ッ トワー ク構 築 を 目指 した3業 種(表

　 　 1-2　 ※印)の システ ム設 計 、 開発 、運 用実 験

　 ・、 海 外 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 に 関す る基礎 調 査

　 ハ、 情報 ネ ッ トワー クに関 す る制 度 問題 検討

③ 昭 和55年 度 計 画

　 イ、 さ らに3業 種 を選 定 し、 シス テ ム設計 ・開発 を行 うと と もに、 そ の評 価 、

　 　 運 用体 制 の あ り方 等 を検 討 す る。

　 ・、 海 外情 報 ネ ッ トワー ク形 成 に関 す る基 礎 調査 。

　 ハ、国 内 ネ ッ トワー ク、 海外 ネ ッ トワー ク形成 のた め の 基 本構 想 の作 成 及 び、

　 　 情報 流通 体 制 の確 立 。(分 散 型 デ ー タベ ー スに おけ るデ ー タ リンク手 法 の研

　 　 究 ・開 発 を含 む)
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表1-2　 昭和53年 度 「産業 別情 報 ニー ズ調査 」実 施 団体

'

団　　　 体　　　名 対　象　業　種

1 日　本 機 械 輸　出 組 合 プ ラ ン ト輸 出　 ※

2 (社)　 日本事務機械工業 会 事　務　機　械

3 (社)　 日本産業機械工業 会 建　設　機　械

4 (社)　 日本電子機械工業 会 電　子　機　器　 ※

5 (社)日本電子工業振興協 会 コ ン ピ ュ ー タ

6 (財)日 本エネルギー経済 研究所 石　油　精　製

7 日 本 化 学 工 業 協 会 化　学　工　業

8 日　本　繊　維　協　議　会 繊　　　　　維　※

9 (社)　 セ　メ　 ン　 ト　 協 会 セ　　メ　　 ン　　ト

10 全 日本印刷工業組合連合 会 印　　　　　刷

(社)日 本 鉄 鋼 連 盟

「産 業 別情 報 拠点 育 成 マ ス ター プラ ン

基 礎 調査 」の 実施
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1.4　 今 年 度 の 作 業 経 過

　 昭和54年 度 に おい て は 、53年 度 情報 ニー ズ調 査 を行 った10団 体 の うち、

① 情報 ニー ズ調 査 の結 果

② パ イ ・ ・ トシステ ムの研 究 開発 に っい て の 体制 準 備状 況

等 、諸 般 の事 情 を勘 案 して、 日本 機 械 輸 出組 合 、θ 日本 電 子 機械 工 業 会 、 日本 繊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

維 協議 会 の3団 体 を選 定 し、 プ ラ ン ト輸 出、 電 子 機器 、繊 維 の パ イ ・ッ ト ・モ デ

ル.シ ス テ ムの研 究 開発 を行 う と共 に、 海 外 情 報 に関 す る基礎 調 査 を実施 した。

　 調査 の 推 進 に あ た って は 、以 下 の調 査 委 員 会 、 各 ワー キ ング ・グルー プ活 動 が

中心 と な った。

(1)　産 業 別情 報 拠 点 育 成調 査 委 員会

　 (a)調 査 進捗 の全 体 的 統 括 を 図 る と共 に 、そ の 評 価 、運 営 を行 った。

　 (b)情 報 ニー ズ調 査対 象10団 体 に対 して 、調 査 研 究 の 報告 と情 報拠 点 育成 に

　 　 関 す る 懇 談 を 行 っ た 。

(2)　 ワ ー キ ン グ グ ル ー フ

　 (a)パ イ ロ ッ トシステ ムの 研究 開発 に あた って は、3団 体個 別 に ワー キ ン グ ・

　　 グ ルー プを設 置 して、 団体 か らの外 部 仕 様 と ソフ トウエ ア設 計仕 様 等 に つ い

　　 て検 討 及 び実 験 結 果 の評価 を行 った。

　　 　 なお 、各 団 体 に お い ては 、外 部仕 様 設 計 及 び基 礎 デー タ整 備 を担 当 、 当協

　　 会 は 、 ソフ トウエ ア設 計 、 プ ロ グ ラ ミング、 運 用 実 験 を担 当 した 。

　 (b遠 外産業情 報の基醐 査 につぽ は、 ・一 ・ ・汲 び ア・ リ・の各調査 ・

　　 一 キ ン グ ・グ ルー プ を設 け て、 調査 の全 体 的 調 整 を 図 りなが ら、 国 内 基礎 調

　　 査 及 び欧 米 へ の実 地調 査 を実 施 した 。

　 (,)制 度 問 題調 査 につ いて は、 文 献 資 料 に よる調査 の他 ・ 外部 専 門 家 に デー タ

　　 ベ ー スに 関 す る制 度 問題 調 査 を依頼 して 、 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 に おけ る制

　　 　度 的諸 問 題 を検 討 した 。

　　以 上、今 年 度 の作 業経 過 を 図1-3に 示 す 。

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 -12一
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項　　　目　　　　　　　　　　　月 5,4/4 5 6 7 8 9 10 11 12 55/1 2 3

1.　 パ イ ロッ トシステ ム の研 究 開 発

(1)　外 部仕 様 設計 及 び デー タ整 備

　 　 　(日 機輸 、 電子 機工 、繊 維 の

　 各 団体 へ委 託)

(2)　 システ ム設計 、 プ ログ ラム作

　 成、 運 用実 験

　 　 　(JIPDEC作 業)

　 　 　 　 　 <

調 査 計 画 の策 定
　 　 　 　 　 〉<

準 備 作 業

　 　 　〉

外 部 仕様 設計 ・検討 デ ー タ整備 設計書作成　まとめ

調 査 ・分 析

く

　 　 ノ

e

　 　 　 　 　 　 　 一

システム基本設計

く

　 詳 細 設 計
∈ 〉

≡〉ぐ

く

　 　 　 　 〉<　 　ー

プ ログラム作 成 運用 実 験 まとめ

　 　 　 　 〉←' ∋」← 　　 ,

2,　海 外情 報 に関す る基礎 調 査

　 　 (海 外情 報 調査WG作 業)

調査計画ら策定
　 　 　 　 　 〉<

実施計画の検討
〉ノ

基礎調査　 海外調査準備
　 　　 　 　 〉<

海外調査

　の実施 調査成果の検討 ま とめ

一

ラ、 ・`1

欧 州 米 国

∋ >e r

3,情 報 ネ ッ トワー ク形 成 にお げ る

制 度 的諸 問 題 の検 討

　 　(一 部 、 調 査作 業 委 託)

調査計画の策定 実 施 計 画 の 検 討
　 　 　 1

基礎文献調査 デ ー タ ベー スに関 す る制度 問題 の検 討
〉 ∈ .ラ< ' 、 '

図1-3昭 和54年 度 調査 の 実施 経 過



1.5　 本 報 告 書 の構 成

　本 報 告 書 は、 第1編 総論 と第2編 パ イ ロ ッ ト ・モ デ ル ・シス テ ムの研 究開 発 の

2編 か ら成 って い る。　・

　 第1編 第2章 に おい て は、53年 度作 成 した 産 業別 情 報 拠 点 育成 の た めの基 本

構 想 に基 づ き、53年 度 情報 ニー ズ調 査 及 び今 年 度 海外 調 査 に よる成 果 を加 味 し

て 、情 報 分 野 別 に 、経 営 機 能 と情 報 処 理 需要 の 関係 に着 目 して、 必 要情 報及 びそ

の提 供方 策 を と りま とめ た。

　 第2編 に お い ては 、 日本 機 械 輸 出 組 合、㈲ 日本電 子 機 械 工業 会 、 日本 繊維 協議

会 の3団 体 に外 部 仕 様設 計並 び にデ ー タ整 備 を委 託 して行 った、 プ ラン ト輸 出、

電 子 機 器 、 繊 維3業 種 の パ イ ロ ッ ト・モ デ ル ・シス テ ム開発 の成=果 を と りま とめ

た 。

　 更 に 、 これ ま で の調査 か ら、 今後 の課 題 につ い て も若 干 の考 察 を加 えた 。

　 な お、付 属 資 料 と して 、3業 種 モデ ル シス テ ムの 入 出 力様 式 集 を分 冊 に した 。

　 ま た、 本報 告 書 の資 料 編 と して 「産 業 別海 外 情 報 に関す る基 礎調 査報 告 書 」 を

別冊 に と りま とめ た 。

　 これ は、 上 記3団 体 並 びva(*£日本 鉄 鋼 連 盟 へ の調 査 委 託 に よ り、欧 米 にお け る

産 業 情報 流通 の実 態 を調 査 し、 海外 情 報 ネ ッ トワー ク構 築 の た め の基 礎 資 料 と し

てそ の 成果 を と りま とめ た もの で あ る。

亀
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第2章 　情報分野別にみた
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第2章 情報 分野 別 にみた情報拠点のあ り方

　 昭 和53年 度 の本 調 査研 究 事 業 にお い て は、 産 業別 情 報拠 点 育 成 の た め の基 本

構 想 に つい て、情 報 ニー ズ調 査 に協 力 を戴 い た10産 業 団 体 の協 力 を得 て と りま

とめ た が、 この基 本 構 想 は 一般 的 、 抽 象的 な もの で あ り、個 々の産 業 団 体 にお い

て この基 本構 想 を具 体 化 す る作業 は残 され た課 題 と な ってい た。

　 今 年 度 におい て は、 本 報告 書 第2編 で述 べ る よ うに、 この具 体 化 の作 業 を プ ラ

ン ト、 電子 機 器 、繊 維 の3業 界 をモ デ ル ケー ス と して行 った が、 これ らのモ デル

ケ ー ス にお いて 開 発 したパ イ ロ ッ ト的 な情 報 シス テ ムの考 え方 は、 類 似 の情 報分

野 へ の ニー ズを有 す る他 の 産業 分野 に お いて も同 様 に有 効 な もの で ある。 そ こで

本 章 で は、 これ らの パ イ ロ ッ トシステ ムの紹介 に先立 ち、 海 外 に おけ る産 業 団体

の情 報 活 動 に関 す る調 査 成 果 、 モデ ル ケ ース以 外 の7業 界 に 関 す る情 報 ニ ー ズ調

査 の 結 果 等 も加 え て、 今 年 度 の 開発 成 果 で あ る3つ のパ イ ロ ッ ト ・シス テ ムの

考 え 方 を、各 々の 情 報 シス テ ムの 扱 う情 報 分野 に よ って、 ① 消 費 者情 報 、 ② 海外

市場 基 礎 情 報、 ③ 需 給情 報 の3つ の分 野 に区分 し、 整理 してみ る こ と とす る。

　 もちろん これ らの3つ の情 報 分 野 の他 に も、 ④ マ ク ・経 済 情報 、 ⑤ 技 術情 報等

の い くつ かの情 報 分野 が考 え られ 、 い ず れの業 界 にお い て もこれ らの 各 分野 の情

報 へ の ニー ズは極 めて 高 い が、 ど の分 野 に産業 団 体 の情報 提 供 機 能 の 重 点 が置 か

れ るか は、 そ の産 業 の特 性 に よ って 自ず と定 ま る よ うに思 わ れ る。

　 そ こで、 次 に まず 、 各産 業 団体 の 提 供す る情 報 の最 終的 な需 要 者 、 利 用者 で あ

る各 企 業 の経営 機 能 に着 目 して、 産 業 の類 型 化 を行 ってみ る こ と とす る。

　 2.1　 経 営 機 能 か ら 見 た 産 業 類 型

　 産 業 の類 型 は様 々な視 点 か ら分類.整 理 す る こ とが可能 で ある が、 情 報処 理 と

い う観点 か ら分 析 を行 う場 合 に は その 経営機 能 に着 目 して産 業 の特 徴 を把 え る こ

とが有効 で あろ う。経 営機 能 の どこ に重 点 が置 か れ るか に よ っ て、経 営 に必要 な

情 報 が どの よ うな もの で あ り、 また ど の よ うに処 理 され るべ きか も異 なる か らで
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ある。例 え ば ひ と口に 製造 業 と言 って もその活 動 類 型 は様 々であ り・ 消 費財 産 業 で

あ るのか、 資本 財 、 生産 財 産 業 で あ るのか に よ って顧 客 の 性格 、 需 要 の パ ター ン

は 全 く異 な る し、 ま た生 産 の技 術 的基 盤 が 資本 集 約 的 で あ るの か、 労働 集約 的 で

あ るの か に よって経 営 上 の 管 理計 画 の対 象 に関 す る比 重 の置 き方 は大 き く異 な る。

顧 客 の性 格 が異 なれ ば、 当然 の こ となが ら市 場 情報 の収 集 、 分 析方 法 は異 な って

こようし、 また極 めて 資本 集 約 的 な装 置 産業 の場 合 に は 装置 そ の もの の安 定 的 な操

業 状態 を維 持 す る こ とに 多大 な情報 処 理 が 行 われ るが、組 み立 て型産 業 の場 合 に

は、 部 品 の発 注、 在 庫 管 理等 に 関 して綿密 な'情報 処 理 が要 求 され る・

　 この ように産業 の類型 に よって経営機能 や必要 とされ る情報処理機能が異 なる

が、 こうした区分は企業規模の大小 を問わず、企業経営者 の経営方針 とは或 る程

度独立 に、 当該産業のおかれた産業構造上の位置 及び当該産業 の技術 的基盤そ の

ものによって決定され る ものである。 もちろん・ 当該産業 槌 かれたその時 々の

経醗 境 一 市場 の成長率 や新技術 の登場 の よう獺 乱要因等 一 や競争状態 に

よって若干の影響 は受け るものの、経営 に要求され る基本機能はほぼ一 定で ある

と言 え よ う。

従 って本 節 で は、 製造 業 を念頭 ⇔ い て、 これ を経 営機 能 の性格 に よっ て次 の

4つ の類 型 に よっ て区 分 し、 そ の各 々につ い て要 求 さ れ る経 営 機 能 及 び情 報 処 理

需要 をや や大 胆 な誇 張 を行 い なが ら整理 す る こ ととす る。

(1)装 置産業 にお ける情報処理

鉄鋼、 石油精製 化学・ セ… 等の鑓 産業 の齢 には・製需 給 を趨 的

に把握 す る こ とが 極 め て重要 で あ る。 どの よ うな産 業 部 門 にお い て も、製 品需 給

に関 す る情 報 が 最 も基 礎 的 か つ 不 可欠 な情 報 で あ る こ とは もちろん だが、 大 規 模

プ ラ ン トに よる一 貫 生産 の た め に工程 の フ レキ シ ビ リテ ィーが小 さ く、 しか も製

品 の無 差別 性 に特 徴 を有 す る装 置 産 業 の場 合 には 、特 に この こ とが 重要 とな る。

まず 第1に 長 期 的 な計 画 レベ ルに お い て も、 設 備 投 資 に極 め て 多額 の 資 金 を要 す
'

る た め、 長期 的 な需 要 予 測 は極 め て綿 密か つ 慎 重 な プ ロセ ス を経 て 行 わ れ 、 そ
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の た め には広 範 囲 かつ長 期 に わ た る定 量 的k需 給 情 報 が必 要 とな る。 また第2に

中 ・短 期的 な レベ ル にお い て も、 生 産計 画 や原 材 料手 当 て 等 を円滑 に進 め てい く

た めに も恒 常 的 な市 場 需給 の把 握 が 不 可欠 で あ る。

　 こ う した こ とか ら、 これ らの産 業 界 にお い ては 、 自主 統 計等 を 中心 と した需 給

統 計 が最 も詳 細 に整 備 され てお り、 ま た これ らの需 給統 計 の整備 が業 界 団体 の主

要 な任 務 のひ とつ とな ってい る。 た とえ ば装置 産 業 の典 型 と して鉄 鋼 業 界 を例 に

と る と、 英、 独 、 仏 い ず れ の国 の産 業 団 体 に もお いて も受注 、 生産、 出荷 等 に関

す る 自主 統計 が極 め て詳細 に整 備 され 、 ほ ぼ10年 位 前 か らコ ンピ ュー タ を利用

した そ の集 計、 分析 が行 わ れ て い る こ とが 今 回実 施 した 海外調 査 に よっ て も明 ら

か に な ってhるo

　 一 方、 装 置 産 業 は 同時 に基 礎 的 生産 財産 業 で もあ るた め、 当該 産業 の動 向は 国

民 経 済 の動 向、 構 造 と密 接 に 関連 してお り、 そ の 意 味 か ら、 国民経 済 全 体 に関 す

る基 礎 的 諸統 計 を最 も頻 繁 に利 用す る産業 部 門 で もあるo

　 実 際 、53年 度 に 日本 化 学 工 業協 会 に委託 した 「情 報 ニー ズ調 査 」の 中 で、 協

会 が会 員企 業13社 に対 して行 った ア ン ケー ト調 査 の結 果 に よれ ば、 対 象13社

全 社 が何 らか の形 で長 期経 営 計 画 の策 定 を行 ってお り、 またそ の 内5社 は こ う した

計 画 策 定作 業 に コ ン ピュー タを用 い てい る が、 近 い 将 来 に利 用 を希 望 す る デ ー タ

ベー ス と して挙 げ られ てい る もの の多 くは、 国 民所 得 統 計、 産 業 連 関表 、 工 業統

計 表等 の 国民 経 済全 般 にわ た る基 礎 的諸 統 計 で ある。 これ らの 内投入 ・産 出 関係

が極 めて 明解 で しか も生産 体 系 が連 産 品体 系 で あ る とい う化 学 工 業 の特 徴 か ら、

産 業 連 関 表 デ ー タが需 要 予 測 に 当 って特 に重 要 で あ る との 指摘 が あ った の は興 味

深 か った。

　 ま た、 第3に 日常 実行 管 理 レベル では 工 程管 理 、 品 質管理 、 取 引情 報 に 基 づ く

製 品化 な らびに 出荷 管理 な どに関連 した情 報処 理 が行 わ れ てい る。 この分 野 は、

わが 国 の装 置産 業 に おい て最 も早 くか ら情 報処 理 シス テ ムの導 入 が な され た分 野

で あ り、 質 的 に も、 今 や世 界的 に見 て最 も進 ん だ 状 態 に ある こ とは 周知 の通 りで

あ る。
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(2)非 耐久消費財産業における情報 処理

　 繊 維、 衣 料、 化 粧 品 、食 品加 工 品 な どの非 耐久 消 費財 産業 で は、 消 費者 大 衆 の

嗜 好 は比 較 的 短時 間 に変 化 す るた め に消 費者 の需 要動 向 を的 確 かつ 迅速 に把 え る

必 要 が あ り、 これ に応 じた商 品 開発 、 販売 戦 略 の策 定 、 需要 創造(広 告)を 極 め

て迅 速 に行 うた め の情 報処 理 が戦略 レベ ル では極 め て重要 な意 味 を もって い る。

一 方 、 日常 実行 管 理 レベル で は品 質管 理 、生 産 ・出荷 ・在庫 管理 、販 売 組 織 管 理

な どに関 連 した情 報 処理 が行 われ て い る。

(5)耐 久消費財産業 における情報処理

　 自動車 、 家 庭電 気 製 品、 カ メ ラ、 時 計 な どの耐 久 消 費財産 業 に お い ては、 製 品

の ライ フサ イク ルや 消 費者 の需 要動 向 変 化 に即 応 した新 製 品 開 発 戦略 及 び割賦 、

ア フター ・サ ー ビス等 の機 能 を含 む 販 売 組織 戦 略 の 重要 性 が 高 い こ とか ら、 戦略

・計 画 レベ ルに お い て は大 衆 の心 理 及 び行 動 分 析 を含 む マ ー ケ ッテ ィング、 新 製

品開 発 に関 す る多様 な予 測 業務 、 需 要 創 造(広 告)、 販 売 組 織 管理 等 を中 心 と し

た情 報処 理 が行 われ、 日常 実 行管 理 レベ ルで は、 製 造 工程 が大 量 生産 型 の 組 み 立

て工 程 で あ る こ とか ら、 定 時 、定 点 、 定 量 の部 品発 生 管理 、 製 品の オ プ シ ョ ン と

ア セ ン ブ リ ライ ンの同期 化、 販 売網 に お け るパ ー ツ補 給等 に関 連 した情 報 処 理 が

行 われ る。

(4)受 注型重機械製造業 におけ る情報処理

　 重機 械、 産 業機 械 、造 船、 プ ラ ン トな どの重機 械 製造 業 にお い て は、 資 本 財 の

受 注 生 産 で あるた め に受 注 品 の仕 様 設計 が それ ぞ れ異 な り、 製 品 の取 り引 き先 が

限 られ て い る とい う特 徴 を もつ。 こ のた め 戦略 レベ ルに お いて は、 技 術、 規 格 の

標 準 化、 ス ケ ジ ュー リン グの最適 化、 原価 計 算 管 理 を中 心 と した情報 処 理 が行 わ

れ、 また 激 烈 な受 注 合戦 を め ぐる競 争 企 業 を 含 め た受 注 、 敗退 要 因 分析 等 の情 報

収 集 活 動 が 重要 とな る。 日常 実 行 管理 レベ ルで は、 資 材 購 買管 理 、 部 品 発注 管 理 、
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作業 進 行 管理 な ど に関 連 した情 報処 理 が 中心 とな る。

　 産業 類 型別 に見 た経 営機 能 及 び必要 とな る情 報 処 理 の 内容は 以上 の よ うに概 括

す る こ とがで きる。 また最 近 時 にお け る共 通 的 な特 徴 は、 産業 活 動 の国 際 的 な広

が りに応 じて、 いず れ の産 業 に おい て も大 な り小 な り世界的 な視野 で以 上 の よ う

な情 報 収 集 と経 営 判 断 を行 う必要 が 高 ま って い る とい うこ とで あ ろ う。

　そ こで次 第以 降 に お いて は、 上 に述 べ た定 式化 を前提 と して、各 企業 単 位 で行

わ れ る これ らの情 報 処 理 及 び経 営 判断 に必 要 とな る外 部 情報 の内容 及 び そ の提 供

者 と して の産 業 団 体 等 の役 割 りの問題 に た ち返 り、 各 産業類 型 別 に整理 して い く

こ と とす るo
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2.2　 消 費者 情 報 の分 野

(1)　 消 費者 情 報 分 析の 重 要性 一 そ の 日米 比較 一

　 前 節 で も述 べた よ うに、 消費 者 嗜好 の変 化 し易 い繊 維 二 次 製 品、 食 品、 化 粧 品

等 の非 耐 久 消 費財分 野 にお いて は適 確、 迅 速 な 消 費者 動 向 の把 握 と分析 が経 営上

決 定 的 な重要 性 を もつ。

　 言 うまで もな く、 わ が 国 にお い て も非 耐 久 消 費財 メー カや流 通 業 界 の各 企 業 は

自社 の販 売 組 織、営 業 窓 口を経 由 して消費 者 動 向 の把 握、 分 析 に努 めて い るわ け

で あ り、 ま た一定程 度、 マー ケ ッ トリサー チ専 門 の民 間 調 査機 関に よる消 費者 パ

ネル、 ア ド ・ホ ックな調査 等 の成 果 等 も活 用 さ れて は い る。 しか しな が ら、 米 国

との対 比 に お いて大 き く異 な るの は、 消 費者 の購 売動 向 を直 接 的 に把 え る全 国的

な消 費者 パ ネ ル デー タの分 析 と活 用 の分 野 で あ る。

　 本 調査 研 究事 業 の一 環 と して行 った海 外調 査 の結 果 に よれ ば(詳 し くは、 「産

業 別 海 外情 報 に 関す る基 礎 調査 報 告 書 」を参 照)、 米 国 に は現 在 表2-1に 示 す

よ うな各 種 の 消 費者 パ ネルが 組織 され て お り、繊 維 関 係 で は デ ュポ ンや モ ンサ ン

トな どの ファ イバ ー メー カをは じめ と して、 世 界最 大 のテ キス タ イル メ ー カで あ

る パ ー リン トンや リー バ イ ・シュ トラ ウス な どの アパ レル メー カが いず れ もこ う

した 消費 者 情 報 を高 く評価 し、 製 品計 画、 販 売促 進 に有 効 に活 用 して い る との こ

とで あ る。

例 え ば ・MRCA(M・ ・k・t　 R・ ・eg・h・f　 C・rp・ 　gf　 Ameri・a)は 繊 糸織7肖

費者 調査 に全 国 パ ネル を持 ち、 購 入 した商 品 の種 類 、価 格 、 色柄 、 素材 、 購 入 店

舗 、 購入 目的等 に関 す る デ ー タを磁 気 テ ー プの形 で各 ク ライア ン・トに提 供 す る。

各 ク ラ イア ン トは この デ ー タを 自 らの コ ン ピ ュー タで分 析 し、 商 品別 市 場規 模、

価 格 帯別 の売 れ 行 き、店 別 売 れ行 き等 の形 の レポ ー トに ま とめて 市場 開 拓 の計 画

立 案 に活 用 す るわ け で あ る。 各 ク ライ ア ン トが この よう なデ ー タに支 出 す る費 用

'
は100～600万 ドルに も及 ぶ が、 面 接結 果 で は、 「この種 の 資料 の 値 段 が高
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表2-1　 米 国 にお け る消 費 者 パ ネル

パ ネ ル名 〔対 象商 品分野 〕 実　施　機　関 対　　象

NCTP

(National　 Consumer

Textile　 Pane1)

〔 衣 料 中 心 〕

MRCA

(Market　 Research'of

Corp.　 of　 Arnerica)

一 ー －L

7,500世 帯

(郵 送 方 式)

Sears　 Databanks
　 　 '

〔 ホ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン 〕

Sears　 Roebuck&Corp. 20,000世 帯

(郵 送 方式)

TRENDEX

〔器 具、 工 具 類 〕

TRENDEX 75,000世 帯

(電 話 方 式)

CPP

(Consumers　 Purchase

Panne1)

〔 各 種 製 靴 〕

ジ ョ イ ン トベ ン チ ャ ー

20社 に よ る 運 営 委 員 会

8,200世 帯

(郵 送 方 式)

NPD　 Diary　 Panels

〔玩 具 類 〕

NPD　 Research 6,500世 帯

(郵 送 方 式)

い とい うの は活 用 の仕 方 が 足 り ない の と分析 力 の差 が あるか らだ 」 「小 売 店 の情

報 も入 れ る ことは入 れ る が、 結 局は 消 費 者情 報 に落 ち着 く」と言 明 す る。

　 こ う した傾 向 は今 例 に挙 げ た繊 維 業 界 に限 らず 、 シアー ズ ・・一 バ ック の よ う

な大 手 小 売業 や メ イ ・メイ シー の よ うな伝 統 的 百 貨店 な どの 流通 業 界 の場 合 に お

い て も、店 舗 の 分 布 形 態等 に よ って若 干 の差 異 が あ る もの の ほ'ぼ同 様 の よ うで あ

るo

　 ま た、 商 品分 野 や地 域 、 購 買 階 層(世 帯 か未 婚 者 か な ど)別 に様 々に特 化 した

パ ネ ルが重 層 的 に組織 され 、 これ を利 用 す る方 も利 用 目的 に応 じて デー タ作 成 機

関 を うま く使 い 分 け て い る とい う点 も、 この分 野 の 情 報収 集 と分 析、 利 用 の歴 史

の成 熟 を うか が わ せて い る。
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　 こ う した状 況 を見 る時、 わ が 国 に お いて、 例 え ば繊 維 産業 構 造 改 善 の基 本 方 向

と して 消費 者 指 向 の 明確 化 が 打 ち 出さ れつ つ も、 今 ひ とつ具 体 的 な 消費者 動 向把

握 のた め の体 制 づ くりが進 まず 、 また企 業 経営 者 の意 識 面 に お い て も情報 に対 す

る投 資 を正 当 に評 価 し きれ て い な い とい う問 題 点 が存 在 す る ことを痛 感 せ ざる を

得 ない。

　1また、 本 調査 研 究 事 業 と並 行 し て 行 った 「地 域 別 情 報拠 点 の 育成 に関 す る調

査研 究 」にお い て は、 ケー スス タ デ ィーの ひ とつ と して、 東 海 ・北 陸地 方 の地 場

産 業 に対 して情 報 ニー ズ調 査 を行 った が、 この調 査 結 果 に よって も消費地 か ら隔

っ た地 域 に立 地 す る地場 企 業 が、 消 費者 動 向 に関 す る情 報 の不 足 を最 も強 く訴 え

て い る こ とが明 らか とな って い る。 も し、 米 国 に お い て組 織 され て い る消 費者 パ

ネ ル の よう な情 報 がわ が国 に お い て も存 在 す る な らば、 こ う した 地場 産 業 に お い

て も、 事 業 組合 を 中心 と して 消費 者 動 向 の分 析 を行 い 、 この結 果 を各 企 業 に提 供

す る とい う形態 を とる こ とが可 能 で あろ う。 こ れ は、 地 場産 業 の振興 、 育成 、 経

営 の安 定 を図 る 上 で も大 きな貢 献 をす る こ と と なろ う。

　 そ して、 経 営規 模 の大 小 を問 わ ず、 地 域 を問 わ ず、 繊 維 二 次 製 品、 雑 貨、 食 品

等 の消 費財 産 業 が こ うした確 実 な消 費者 情報 の 分析 を行 い うる体 質 を備 え る こ と

こそ が、 ま さ に この産 業 分野 にお け る 「知 識 集 約 化 」と呼 ぶべ き方 向 に一 致 す る

もの で あろ う。

　 そ こで次 に わ が 国 に おけ る既 存 の 消 費者情 報 を概 観 し、 求 め られ る消 費者 情 報

とは 何 か、 また、 そ れ は い か に供 給 さ れ るべ きか に つ い て述 べ てみ る こ と とす る。

(2)求 め られ る消 費者 情報

　 わ が国 に お いて 、 現 在 或 る程 度 系 統 的、継 続 的 に収 集 され てい る消 費者 情報 と

して は、 ① 家計 調 査 等 の官 庁 統計 、 ② 民 間 調査 機 関 が 実 施 して い る随時 も し くは

継 続 的 な消費者 パ ネル のふ たつ が 考 え られ よ う。

　 まず第1に 家計 調査 等 の官 庁 統計 に つ いて は現 在 表2-2に 示 す よ うな種類 の

調 査 が実施 され て い るが、 セ ル フ ・サ ー ビス協 会 に対 して補 足 的 に 実施 した 情報

へ
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ニー ズ調査 の結果 等 に よれ ば、 調査 項 目の点 か ら言 って最 も充 実 した 内容 を もつ

ものは、 総 理 府 統 計 局 の実 施 してい る 「全 国 消費 実 態調 査 」で あ る。 この 調査 で

は、 地域 、 購 入先 、 品 目別 の一 世帯 当 た り月 間支 出金額 、 購入数 量 及 び平 均 価 格

が示 され て お り、 商 品の 色柄 、素 材 、購 入 目的 な どまで を含 む米 国 の 消費 者 パ ネ

ル調査 に は及 ば ない ものの 、 比較 的 充実 した 内容 を有 してい る と言 え よ う。 た だ

この調 査 は 現在 の と ころ5年 に1回 実 施 され てい るに過 ぎず、 迅 速 に変 化 す る消

費者 動 向 を フ ォ ローす る上 で は極 めて 不充 分 で あ る。

　 こ れ を 補 う もの と して、 毎 月約8,000世 帯 の 家計 を対 象 と して調 査 され る

総 理 府 統計 局 の 「家計 調 査 」が あ るが、 調査 品 目数 に関 しては 充分 な もの の、販

売 戦 略 を立 て るの に重 要 な 意 味 を もつ購 入 先 等 の情 報 が得 られ ず、 や は り充分

とは言 え ない。

　 その他 に も、「百貨店販 売統計 」(大型小売店販売統計)、 「商業動態統計」等が消費動向 を

把 え る上 での基 本的 指 標 と な り うるが、 品 目分 類 が粗 く、 マク ロな消費 者 指標 と

して は と もか く、 消 費 者 ニー ズ の分析 とい った 目的 に使 用す る には不 充 分 で あ る。

　 また、 この他 に も各 種需 給 流通 統計 を通 じて消 費者 動 向 を把 握 す る こ とは可 能

で は あ るが、 流通経 路 の長 い繊 維製 品 な どをは じめ と して、 「川上 」か らの把 握

には 仮 需 等 の変 動 に よる効果 が 現 われ て、 正 確 な実需 を把握 し得 ないの が現状 で

あ る。 そ の意 味 か ら も、 直 接 実 需 を把 握 す る情 報 源 の価値 は極 め て高 い と言 え よ

うo

　 第2に 民 間 調 査機 関の 実 施 して い る随 時 も し くは継 続的 な消 費者 パ ネ ル調査 と

して は、 表2-3に 掲 げ る各種 の もの が ある。 「全 国薬 局薬 店 パ ネル 調 査 」は直

接 消 費者 を対 象 と した もの で は ない が 、販 売店 にお け る調査 を通 じて 消 費者 の商

品 イメー ジ等 を探 る とい う意 味 にお い て は、 消費 者 パ ネル と呼 ん で もよい で あ ろ

う。

　 これ らの諸 調 査 の利 用 実 態 につ い て は今 の と ころ 明 らか で ない が、 先 に述 べ た

この 分野 の政 府 統計 の今 後 の内容 充 実 、 利 用条 件 の改 善等 の動 向如 何 に よっ ては
、

これ らの専 門 的調 査機 関 の情 報 は重要 な役 割 を もつ もの と な って こ よ う。
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表2-2　 消費者動向に関す る政府統計

調　　査　　名 実 施 機 関 調　 査　　の　 概　　喪

家　 計　　調　　査 総 理 府 統 計 局 全 国の農林漁家、単 身者以外 の消費者世帯

を対 象 と して 月毎 に家 計 収 支 の調 査 を行 い、

都 市別、 地域 別 、 職業 別 、 収 入階 級 別 、 そ

の他世帯 の特性 に よる集計結果 を通 して国

民 生 活 の実 態 を明 らかに す る。

昭 和21年7月 に都 市 を対 象 と して始 め ら

れ た消 費者 価 格 調 査 か ら発 展 して、 昭和37

年7月 に拡 大 改 正 され る ま で、 幾 度 か の改

正 が行 われ、 現 在 に至 って い る。　`

全国消費実態調査 総 理 府 統 計 局

　 　 .

農林漁家 を除 く全国の消費者 世帯 について

5年 毎 に家計の実態を調査 して、 世帯の所

得 及び資産 の分布、 消費の水準 とその構造

及 び そ れ らの地 域 的 差 異 を 明 らか にす る。

昭 和34年 に始 ま り、 最 近 で は54年 に 第

5回 が行 われ た。

家計調査は、全国平均の時系列 の動 きを明

らか にす る こ とが主 目的 で調 査 規 模 も小 さ

く詳 細 な分 析 は で きな いが、 この調 査 は標

本 世帯 数 も多 く、 集 計 結 果 を ク ロス して家

計 の実 態 を種 々の角 度 か ら分 析 す る こ とを

ね ら い と し て い る 。

また、 単 身者 世 帯 も調査対 象に含 まれ ている。

商業動態統計調査 通　　産　　省 全 国 の卸 売業(代 理 商 、仲 立業 を除 く)、

小 売業(百 貨店 、 飲 食 店 を除 く)を 対 象 と

して、商業を営 む事業所の事業活動 の動向

を 明 らか にす る。

昭 和28年6月 に3ヵ 月毎 の四半 期 調査 と

し て 開 始 さ れ た が 、34年10月 か ら は 、

'販 売額 に つ いて は毎 月調 査 に改 め、 早 期 公

表 を図 って い る。

大 型 小 売 店 販 売 通　　産　　省 全 国 の チ ェ ー ン ス ト ア 、 ス_パ_マ_ヶ ッ

統　　　　　　 計 ト等 の大型小売店(百 貨店 販売統計 で調査

して い る もの を除 く)の 動 向 を明 らか にす

るため に、商業動態統計 と百貨店販売統計

とを再集計 して大型小売店販 売統計 として

毎 月発 表 してい る。

昭 和46年7月 よ り開始o
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　 しか しなが ら、 ひ と 口に 消 費財 と言 って も多様 な商 品分 野 に わ た る消 費者 情報

を た だひ とつ の調 査 に よって包 摂 す る こ とに は 自ず と限 度 が あ り、 米 国 にお い て

地 域 別、 顧 客階 層 別 、 商 品分 野 別 へ の機能 分化 が 生 じて きてい る よ うに、 わ が国

に おい て も今 後 こ う した分 化、 特化 傾 向 が生 じ、 利 用 者 も又 これ らの各種 情 報 源

を選 択的 に利 用 しなが ら消費 者 動 向、 消 費 者 ニー ズ の分 析 を多角 的 に行 う とい う

方 向 に発展 しよ う。

　 こ う した こと か ら、 今年 度 の本 調査 研 究 事 業 に お いて は、 繊 維 産 業 に おけ る情

報拠 点 構 想具 体 化 のた めの第 一 歩 と して、 第2編 に述 べ る消 費者 パ ネ ル調 査 の パ

イ ロ ッ ト.シ ス テ ム開 発 を行 ったが、 各 商 品分野 毎 に、 産業 団体 も し くは 当該産

業 界 に おけ る情 報拠 点 的 機能 を果 す べ き諸 機 関 が、 こ うした 消 費者 パ ネル調 査 を

組織 してい くこ とは、 先 に述 べ た第1、 第2の 情 報 源 を補 完 して い く第3の 道 と

して大 きな意 義 を有 す る もの と なろ う。

　 また、 最後 に、 今 後 求 め られ る消費者 情 報 の ひ とつ の 分野 と して、 消 費者 信 用

情 報 に 関連 す る問 題 を 指摘 して お こ うo

　 特 に大 型 の 耐 久 消 費財 産 業 の場 合、 先 に述 べ た よ うに、 そ の販売 網 は信 用供 与

の機 能 を有 してお り、 販 売 組 織 の活 動 には顧 客 の 信用 情報 の 把 握 が大 きな意 味 を

もっ てい る。 最 近 の ように、 割 賦販 売、 ク レジ ッ トカー ド等 の消 費 者信 用 が発 達

した段階 に おい て は、 この よ うな消費 者 信 用 情報 が金 融業 、 割 賦 業 界等 の間 では 、

既 に ネ ガテ ィ ブ リス トの よ うな形 で相 当 流 通 してい る と も言 われ てい る。 こ うし

た状 況 は、 今 後 に お け る プ ライバ シー保護 な ど の議 論 の方 向 や 、・個 人 情 報 の 国

際流 通 に 関 す るOECDな どの ガイ ドラ イ ン設 定 の動 きと もか らん で、慎 重 な対

応 が望 まれ る分 野 で あ るだ け に、 本調 査 研 究 事 業 の 今後 の 課題 と して検 討 す べ き

分野 で あ ろ う。
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表2-3　 わ が 国 の 消費 者 パ ネル調 査

調　　査　　名 実 施 機 関 調　　査　　の　　概　　要

ブ ラ ン ド ・ バ ロ メ (社)中央調 査 社 消費市場の地域 別実態 と動 向を調査 するこ
一 夕 ・ リ サ ー チ とを 目的 に 昭 和30年 よ り開始 され たo

商 品、銘柄の普及 と購入消費を把え るた め

の 基 礎 資料 と して、 企 業 におけ る マー ケ テ

イ ング展 開 に広 く利 用 され て い る。

B.B.Rリ ポ ー トと して 次 の2種 が あ るo'

① 年2回(ブ ロ ッ ク)リ ポ ー ト

耐 久 財、 ブ ロ ック商 品 の銘柄 分 布 とそ の市

場 の特 性 を全 国30,000世 帯 に年2回 調査

し、 全 国総 合 ブ ロ ック地 区 ご との結 果 を集

計 し た も の 。

② 年6回(全 国)リ ポー ト

消 費財 、全 国商 品の銘 柄 分 布 と品 目 ご との

市 場 の基本 特 性 を隔 月全 国5,000世 帯 で

調査 し、全国の市場基本 区分別結果 を集計

し た も のo

B.B.Rの 調 査 方法 は 留置 記 入法 で あ り、

回 答 内容 は磁 気 テ ー プに 保有 され てい て顧

客 の ニー ズに応 じて特別 な集計.分 析 も行

え るo

!

JNNデ ー タ バ ン ク JNNデ 一 夕 バ 春 、 秋2回 の全 国 規模 の 実 態調 査 に基 づ き、

」 ンク運営委員会 国 民 の ① 商 品 情 報(ブ ラ ン ド ・ リサ ー チ)、

.事 務 局 ② 生 活 意 識.行 動 情 報(ラ イ フス タ イ ル ・リ ザ

一 チ)
、 ③ メ デ ィ ア 接 触 情 報(オ ー デ ィエ ン ス

販売代理店 リサーチ)を 作 成、単 独叉 は ク ロス集計 した

㈱ ジ ャ パ ン デ ー 各 種 統計 分 析 デ ー タ を提 供 す る。

タ サ ー ビ ス 昭 和46年12月 に始 ま り現 在 まで16回

の 調 査 標 本 を コ ン ピ ュ ー タ 入 力 し て お り 、

新市場の展望、新製 品の開発等多方面の利

用 法 が 考 え られ る。

総 合 嗜 好 調 査 東京放送調査 部 消費 者 の 日常 生 活 に密 接 な関 係 を もつ、 様

々 な事 物 に対 しての 「好 み 」を調 べ る。

販 売 代 理 店 日本人 の嗜好 を総合 的 ・多面的 に調 べた実

㈱ ジ ャ パ ン 態調 査 に基 づ き、 ①生 活 関連 情報 、② レ ジ

デ ー タ サ ー ビ ス ヤー 関連 情 報、 ③ マ ス コ ミ関 連 情 報、 ④ 入

物 、 動 植 物 、 行事 関 連情 報 、 ⑤ ライ フス タ

イ ル関連 情 報 を作 成 、 単 独又 は相 互 に組 み

合 わ せ て種 々の情 報 を提 供 す る。
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昭 和50年4月 に始 ま り、 年1回 、 島部 を

除 く東 京都 全 域 の15才 ～60才 の 男女

1,500人 へ の 留 置 式 調 査 に よ る も の で 、

幅 広 い分 野 と詳 細 なデー タ内容 に特 色 が あ

るo

全 国 消 費 世 帯 ㈱ 社 会 調 査 沖 縄 を除 く全 国7,040の2人 以 上 の普 通
パ　ネ　ル　調　査 研　　究　　所 世帯 を対象 として、買物記録式 の調査 を集

(S　 C　 I　 ) 計 し て い る 。

SCIデ ー タ は 、 ① 販 売 監 査 、 ② マ ー ケ テ

イン グ計 画 作 成.評 価 、 ③ 製 品計 画 の作 成

.評 価 、 等 に様 々に機 能 を してい る。

SCIレ ポ ー トに は 次 の も の が あ り 、 こ の

他 、 ク ライア ン トの必 要 とす る情 報 を必 要

な形 で提 供 す る ことが で きる。

・サ マ リ ー レ ポ ー ト:品 目 、 銘 柄 単 位 の 市

場構造 を概括的に把える。
● カ ス タ ム レ ギ ュ ラ ー レ ポ ー ト:包 装 単 位

別 の デ ー タあ るいは 購入経 路 デ ー タ、 価

格 デー タな ど、 より詳 細 な情 報 を 含 む。
・ ス ペ シ ャ ル レ ギ ュ ラ ー レ ポ ー ト:特 定 の

テ ー マ、 問 題 に つ い て デ ー タ を 加 工:編

集
・特 別 分析 レポー ト:必 要 に応 じて特 定 の

テ ー マ 、 問 題 に つ い て パ ネ ル.デ ー タ か

ら 種 々 の 分 析 を 行 い 、 コ メ ン トす る 。

・サ マ リー ア ニ ュ ア ル レ ポ ー ト:年 間 単 位

に編集

全 国 薬 局 薬 店 ㈱ 社 会 調 査 全 国薬局薬店 ルー トに おけ る主要 医薬 品等
パ　ネ　 ル 調　査 研　　究　　所 の第3次 消化量を包装別に時系列 的に把 え

(　 S　 D　 I　 ) るo

全 国 の人 口5万 人以 上 の都 市 にお い て、 一

般消費者に対す る販売活動 を行 ってい る薬

局薬店 を対象 と して月1回 の在庫調査依頼

方式 に よる消 費実 態 を調 査 す る。

SDIレ ギ ュ ラ ー.レ ポ ー ト と し て

①全 国5万 人 以上都市拡大推計値(毎 月)

②地域別(10地 区分割)拡 大推計値(毎

月)

③ 医薬 品 月 商規 模別(4ラ ンク)店 当 り平

均 値 の フ ォ ー ム が あ る 。
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2.ろ　 海 外市 場 基 礎 情 報 の分 野

(1)　広 範な海 外市場基礎情報の必要性

　 先 に産 業 機 械、 造 船 、 プ ラン ト等 の重機 械 製造 業 に お いて は、 各 企 業 の戦略 レ

ベ ル にお い て一般 的 に、 「技 術規 格 の標 準 化、 ス ケ ジ ュー リ ングの最 適 化 、原 価

.計算 管 理 を中心 と した情 報 処 理 が 行 わ れ、 また激 烈 な受 注合 戦 を め ぐる受 注 敗退

要 因把 握 の ため の情報 収 集 活 動 が重 要 とな る 」と述 べ たが、 現 在 のわ が 国 にお い

て は プ ラ ン ト輸 出 の振 興、 エ ン ジニ ア リング企業 の育 成 とい った政 策 的 課題 と も

合い ま って、 いず れ の業 種 に お い て も、 こ うした情報 収 集 活動 を世 界的 視 野 で展

開 してい くこ とが求 め られ てい る。

　 実 際 本 調 査研 究 に協 力戴 いて い る10団 体 の うち、 日本機 械輸 出組 合(プ ラ ン

ト輸 出 中心 に調 査)、 日本産 業 機 械 工 業 会(建 設機 械 中心 に調 査)の2団 体 に お

い て も、 ま さに上記 の よ うな課 題 が切 実 な問 題 とな って い る。

　 例 えば プ ラン ト輸 出 の場 合 、53年 度 に実 施 した情 報 ニー ズ調 査 結果 に も指摘

さ れ て い る通 り、 輸 出相 手 国 の需 要動 向、 競 合 国 の受 注 動 向 は もと よ り、相 手 国

に おけ る政 治.経 済.国 際収 支 動 向 か ら貿 易替 為 管理 等 の 輸 出関連 法 規 や 金融 制

度 、 商 法、 税 法 等 の諸 規 定 、 資材 調 達 ルー トとそ の価 格 に至 る ま での 巾広 い情報

が、 企 画 提 出か ら契約 、 資材 調 達 、 工事 実 施、 運 転 開 始 に至 る まで の長期 にわ た

るス ケ ジ ュー ル管 理、 原 価管 理 を 円滑 に行 ってい く上 で必要 不 可 欠 の もの とな っ

てい る。 こ う した 巾広 い情 報基 盤 が な く しては 、価 格.非 価 格競 争面 に お け る優

位 性 を確 保 し、 契 約.為 替 リス ク を回避 して円滑 な プ ラン ト輸 出 の振興 を図 る こ

　とは で き ないの で あ る。 欧 米 の競 合 国 エ ン ジニア リング企業 や金 融 機 関 が そ の歴

史 的 背 景 か らこの よ うな情 報基 盤 を充 分 に有 してい る状 況 と比 べ る時 ・ わ が国 が

　この面 で立 ち遅 れ てい る とい うこ とは否 め ない事 実 であ る。

　 特 に米 国 エ ンジニ ア リン グ企 業 の場 合、 今年 度 の海 外 調査 で 訪 問 ・調 査 したC

　-ELu㎜us社(1907年 設立 。 以 降70年 間 に約2,000件 以 上 の大 規 模 ブ
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ロ ジェ ク トを受 注 してk－ り、 受 注国 も50カ 国 に及 んで い る)な どは、 調 達 す る

資材 価 格 の国際 的 比 較分 析 、 為 替変 動 分析 を コ ンピ ュー タ処 理 し、 国 内外 の支 社 、

子会 社 に オ ンライ ンない し通 信 衛 星 でデ ータを 提供 してい る。米 国 の プラ ン ト企 業

が 国 際競 争 力上 優 位 に あ る背 景 に は、 資 金 力、 技 術 力 もさ るこ となが ら、 こ う し

た広 範 な情 報収 集処 理 能 力 が確 立 さ れ てい る ことが挙 げ られ よ う。

　 また建 設 機械 にお い て も、 近 時 そ の輸 出 比率 が高 まる 中 で、・同 様 の事 情 が発 生

してい る。 特 に建 設機 械 の場 合 に は、 苛 酷 な条 件 の下 で使用 さ れ る商 品 で ある た

めに補 修 部 品 の規 格等 に関 す る基 準 が厳 し く、 また安 全 性確 保 の た め の諸規 則 に

よる仕 様 の規 定 も厳 密 で あ る こ とか ら、 輸 出市 場 確保 の ため に は、 輸 出相手 国 に

お い て適 用 され る規 格 、安 全 規 則 等 の諸規 定 に関 す る情 報(表2-4参 照)も 極

め て 重要 とな るo

　 もちろ ん、 こ うした必要 情 報 の内 、 或 る ものは 米 国 プ ラン ト企 業 の 例 の よ うに

各企 業 の戦略 的 な内 部 情報 と して収 集 され る ため に、 産 業団 体 の場 で共 同的 に収

集 さ れ るこ とに適 さ な い もの もあ り、 或 る もの は 、 輸 出金 融 、 保 険 等 の調 達 を

通 じて、 金 融機 関 、 商 社等 か ら提 供 され る もの もあ る。 更 に ラ イセ ンス供 与 等 の

契 約 関係 を通 じて企 業 間 で授 受 され る もの もあ ろ う。

　 しか しなが ら政 策 的 に 、 わ が国 全 体 と して の プ ラン ト輸 出振 興 、 エ ン ジニ ア リ

ング企 業 の育成 や 独 自の情 報 収 集 能 力 を有 しない 中 小企 業の 輸 出振興 を図 ろ うと

す る場 合 には、 こ う した基 盤 的 な海 外 市場 情 報 は共 通 的 な情 報 資源 と して政 策 的

に 整備 す る こ とが 必要 で あ る。 現 在に お いて も、 金融 機 関(日 本 輸 出入 銀行 等)

やJETRO、 関 連産 業 団 体 等va　k・いて そ の整 備 が一 部 なされ つ つ あ る とは言 え、

よ り一 層 強 力 な政 策 的支 援 が要 請 され よう。

(2)イ ギ リスの 事 例

　 この点、 ヨ一 口 ソバ各 国 に おけ る輸 出相手 国 市場 に 関す る基 盤 的 情 報 の整 備 状

況 は、 わが 国 のそ れ に比 べ る時 格 段 の差 を有 して い る。特 に 英 国 の場 合 、1970

年 代 前 半 に おけ る ポ ン ド危 機 以 降 、輸 出金融 、保 険 制度 の改 善 とあ わせ て、 在 外

一29一



表2-4 建設機械海外規格 の例示

規格
略号

ISO

JIS

ASTM

UL

ANS　 I

SAE

ASME

FS

MIL

規 格 名 又 は 制 定 機 関 名

MS

BS

DIN

CSA

AS

NF

GOST

International　 Orginization　 for　 Standardization

Japanese　 Industrial　 Standard

American　 Society　 for　 Testing　 and　 Materials

Underwriters,　 Laboratori6s

American　 National　 Standards　 Institute

Society　 of　 AutomotiVe　 Engineers

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ

American　 Society　 of　 Mechanical　 Engineers

Federal　 Specifications　 and　 Standards

(General　 Services　 Administration)

Military　 Specifications　 and　 Standards

l(D・par・m・n・ ・f　D・f・nse)

Milit・ ・y　 St
.and・Td(D・p・ ・tm・nt・f　 D・f・n・e)

British　 Standards　 Institution

Deutsche　 Industrie.-Normung

l

(Deutscher　 Normenausschuss)

Canadian　 Standards　 Association

Standards　 Association　 of　 Australia

Association　 Francaise　 de　 No了malisation　 　 　 .

Gosudarstvennyj　 Komitet　 Standartov,

Soveta　 Ministrov

制 定 国

(国 　際　)

日

米

英

西

"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

本

国

国

独

カ　 ナ　 ダ

オース トラリア

　フ　ラ　ン ス

ソ　 　 　連

利用度
順　位

5

1

2

6

7

0

1

4

　

　

　

　

　

1
　

1

　
1

9

6

　
　
3

　
　
4

1

　 8

13

15

12

出所:「 産 業 別情 報 ニー ズ調査 報 告 書(建 設 機械)」 当協 会、 昭和53年 度 。

注 　 :上 表 は 国 際規 格 及 び国 家規 格 のみ を掲 載 してい るが、 この他 に も、 各 種

　　　　　団体 規 格 、 官公 庁 規 格 が あ り、 それ ぞれ に重 要 度 は高 い。
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大 使 館 を活 用 した強 力 な情報 収 集 網 と コ ンピ ュー タシス テ ムを活 用 した総 合 的 な

情 報処 理 、提 供体 制 を確 立 した。 この シス テ ムは英 国 貿易 省 の も とに あ るBOTB

(British　 Overseas　 Trade　 Board)に お いて運 営 され て お り、　 BOTB傘

下 の輸 出 デー タ局 では 諸外 国 の 輸 入 関税 及 び各 種規 制 措 置 に関す る表2-5の よ

う な各 種 情報 を収 集 整備 し、輸 出業 者 の 必 要 に応 じて1項 目30ペ ン スで提 供 し

て い る との こ とで あ る。 ま た、 輸 出市 場 や競 合国 の 動 向 を分 析 す る上 で 不 可欠 な

貿 易 統計 類 の再 編加 工 サー ビス も行 っ てお り、 いず層れ も利用 度 は 極 め て高 い との

こ とで あ る。

表2-5 輸 出情 報 サ ー ビス('EIS)の 提 供 内容

関税 法 、 関税 率 、 間 接 税

危 険 指定 品 目、原 産地 証 明

為 替管 理 規 則

輸 出 入規 則

代理 店 規 則、会 社 設 立規 則、 製 造 ライセ ンス、海外 投 資規 則

独 占禁 止 法、 価 格 統 制、 安 全 規 則

注:詳 細については本 報告書 の資 料編である 「産業別海外情報 に

　　関す る基礎調査報告書 」を参 照。

■

(5)求 め られ る専 門的 な分 野 分 担 とネ ッ トワー ク によ る結 合

　 以上の ように、 海外市場基礎情報にっいては、極 めて広範囲 にわた る情 報収集

が 必要 とされ てい る ことが 明 らか で あ るが 、 では これ らに 関 す る情 報 提 供体 制 は

どの よ うに形成 され るべ きで あ ろ うか。

　 これ らの情 報は、 海 外 情 報 で あ る こ とか ら くる入 手 の困難 さ に加 え て また そ の

取 り扱 い に極 め て専 門的 な知 識 を必 要 とす る情 報 で もあ る。 関 税 法 、 貿 易為 替 管

理 法規 、 会 社 関 連法 規 、 独 禁法 等 の法 令情 報 は も ちろん の こ と、規 格 、 安 全 規 則
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等 につ い て も当該技 術 分野 に 関 す る充 分 な知 識 と経 験 が 必要 な専 門 的 情 報 で ある。

例 え ば規格 情 報 の場 合 、現 在 各 企業 は、 ① 自社直 接 、② 商社 経 由、 ③ 日本 規格 協

会 経 由等 のノレー トでそ の入手 を図 って い るが 、 そ れ ぞれ表2-6に 示 す よ うな メ

リッ ト・デ メ リ ッ トが あ り、 各 社 と も これ らを組 み合 わせ て用 い てい るの が実 情

で あ る。

表2-6規 格情 報 の各種 入 手 ルー トとそ の 長所 ・短 所

入 手 ル ー ト メ　　リ　　 ッ　 　 ト デ 　 メ　 リ　 ッ　 ト

現地での折衝者 がその規格 出 先 か ら出張 さ せ る か、 又

に 詳 し く、 ワ ー ク に 専 念 で は 日本 か ら出張 させ るので

メ　 ー　 カ　 直　 接

きるの で、 「正確 」「迅 速 」 「 コ ス ト 」 高 。

な情 報 が入 る。

商社の各国販売網 を駆使 し 専門的知識 を持 つ担 当者が

商　　社　　経　　由 て 入 手 可 能 で あ り、 メー カー 少 な く、 そ の 「正確 性 」に

の負 担 が少 ない。 問題 が ある。

国 際 規格 、 国 家規 格 、 利 用 団体規格、官公庁規 格の入

度 の高 い 団体規 格 、 ア メ リ 手 は困 難 。

日 本 規 格 協 会
力連邦規格、米軍用規格 は

入 手 で きる。

在 日外 国 規格 機 関 国家規格が主。

　 こ う した 事情 は 、 法 令情 報 な どの分 野 に おい て も同様 で あ る。 現 在 日本 輸 出入

銀行 な どの一 部金 融 機 関 が、 輸 出信用 の供 与 等 に付帯 す る サー ビス と して諸 外 国

にお け る貿 易 為替 関 連 法 規 や海 外 投 資 に 関 す る法 令等 の情 報 を整備 し、 提供 して

い る他、 ア ジア経 済 研究 所 も、 東 南 ア ジ ア諸 国 を 中心 と した経 済関 連 法 令 の整 備

を行 っ てk-b、 ま たJETROも そ の資 料 室 に はか なb充 実 した これ らの情 報 の

蓄 積 を行 っ てい る。

　 この よ うに、現 在 にお い て も何 らか の形 で海 外 市場 に関 す る専 門的 な情 報 サ ー
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ビス は行 わ れ て い るの で あ るが、 将 来 に おい ては 、第1に これ らの専 門的 な情報

サー ビスを一 層 充 実 した もの に して い く と共 に、 第2に は、 こ う した専 門情 報 の

「ナ シ ョナ ル セ ンター 」と もい うべ き各 機 関(規 格 情報 に おけ る 日本 規 格 協 会 や

海 外 法 令情 報 に関 す る ア ジア経済研 究 所 、 ジ ェ ト・等)の 提 供 す る情 報 に、 自 ら

の産 業 分野 に関 す る技術 的 情 報 を加 味 した形 で会 員企 業 に提 供 して い くとい う役

割 が、 各 産 業 団体 に求 め られ てい る よ うに思 われ る。 そ して この た め に は、 先 に

示 した 英 国貿 易 省 の例 の よ うに、 政 府 も相応 の政 策的 支援 を行 って い くこ とが重,

要 で あ ろ う。

　 特 に 第1の 点 に つ い ては、 政 府 が こ う した専 門的 海 外情 報 の 収 集 ・整 備 体 制 に

関 す る分野 分 担 に つ いて の ガ イ ドポ ス トを示 し、 各機 関 の意 義 づ け を 明確 に す る

と と もに、 情 報収 集 体 制 の整 備 に関 しては よ り積極 的 な支 援 を行 って い くこ とが

重要 で あろ う。

　 以 上 に加 え 、輸 出相 手 国 の市場 規模 、 需 要動 向 や輸 出競 合 国 の輸 出実 績 等 の分

野 に関 す る海外 基 礎 情報 は、 当 該産 業部 門毎 に＼ 各産 業 団 体、 輸 出組 合 等 が そ の

整 備 を 図 って い くべ きで あ ろ う。 これ らの情報 の一 次的 な情 報 源 は、 各 国 政府 や

国際 機 関等 が 発表 す る貿 易統 計 をは じめ とす る諸 統 計 で ある が、 これ らは 統計 類

の 中 で も最 も国際的 な整 備 が進 ん で い る分 野 で あ り、今 回 の海 外調 査 に よって も、

そ のほ とん どが磁 気 テー プな どの媒 体 で も入 手 可 能 とな って い る こと が明 らか に

な った。 従 っ て、 これ らの一 次情 報 を利 用 して、 産 業界 毎 に、 適 切 な分 類 視点 か

らこれ を再 編 加 工 し、二 次 情 報 と して サー ビス して い くこ とは か な り容 易 と な っ

てhるo

　 実 際 第2編 で述 べ る よ うに、 日本 機械 輸 出組合 で は、今 年 度OECD統 計 を利

用 した、 各 国 別、 機 種別 等 の 輸 出市 場把 握 デー タの作 成 システ ム を開 発 した が、

この よ うな シス テ ムは 今 後、 他 の業 種 にお いて も比較 的容 易 に開 発、 運用 す る こ

とが可 能 とな ろ う。
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2.4　 需 給 関 連 情報 の 分 野

(1)産 業活動にお ける共 通的基礎情報

　言 うまで もな く、 い ず れ の産 業 分 野 に お い て も、 需給 関連 情報 は、最 も基 礎 的

か つ共 通的 な情 報 で あ る。 そ して多 くの場 合 、 生 産.出 荷.在 庫.輸 出入.受 注

等 の 需給 統 計 を整備 す る こ とが、 産業 団体 の主 要 な任 務 のひ とつ とな って い る。

　 従 って、 産 業 団体 を中 心 とす る情報 処 理 シス テ ムを考 え る場合 、 需 給 情 報 の整

備 と提供 の た めの シス テ ムを 開発 す る こ とは必 要 不 可 欠 な条 件 と な る。 今 年度 の

パ イ ロ ッ ト .シ ス テ ム開 発 作業 にお い ては 、電 子 機 械 工業 会 を モ デル.ケ ース と

して民 生用 、 産 業用 の各 電 子機 器 と電 子 部 品 の需 給 情 報 の整 備 の ため の情 報 シス

テ ム開 発 を行 った が、 そ の成 果 は容 易 に、 他 の産 業 界 に も拡 張 す る こ とが可 能 で

あろ うo

　 需給 情 報 とい う場 合、 市 場 全 般 に 関 す る判 断 や個 別 の取 り引 き等 に関 す る引 き

合 い情 報 とい った定 性的 な情 報 も含 ま れ る が、産 業 団体 が主 と して扱 うの は 品 目

毎 に整 合 的 に整備 され た需 給 統 計情 報 で あ る。 そ して、 こ の需給 統 計 情 報 の場 合

には、 先 に述 べ た 消 費者情 報 や 海 外市 場 基 礎 情 報 の 場 合 とは異 な り次 の よ うな特

徴 を も って い るo

　 そ の第1は 、 情 報 の収 集 自体 もさ る こ とな が ら、 そ の 時系 列 的 接 続 や 分類 の再

編成、 他 統 計 と リンク した作表 、 とい った整 備 ・加工 に重点 が置 かれ、 ま た こ の

よ うに して整 備 され た需 給 統計 を基 礎 と した 需要 予測 、 分析 作業 が必 要 とな る と

い う点 で あ る。 海 外 市場 基 礎情 報 や 消 費者情 報 の場 合 には フ ァク ト ・フア イ ンデ

ィン グそ の もの に も意味 が あ る もの の、 需 給 統計 の場 合 には そ れ を加 工 ・分析 し

ては じめて情 報 と して の価 値 が 高 ま る と言 え よ う。

　 第2にsこ れ らの 需 給 統計 は そ の 相 当部 分 が産 業 団体 自 らの手 で収 集 され て い

る もの の、 貿 易統 計 や 生産 統 計 な どの い くつ かの 部 分 は官 庁 統計 を利 用 し、 これ

'

らを組 み合 わ せ る こ とに よ って体 系 的 な需 給 情 報 が 整 備 さ れ る とい うこ とで あ る。
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(2)　 需給情報整備における産業 団体の役割

●

　 こ うした ことか ら、今 回開 発 した電 子 機 械工 業 界の パ イ ・ ッ トシス テ ム も、 情 報

源 と しては ① 工 業 界 の独 自調 査 と しての 受 注統 計、 ② 大 蔵省 通 関統 計、 ③ 通 産 省

の生 産動 態 統 計 の3つ を利 用 しておb、 また 、 これ らの 間 で品 目概 念 の 統一 を図

る ため の分 類 コ ンバー ト表 等 を シス テ ムに 内蔵 して い る。 これ らの 内、 通 関 統 計

につ い ては磁 気 テー プで デー タを入 手 し、 直接計 算 機 に イン プ ッ トす る こ と と し

てい る が、 生 産動 態 統 計 につ い ては 未 だ磁 気 テー プで公 表 が な され て い な いた め、

これ を カー ドに パ ン チ して入 力す る とい う手 順 を通 らねば な らない。 ま た、 受 注

統 計 につ い て は従 来 手 計算 処理 して い た もの の、 今 回 のパ イ ロ ッ ト ・シス テ ム開

発 を契 機 と して計算 機 集計 に移行 す るた め、 集 計 した結 果 をそ の ま ま計 算 機 内 の

フ ァイル に記 録 して、 そ の 後の活 用 を図 る こ と と して いる。

　 この よ うな シス テ ムは他 業 界 に おけ る需 給 表 作 成 シ ステ ムに も容 易 に応 用 で き

る もの と考 え られ る。

しか しなが ら、 先 に述 べ た 品 目概念 の 調整 や 他 統計 との リンクに 関 して は業 界 固

有 の知 識 と経 験 が必 要 で あ り、 また、 自主 統計 の うちのい くつ か に つ い ては 会 員

外へ の公 表 が不 可 能 な もの もあ るた め、 こ うした需 給 情報 の整 備 に関 して は 産 業

団体 の果 たす べ き役 割 は極 めて大 きい と言 え よ う。
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第1章 　 プ ラ ン ト輸 出 産 業

1.1　 タト部 仕 様 設 計

(1)　 シス テ ム 開発 の 目的

　 輸 出産 業 は、極 めて集約化 され た情報 をベー スに活 動 している。 す なわ ち、輸 入 相

手 国 の ニー ズ、 販 売方 法、 相手 方 の信 用状 況 、 輸 出 ・輸 入手 続 、 代金 回 収 方法 な

ど未 知 の要 素 が 多 い た め に輸 出者 は様 々の情 報 を収 集す る必 要 が あ る。 プ ラン ト

輸 出の場 合 に は、 プ ロ ジ ェク トに よ り全 て条 件 が異 な る上 に、 規 模 の 大 型化 や 工

期 の 長期 化 の 傾 向 が ある ため、 プ ロジ ェク トの実 現性 を判断 し、 い か に初 期 の 段

階 に ア プ ロー チ して、 商 談 の 糸 口をつ か む か が受 注 の大 きな決 め手 とな る。

　 さ らに、 プ ロジ ェク トあた り¢規 模 が 大 き く、 かつ、工 期 も長 いため、客 先へ の

輸 出 信 与 の供 与 を 伴 う こ とか ら、見 積 リ ミス、 突 発事 故 の 防止 、 支 払 能 力 の 評

価 な ど、 経 済 ・政治 情 勢、 国 際収 支 、 サ イ ト情 報 とい った正 確 か つ迅 速 な情 報 に

基 づ く総 合 的 判 断 が プ ラン ト輸 出業 界 に は必 要 不 可決 とな って い る。

プ ラン ト産 業情 報拠 点 の育 成 は、 きわめ て情 報 集 約 的 な プ ラ ン ト産 業 の要 請 にの

っ と った もの で あ る こ とか ら、 業 界 の 情 報 ニー ズの 内容 を適 確 に把 握 して、 これ

に応 え うる情 報 の 作成 並 び に シス テ ムの 開 発 を強 力 に推 進す る必 要 が あ る。

当 面 の 目標 は、 一 昨年 実 施 した 「プ ラン ト産 業 情 報 ニー ズ調 査 」 に基 づ き、 プ ラ

ン ト輸 出、 プ ラ ン ト需 要 動 向、 国 際競 争 力 分析、 プ ラ ン ト輸 入 国情 報 につ い て、・

国 内外 の既 存 デ ー タ を収集 ・整 備 し、 さ らに当 組 合 が長年 に わ た って作 成 して き

た 業 界 の 自主 統 計 の充実 をは か り、各 種 ニー ズを充 足 すべ く新 た な指標 を開 発 し

て、 プ ラ ン ト関 連 デー タの作 成 、並 び に デー タ ・バ ンクの基 礎 固 め を行 うこ とに

あ る。 プ ラ ン ト基 礎情 報 の メ イ ンテ ナ ンス、新 た な指標 の 作 成 は 今後 と も継 続 し

て行 か ね ば な らない が 、将来 は 、基 礎 デー タ を応 用 した ク ロス 分析 や 、需 要 見 通

し、 輸 出競 争 力 の シ ミュ レー シ ョン分 析 な ど プ ラ ン ト輸 出戦 略 の立 案 に 関す る高

度 の 分析 に活 用 して行 くこと を考 え てい る。
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　 プラ ン ト業 界 に よ る プ ラ ン ト情 報 の作 成 に 関 す る シス テ ム開 発 は、 以下 の よ う

な メ リッ トを各 界 に もた らす こ とが予 想 され る。

① プ ラ ン ト業 界 の 輸 出戦 略 の 立案 に必 要 な基 礎 情 報 を提 供 す る こ とに よっ て、

　 高 度 な 分 析 を 行 う こ と を 可能 とす る と と もに、 従来 、業 界 が投入 した基 礎 デ

　 一 夕の作 成 に要 した 労働 力、 資本 を他 分 野 で 有効 活 用 で きる。

② 業 界 の 動 向、 プ ラ ン ト輸 出 の需要 及 び実 態 に 関す る基礎 デー タ を政 府 当局 に

　 提 供 す る こ とに よって 、 よ り高 度 な貿易 政 策 推進 をは か る こ とが で き る。

③ 業 界 団体 に とっ ては、 基 礎 デー タに も とつ いた 高度 な業界 の施 策 を実 施 す る

　 こ とが可 能 と なる ばか りか 、事 務 能 率 の 向上 、 省 力 化、 迅速 化 に役 立 て る こ と

　 が で きる。

④ 業 界全 体 で考 え て みれ ば 、 情報 の収 集作 成 を一 元 化 す る こ とに よ って、 情 報

　 に対 す る投 資効果 を高 め、 さ らに情 報 提 供体 制 を整 備 す る こ とに よって、 広 く

　 一 般 に 利 用 して も らう こ と も可 能 とな る。

　　 基 礎 デー タの作 成 を一 元 化 す る こ とで、 二 重 投 資 を防 ぎ、 重点 投 資 や未 知 の

　 分野 へ の投 資 を可 能 と し、 情 報 の 質 を高 め る こ とが で きる。

⑤ 　 情報 を数 量 化 す る こ とで、 他 国 との 情 報交 換 を可能 にす る こ とが で きる。

(2)　 システ ム 開 発 の範 囲

　　 日本機 械 輸 出組 合 で は、 今 年 度 は情 報 ニー ズ調 査 に も とづ き、 プラ ン ト産 業 に

'　 関 す る デ ー タ ベ ー ス 作bを 進 め て い るが、 今 後 は 、 これ らの デ ー タ ベ ー ス を

　 一層 拡 充 す る と と もに、機 械 産 業 基 礎 デー タを含 め、機 械 、 プ ラ ン ト総 合 デ ー タ

　 ベー ス を開 発 す る。 また 文字 情 報 に つい て も情 報 処 理 シス テ ム を開 発 し将 来 は 、

　 機 械 ・プ ラ ン トに 関す る総 合 イ ンフ ォ メー シ ョ ン ・セ ン ター を設 立 す る意 向 で あ

　 る。

　　 今 後 の計 画 の進 展 に あ た っ ては 、 図1-1の 日機 輪 の 機械 ・プ ラ ン ト情報 化構

　 想 で提 示 した よ うに、PHASE1か らPHASE4の4段 階 に分 け て、 当組 合

　 内 の情 報 収 集 、処 理 、 提 供体 制 を確 立 す る ～二と と したい。
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PHASE1　 (昭 和54年 度)

　 最 も利 用 度 の 高 い 統計 情 報 を会 員 に提 供 し、 当該 計 画 を確 実 に成 功 さ せ るた め

に 従 来 か ら実 施 して い る事業 で、 しか も一 定 の ユー ザ の需 要 を見 込 め る 事 業

の コ ン ピュー タ処 理 に重 点 を置 い て計 画 を進 め る こ と に した。 従 って 、第1段 階

では・ か か る情 報 が各 方 面 に 利用 さ れ 、か つ 分析 ・予 測に も利 用 され る よ うな、

多 目的 に利 用 し うる デー タベー ス を作 成 す る こ と と してい る。

　 そ こ で フ ェ ー ズ1の 実 施 に あた っ ては 、以 下 の点 が考 慮 され た。

① コン ピ ュー タ処理 に よっ て作 成 され る情報 が、 会 員 に十 分利 用 され る もの で

　 あ る こ と。 また 、 多 方面 に 利 用 され うる デー タベー ス とな る こ と。

② 従来 の情報 収 集 、 処 理 、 提供 プ ロセス を時 間 的 に、労 働 力 的 に十 分合 理化 が

　 は かれ る こ と。 コス トパー フォー マ ンス条 件 が 満 た され る こ と。.

③ 　情 報 収集 、 提 供 体 制 が確 立 して い るこ と。

　 フ ェー ズ1の 対 象 となっ た プ ラン ト関 連事 業 は 、 「OECDプ ラン ト輸 出統 計 」

と 「プ ラ ン ト成 約 実 績 」で あ る』 一 方 、 プ ラ ン ト関 連情報 と並行 して、 当組 合 内

では機 械 関 連情 報 につ い て も、 コ ン ピュー タ処 理 を 進 めて お り、 「世 界 機 械輸 入

統計 」の作 成 に と りか か っ てい る。

　 そ こで プ ラ ン ト分野 では 、 世 界 の プラ ン ト輸 出 に おけ るわ が国 の位 置 付 け と各

国 の プ ラ ン ト需要 及 び先 進 各 国 の当該 市 場 にお け る競合 状 況 を分 析 す るた めに 、

1969年 か ら作 成 さ れ てい るOECDプ ラ ン ト輸 出統計 を コ ン ピュー タ処理 す

る こ と と した 。 当該 統 計 の デー タソー スは 、OECD当 局 か ら磁 気 テー プが発 行

され てい る上 に、 この テー プの 使用 に よっ て これ をそ のま ま デ_タ ベ_ス とす る

こ とが で きる。 ま た、 出 力 フォー マ ッ トは、 従 来 の 統計 表 の フォー ム を参 考 に 作

成 で き るの で作 業 と しては 、 比較 的 容 易 で ある。

　 「プ ラ ン ト成 約実 績 表 」は、 各 組 合 員 か らの成 約 実績 報 告(毎 月)に もとづ き、

手作 業 で統計 資料 を作 成 してい る もの で 、 プ ラ ン ト関連 業 界 に 広 く利 用 され てい

る。

　 しか し、成 約 実 績 報 告 書 か らは 、機 種 別 、 市 場 別 、資 金別 輸 出実績 な ど数 多 く
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の情 報 が摘 出 で きるの に もかか わ らず、 労 働 力の面 か ら実 行 で きず にい た もの を

コン ピ ュー タ処 理 に よ リデ一 夕ベ ー ス化 を可能 に した もの で あ る。 今 回は 、 入 力

フォー マ ッ トも改 善 し、 収集 す る情 報 量 を一 層拡 大 す る こ とがで きた 。

PHASE2　 (昭 和55年 度)

　 フ ェ ー ズ2で は 、 次 の3つ の 目 標 が あ る 。

① 従 来 、 労 働 力 の面 か ら加 工 度 の低 か った情 報 を コ ン ピュー タ化 す る こ とに よ

　 って発 展 させ、新 しい デ ー タベー ス の作 成 、拡 充 をは か る。

② フ ェー ズ2で 作成 した デー タベー ス を も とに して 、 プ ラ ン ト輸 出に 関す る

　 各 種 分析 ・予 測作 業 を行 う。 す な わ ち、利 用 方法 を開 発 す る。

③ 従 来 か らの課題 で あ った 国 内外 の文 字情 報 を整備 し、 各 ニー ズに合 った処 理 、

　 提 供 体 制 を確立 す る た め に、 文 字情 報 処理 シス テ ムの 開発 を行 う。

　 フェ ー ズ2で は 、機 械 関 連 情 報 の コ ン ピュー タ処理 に着 手 し、 情 報 ニー ズ調

査 、 デー タ ソー スや指 標 の 開発 、 デー タベー スの作 成 を行 うこ と とす る。

PHASE　 3　 (昭 和56年 度)

　 フ ェー ズ3で は、機 械 関係情 報 とプ ラ ン ト関 連情 報 との 統 合 をは か り、前 年度

に実 施 したそ れ ぞれ のデ ー タベー ス を もとに、総 合 デー タベー ス を作 成 し、 この

デー タ ベー ス を も とに した機 械 、 プ ラ ン ト基 礎 デー タを定 期 的 に組 合 員 に配 布す

る体 制 を確立 す る。

　 また、 文 字情 報 に関 して も;前 年 度 の機 械 分野 におけ る情 報 ニー ズ調 査 、 デー

タ ソー スや指 標 の 開発 を も とに して 、機 械 、 プラ ン トの 総合 文 字情 報 シス テ ムを

開発 す る。

　 か か る機 械 、 プラ ン ト総 合 デー タベー ス及 び文 字情 報 シス テ ムを基 礎 に各 関連

業 界 団体 と情 報交 換 シス テ ムを協 議 し、 国 内関 連業 界 を網 羅 した一 大 情報 システ

ム網 作 りに着 手 す る。

φ
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PHASE4　 (昭 和57年 度)

　 機 械 、 プ ラ ン トの デー タベー ス と文 字 情報 処 理 シス テ ムを統 合 した機 械 ・プ ラ

ン ト総 合 イ ン フ ォメー シ ョンセ ンター を設 立 して、組 織 の強 化 を は か り組 合 員 、

関 連 団体 、外 部 利 用者 へ の各 種 貿 易基 礎 デー タの提供 体 制 を一 層 強 化 す る。 一方

総 合 イ ンフ ォメー シ ョ ンセ ンター の デー タの 有効 活 用 に務 め 、機 種 別 生 産 、 輸 出

の現 状分 析 、 輸 出予 測 、 市場 分 析 な どを実 施 し、随時 、情報 を提 供 し うる体 制 を

つ くる。

　 総 合 イ ン フ ォメー ショ ンセ ンター の設 立 とと もに、 海外 の 関 連 団体 及 び情報 セ

ン ター との接 触 を強 化 し、将 来 、 海外 の ネ ッ トワー ク と接続 しう る よ うに、 基礎

体 制 作 りに着 手 す る。

輪
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デ ー タ ソ ー ス 情報 処 理 進 展 段階 作 成 情 報

PHASE　 1.(昭 和54年 度)
一

　資　料　収　集

　 (各 種統計)

一 A.プ ラ ン ト

　 1.デ ー タベ ー ス作成

　 2.各 種 統 計表 の作成

B.機 　 　械

　 1.デ ー タベ ー ス作 成

　 2.各 種統 計 表 の作 成

　.

ミ

一

1

企　業　輸　出

実　績　報　告

PHASE　 2,(昭 和55年 度)

OECDプ ラント統計

世界機械輸出統計(OECD)

部会別機械輸出統計(通 関)

プラント輸出成約実績表

国別プラント需要動向表

国　 内　 ・　 外

デ ィス トリビュ

ー タ利 用

/

～

A.プ ラ ン ト

　 1.各 種 分析 、 予 測作業

　 2.デ ー タベ ー ス作 成(残 り分)

　　 プラント輸出実態報告

∠ プ,。,輸 出見通し

疋 プ・・船 難 敗退蹴
一 一 文献 情報 リス ト発行

　 一 部 会 別機械 輸 出動 向

　 一 機 械 輸 出見 通 し

　 一 デ ー タベ ース作 成

海 外 駐 在 員

報　　　　　告

13.文 字情 報処 理 シス テ ム開 発l

B.機 　 　械

　 1.デ ー タベ ース作 成(OECD、

　 　日本 通 関、 各 国 国民 所得)

　 2.各 種 分析 、 予 測作 業

　 3.情 報 ニー ズ調 査

　 　　情 報 ソース、 指標 開 発

委　託　調　査

現　地　調　査

PHASE　 3.(昭 和56年 度)

団　　体　　間

質　料　交　換

1.機 械 、 プ ラン ト総 合 デ ー タベ ー

ス作 業 、 各 種分析 予測

2.機 械、 プ ラ ン ト文 字 情報 シス テ

　ム開 発

3,各 産業 団 体 との情 報交 換 シス テ

ムの確 立

　 　 機械 ・プラ ン ト基 礎 デ ー タ提 供

＼ 部会別輸出跳 予測分析

一 文字情報の発行

　　 文献情報 リス ト発行

　　 各種貿易基礎データ提供

　　 オンラインサービス

海　外　情　報

交　　　　　換

PHASE　 4,(昭 和57年 度)

1.機 械 ・プ ラ ン ト輸 出総 合 イ ン フ

　 ォ メ ー シ.ン セ ン タ ー の 設 立

2.海 外 ネ ッ トワ ー ク との 接 続

iミ 輸出現然 見通・情報

_● 基 礎 デー タ海 外 提供

図1-1　 日機 輪 の機 械 ・プ ラ ン ト情 報 化 構 想
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(5)　 出　力　設　計

　 プ ラ ン ト関 連情 報 の コ ン ピュー タ処理 の 対象 範 囲 と しては、 ① 海外 プ ラ ン ト需

要 動 向 、② 先 進 各 国 プ ラン ト受 注動 向 、 ③ わ が 国 プ ラン ト輸 出動 向、④ わ が 国 プ

ラン ト輸 出競 争 力 分析 の4分 野 が あ る。

　 今 回 、 実 際 に コ ン ピュー タ処 理 に着手 した のは 、② 先 進各 国 プ ラン ト受 注 動 向

と③ わが 国 プ ラ ン ト輸 出 動 向 の分 野 で ある。

　 先 進 各 国 の プ ラ ン ト受 注動 向 と して対 象 とな った の は、 「OECDプ ラ ン ト輸

出統計」で あり、 わが 国 プラン ト輸 出動 向 の対 象 と な ったの が 「プ ラ ン ト輸 出成 約

実 績 表 」で あ る。 以 下 、 出力設 計 の概 要 を説 明 す る。

(a)　 OECDプ ラ ン ト輸 出 統計

　　 OECD24カ 国 の 輸 出 統計 か らプ ラ ン ト類 を選 別、 細 分 類 して作 成 し、

　 OECDの プラ ン ト輸 出総 額 、 先 進各 国 の輸 出総 額 、輸 入 国 別機 種 別 輸 入 金額

　 な ど を集計 して い る。

　①OECD輸 出通 関額 の主 要輸 出国 別 ・商 品部 門別推 移(1972-1977)

　　 (資 料1一 表1)

　　 　 OECD全 体 及 び 日 ・米 ・西 独 等 の 主要 輸 出国 の輸 出構 造 の変 化 を見 るた

　　 めシ(、重 ・軽 工 業品、 さ らに金 属 、化学 、機 械 に 分類 し、 そ の時 系 列 的 輸 出金

　　 額 の推 移 を と りま とめた 。

　　 　特 に そ の 中 で、 プラ ン トの輸 出 の位 置 付 け を求 めて い る。

　② 　 OECD輸 出通 関 額 の主 要 輸 出国別 、商 品 部 門別 内訳(1977)(資 料1

　　 一表2)

　　 　 前述 の商 品部 門 別 に 先 進12カ 国 の シェアを比 較 した もので表1-1の とk－

　　 り各国 シ ェア の比 較 に よ'って、輸 出構 造 の特 徴 を明 らか にす る こ とが で き る。

　③OECD－ 般 プ ラン ト輸 出額 の主 要 輸 出国 別推 移(1972-77)(資 料1

　　 一表3)

　　 　 OECD輸 出総 額 の う ち、一 般 プ ラ ン トを選 別 して先 進12カ 国 の一 般 プ
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　 ラ ン ト輸 出額 の推移 を求 め た もの で、各 国 の プ ラ ン ト輸 出動 向 を分析 す る こ

　 と が で き る 。

　　一般 プラン ト輸出額:機 械機器類か ら軽機械、乗 用車、船舶を除いた機械

　　　　　　　　　　　 輸出額 で、鉄道車輌、航空機、そ の他一般 プラン ト

　　　　　　　　　　　　(産 業用機械…原動機、金属加工機、重電機 など)

　　　　　　　　　　　　の輸 串額 を合計 した もの。

④OECD－ 般 プラン ト輸 出額 の主要輸出国別 ・地域別内訳(1977)

　　 (資 料1一 表4)

　 　 表1-2の とk・り先 進12売 国 の一 般 プ ラ ン ト輸 出額 の地 域 別 内訳 を表示

　 した もの で、 各 国 の一 般 プラ ン トの主 要 市場 及 び各 市 場 の 占有 率 の 変化 を分

　 析 で きる。

⑤ 　 OECD－ 般 プ ラ ン ト輸 出額 の機 種 別推 移(1972-1977)(資 料1一

　 　 表5)

　 　 一 般 プ ラ ン ト輸 出額 の うち、 鉄道 車 両 、 航 空機 、 そ の他一 般 プ ラ ン ト輸 出

　 額 の時 系 列的 推 移 を求 め た もの で、 プ ラ ン ト輸 出の機 種 別 内 容 、推 移 を知 る

　 こ とが で きる。

⑥OECD－ 般 プ ラ ン ト輸 出額 の主 要 輸 出国 別 ・機 種 別 内 訳(1977)

　 　 (資 料1一 表6)

　 　 一 般 プ ラン ト輸 出 を機 種 別 に分 類 す る こと に よって 、主 要12カ 国 の一 般

　 プ ラ ン ト輸 出の機 種 別 内 訳 を提 示 して い る。 本 表 か ら主要 先 進 国 の プ ラ ン ト

　 輸 出の 内容 、 主 力機 種 な どを知 る こ とがで き る。'

⑦ わ が国一 般 プラ ン ト輸 出 の機 種 別 推移(1972-1977)(資 料1」 表7)

　 　 わ が国 一般 プ ラ ン ト輸 出 の機 種 別 構 成 の変 化 を時 系 列 的 に求 めた もの で、

　 プ ラ ン ト輸 出構造 の変 化 、 主 力機 種 を知 る こ とが で きる。

⑧ 　 OECD－ 般 プ ラ ン ト輸 出仕 向 国 別 編(資 料1一 表8)

　 　 輸 出側 か ら輸 入 側 に視 点 を移 し、 輸 入 国97カ 国 を対 象 に して、 輸 入各 国

　 の 先 進12カ 国 別市 場 シ ェア を一 般 プ ラ ン トの 機種 別 に求 め た。
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　 　　 さ らに 当該 国 に お け る先 進12カ 国の シェア を時 系 列 的 に求 め て い る6

　 　 (表1-3、 資料1一 表9)

(b)　 プ ラン ト成 約 実績 表

　 　 当組 合 が プ ラ ン ト関係 企 業 か ら集 め た プ ラ ン ト輸 出月 間実 績 報 告 書(資 料1

　 一表31)に 基 づ い て作 成 す る統計 で あ る。

　 　本 表 は成 約 も し くは、 成 約 の確 定 して い る案件 で、 輸 出金 額50万 ドル以 上 、

　 自動 車 、 鉄 道 車 両 とい った 輸送 機 械 を除 い た プ ラ ン ト案件 を集 計 し作成 した も

　 ので ある。 標 準決 済 、 標 準外 決 済 の 両方 を対 象 と した 唯一 の統 計 で、 わ が国 の

　 プ ラ ン ト輸 出の動 向 をほ ぼ 掌握 で きる。

　 　 月間 実 績 報告 書 か らは 、契 約 内容 が詳 細 に把 握 で き、 多 くの情 報 を内蔵 して

　 い る。

　① 月 別建 値 別 プ ラン ト輸 出実 績(ド ル表 示)(資 料1一 表10)

　 　　 わ が 国 の月 間 プ ラ ン ト輸 出 実績 を ドル表示 で求 め た もの で 、 さ らに契 約 の

　 　建値 の変 化 が わ か る よ うに な って い る、 月 ごとの輸 出額 の変 化 が求 め られ 、

　 　す べ て の統 計 の基 礎 とな る。

　② 月別 建 値別 プ ラ ン ト輸 出実 績(円 表 示)(資 料1一 表11)

　 　　上 述 の統計 を 円表 示 した もの で あ る。

　③ 市 場 別 プ ラン ト輸 出 実績(四 半 期 、年 度 、暦 年)(資 料1一 表12)

　 　　わ が国 の プ ラ ン ト輸 出実 績 を輸 出 地域 別 に集 計 した もの で あ る。

　④ 機 種 別 プ ラ ン ト輸 出実 績(四 半 期、 年度 、暦 年)(資 料1一 表13)

　 　　わ が 国 の プラ ン ト輸 出実 績 を機 種 別 に集 計 した もの で、 プ ラ ン トの機 種 別

　 　構 造変 化 を求 め る こ とがで き る。

　⑤ 機種 別 市場 別 プ ラ ン ト輸 出実 績(四 半期 、年 度 、暦 年)(資 料1一 表14)

　 　　わ が国 の輸 出市 場 に おけ る プ ラ ン ト輸 出実績 を機 種 別 に 求 め た もので 、各

　 　市 場 にお け る機 種 別 プ ラン ト需 要 の 特殊 性 を分 析 す る こ とが で きる。

⑥ 機 種 別 国別 プ ラ ン ト輸 出実 績(月 、年 度 、暦 年)(表1-4、 資料1一

　 　　表15)

一45一



　 　 わ が国 の プ ラ ン ト輸 出実 績 を国別 、 機種 別 に 求 めた もの で、 輸 入 国 に お け

　 る プ ラ ン ト需 要 の 内容 を分析 す る こ とが で きる。

⑦ 　 資金 別 プ ラ ン ト輸 出実 績(半 期、 年度 、 暦 年)　 　 　 (資 料1一 表16)

　 　 わ が国 の ブ ラ ン ド輸 出が、 輸 入者 に対 す る円 借 款供 与 か、 世 銀 借款 か、 バ

　 ン ク ロー ンか、 延 払 い か又 は、 現金 決 済 か、 そ の 所用 資金 に よって 分類 集 計

　 した。

⑧ 　 資 金 別、 国別 プ ラ ン ト輸 出実績(半 期、 年 度 、 暦年)(資 料1一 表17)

　 　 特 定 国 に対 す る わ が国 の プ ラン ト輸 出 を所 用 資金 別 に 分類 、 集計 した 。

⑨ 　機 種 別 資金別 プ ラ ン ト輸 出実 績(月 、 年 度、 暦年)　 (資 料1一 表18)

　 　 わが 国 の プ ラン ト輸 出にお い て、 機 種別 の所 用 資金 を 分類 、 集 計 した。

⑩　 金 額 規 模 別 プ ラ ン ト輸 出実 績(年 度 、 暦年)　 　 　　 (資 料1一 表19)

　 　 わ が国 の プ ラ ン ト輸 出 を金 額 規 模別 に 分類 し、 プ ラン ト輸 出の1件 当 りの

　 金額 規 模 の推 移 を求 め て い る。

⑪　輸 出企業別市場 別 プラン ト輸出実績(半 期、年度)　 (資 料1一 表20)

　　 輸 出企業別 に、海外市場 におけ る輸 出実績 を求 めてい る。わが国輸 出企業

　 の特定市場における、市場 占有度 を分析す ることが可能である。

⑫　輸 出企業別機種別 プラン ト輸 出実績(年 度)　 　　　 (資 料1一 表21)

　　 輸出企業 の機種別 プラン ト輸 出実績を求 めた もので、わが国企業の機種別

　 占有率が明 らか となる。

⑬ 　製 造 業 者、'経 由商 社 、 エ ン ジニ ア リング企業 別 プ ラン ト輸 出実 績(年 度)

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 (資 料1一 表22)

　 　 プ ラ ン ト輸 出企業 の形 態 を製 造 業 者、 商 社 、 エ ン ジニ ア リング企 業 に 分類

　 して、 各形 態 別 の プ ラン ト輸 出実 績 を求 め て お り、 わ が 国の プ ラ ン ト輸 出が

　 いか な る形 態 で行 われ て い るか を明 らか に す る。

　 エ ン ジニ ア リン グ企 業:プ ・ ジ ェク トの調 査 、 設計、 調 達、 施 工、 運 転 指 導

　 を行 う コン トラク ター で 通常、 自社 内に は・ 製 造 部 門 を持 た な い。

⑭ 建値 別 、 国 別 プ ラン ト輸 出実 績(半 期、 年 度)　 (資 料1一 表23)

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 -46一
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　　 為 替 相場 の変 動 に 伴 って、 最 近 の契 約 で は、 様 々の建 値 が使 わ れ てい る。

　 本 表 は 、特 定 国 にお け る建 値 の 動 向 を分析 す る もの で ある。

⑮　 調達 先別 国別 プ ラン ト輸 出実績(半 期 、 年度)　 　 　 (資 料1一 表24)

　　 最近 の プ ラ ン ト輸 出では 機 械 、労 働 力、 技 術 の 多 角 化 調 達 が 行 わ れ て い

　 る が本 表 で は、 現 地、 第3国 に 分 け、 機 器、 役務 調 達の実 態 を分析 す る。

⑯ 　延 べ払 い条 件 内容 別 国別 プ ラ ン ト輸 出実 績(半 期、 年度)

　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 (資 料1一 表25)

　　 発 展 途 上 国へ の プ ラ ン ト輸 出に おい て は、 輸 出 者 は通 常、 輸 入 者 に対 して

　 延 べ払 い 信用 を供 与 す ることが一 般 的 であ り、通常、 国際 収 支 の 悪化 、 国 内経

　 済 の不 振 に よ って、 延 べ払条 件 が厳 し くな る。 か か る輸 入 国 の 支 払状 態 を把

　 撮 す るた めに本 表 は 作成 され て い る。

⑰ 　 国 別 第3国 調 達 別 プ ラン ト輸 出実績(半 期、 年 度)　 (資 料1一 表26)

　　 わが国 の第3国 調達 の実 態 を国別 に求 め る。

⑱ 　 国 別 調達 内容 別 プ ラ ン ト輸 出実 績(半 期、 年 度)　 　 (資 料1一 表27)

　　 わが 国 の第3国 調達 の 内容 を 国別 に求 め る。

⑲ 　 国 際 コ ン ソー シ ャ ム、 パー トナ ー別 市 場 別形 成 実 態　 (資 料1一 表28)

　　 国 際 コ ン ソー シ ャ ム実 態 に は わが 国 の プ ラン ト輸 出の実 態 を パー トナー 別、

　 市場 別 に求 め る。

　 国 際 コ ン ソー シ ャ ム:特 に大 規模 プ ラン トの輸 出 を実現 す るた め に、 現 地 及

　 び第3国 企 業 と協 力 して、 プ ラ ン ト建 設 の た め の組織 を形 成 す る こ と。

⑳ 国 際 コン ソー シ ャム ・パー トナー別 調 達 内容 別 形成 実 態

　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　(資 料1一 表29)

　　 国際 コン ソー シ ャム ・パー トナー の調 達 内容 を分析 す る。
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表1-1 OECD輸 出 通関額 の主 要輸 出 国別 ・商 品 部 門別 内 訳(1977)　 (1)

単 位;LOO万 ドル

(　 )は 構 成 比
,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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通　 関　 輸　 出　 額 一　 　 720'190 80'470 11?,963 41,293 117,932 63,363 57,436

《100・0) 《11.2) (¶6.4》 《　 5・7》 (16.り (　 8・8》 (　 8.0,
ω 工 業 製 品 輸 出額 5～8

.551'、30.6一 77'696 80'516 23,084 104'345 49,709 46,795

《100・0》 《14." (14.6) 《　 4.2) (18●9》 (　 9●0) 《　 8・5》

⑧ 軽 工 業 製 品輸 出額 ω 一◎
¶'16'239 9'568 10'851 4,132 17'517 10,410 12'264』

臼00・0》
c恒 化学工業製品輸出額1

(　 8・2) (　 9.3) (　 3.6)　 . (15・1》 《　 9●0) 《10・6》

435'067 68'↑28 69,665 180952 86'828 39,299 34'531
.

(100●0) (15.7) (16・0) (　 4・4) 《20.0) (　 9・0》 《　 7・9》
一 金　 属 67.68.69

75'111 14'085
.

5,149 3,622 13'107 7,446 5,006

(「OO.0》 (1808) (　 6●9》 (　 4.8) (17.5) (　 9.9》 (　 6.7》

一 化 学 品 5

68'648 4'299 10'827 1,696 14'216 7'162 6'753

臼00・0》 《　 6.3》 (15.8》
.《'　 2・5) (20.7》 (10・ り 《　 9.8)

→機 械 7,861,864

891-1 291'308 49,744 53,689 13,634 59'505 2も,691 22'772

(100・0) 《　17.9 《　 18.4) (　 4.7) (20.4) (　 8・5) `　 7・8,
一鞭機械 類

78'146 16'633 14,693

へ

2,927 15'252 5,014 5'834

セ100.ω 《21・3》 (18●8) 《　 3.7) (19.5》 《　 6.り 《　 7・5,

一 重 機械類
213'162 33'111 38,996 10,707 44,253 190677 16'938

《¶00.0) 《15●5》 (　†8.3) (　 5.0)

　 ・

《20.8》 《　 9・2) 《　 7●9》

乗　用　車 732-1,6,
・

8.9 60"967 1¶'285 9'280 6,652 13'343
　 　 守

6,752 3,445

(100.田 《18.5) 《　15.2》 (10.9》 (21・9} (11・1, (　 5.7》

1プ ラン ト剰
↑52'195
　 .

21'826 29,716 4'055
、

30'910 ¶2,925 13'493

(100.0) (14.3) (19・5) 《　 2.7) (20・3》 (　 8.5》 《　 8.9,

一般　　　 舶
735

17,831 8'129 314 133

　.

1'654 ¶,095 616

nOO・0》 《45,6) 《　 1.8》 《　 0.7) (　 9.3, 《　 6・1》 (　 3.5》

一一 般 プ ラ ン ト

†34'364 13'697 29,402 3,922 29'256 11,830 12'877

臼00・0》 (10.2) (21.9} 《　 2.9》 《21.8) 《　 8・8》 (　 9●6)

重 化 学 工 業 化 率 ㈲=C/通 関輸 出額.×100
6q・41 84●66 ・　 59.06 45.90 73.63 62●02 60.12

機 械 輸 出 比 率(殉.=機械/通 関輸出額 ×ユ00 40.45 61.82 45.51 33・02 50・46 38.97 59●65

プラント輸出比率(⑬←格'ランレ通 関輸出郷100
　　　　　　 ¶8.66` 17.02 24.9Z 9・50 　 　 24.81

A

18.67
　 　 　 　 　 一 ,22.42_

49～50





■

■

表1-2 OECD-一 ・般 プ ラ ン ト輸 出 額 の 主 要 輸 出 国 別 ・地 域 別 内 訳(1977)　 (1)
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3'800 504 ¶,945 102 258 199 199

《　 2・8, 《　 3.7) 《　 6.6》 (　 2.6) 《　 0・9》 《　 1.7》 (　 1.5)

南　　　　　　　　　　米
7'800 816 3'065 143 1'403 388 483

《　 5.8》 (　 6.0》 《　 10.4) (　 3.6) (　 4.8》 (　 3.3》 (　 3.8)

中　　　　　近　　　　　東
¶5'411 1'878 4'033 149 3'085 1,210 2'048

《11.5) (13.7》 《13.7) (　 3.8) 《10.5》 (10.2) (　 15.9》

東　　南　　ア　　 ジ　　ア 6'390 1'840 ¶,583 99 822 471 682

《　 4・8》 《13.4》 《　 5.4》 (　 2.5.》 (　 2.8》 (　 4.0》 (　 5・5)

東　　　ア　　　ジ　　　ア ・　 　 4'
.175 2'118 1,105 7 336 135 212

《　 3.¶ 》 《15・5》 《　 3.8) 《　 0.2) c　 1.¶ 》 《　 1.1》 (　 1.6》

太　　　　　洋　　　　　州 　 　 　 　 .

2'775 422 1,039 60 258 74' 436

《　 2.1} (　 3..1》 《　 3.5) (　 1.5) 《　 0・9》 《　 0.6》 (　 3.4)

共　　　　　産　　　　　圏
　 　 　 '

9'り81 1'079 455 36 2'669 1,006 474

《　 6.8) 《　 7.9》 《　 1.5》 (　 0.9》 《　 9・1》 (　 8.5) (　 3.7》

そ　　　　　の　　　　　他
1,987 0 1,268 0 0 1 0

. 《　 1.5》 《　 0.引 《　 4●3)
　 　 　 　 　 　 　 　 工

《　 0.0) 《　 0.0》 《　 0.0》 《　 0.0)
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表1-3　 0ECD－ 般 プ ラン ト輸 出額 仕 向 国別 編(機 種 別 ・輸 出国別)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1.　 JAPAN　 　 (1)　 (機 種 別 ・輸 出国別)

単 位;1,000ド ル

　 　 　 　 　 輸 出 国
プ ラン ト

SITC 0εCD 」ApAN
l　 U

・S.A CANADA FR・6ER門
－

FRANCε U.klNG

鉄　　 道　　　車　　 両 731 3,564 0 845 0 39 267 474

航　　　　空　　　　機 、

飛 行 機,ヘ リ コ プ タ ー 734-1 ¶28,614 0 1190450 0 42 539 0

気 球,航 空 機 部 分 品 734-9 106,806 0 101,341 378 65 352 4,102

原　　　　動　　　　機 711 228,077 0 163,0り2 965 28,769 598 36,010

農　　業　　用　　機　　械 712 85,207 0 18,640 ¶,3η 11,925
　 　 r

2,202 36,619

金　属　加　工　機　械

工 作 機 械,プ 　レ　ス 715-1 74,173 0 22,076 ¶45 35,479 20322 1,166

鋳 造 機,　 圧 延 機 715-2 8,734 0 6,205 ～ 328 631 299

繊　　維　　機　　械 717-1 60'051 0 8,316 311 24,417 1,097 6,200

特　殊　産　業　機　械

パ ル プ ・ 製 紙 機 械 718-1 36,¶01 0 ¶4,137 416 11,15¶ 86 520

印 刷　 ・ 製　本 機 械 718-2 68,551 o 13,281 ¶0 41,179 661 2,135

食 料 品 加 工 機 械 718-3 21,392 0 8,438 125 5,626　 . 390 10242

建 設　・　鉱 山 機 械 718-4 40,607 0 32,167 347 1,416 1,472 2,244 .

選 別 機,　 分 離 機 718-5 12,698 0 2,550 o 1,044 308 1,001
.

そ の 他 産 業 機 械

加 熱 ・冷 却 用 機 械 719-1 71,¶80 0 46,664 218 7,901
　 　 .

1,046 1,906

ポ ン プ・遠 心 分 離 機 719-2 95,¶70 0 56,237 12U 12,156 1,760 6,299

荷　　役　　機　　械 719-3 77,684 0 20,632 618 19,779 2'¶73 4,635

木 材 ・プラスチック加工 機械 719-5 5`,039 0 25,350 222 15,430
』　 　　　　 1

,325 1,249

ロ ー ル 機 ・包 装 機 械 719-6 71,108 0 27,566 ?49 　 　 　 ¶4,698
■

1,027 ¶,67¶

そ　　の　 他　　機　　械 719-8 ・　 ¶26,978 0 64,958 1,706 36,947 740 7,062

機　械　類　部　分　 品 719-9 59,563 0 29,659 353 11'805 3'168 `,564

重　　 電　　 機　　器

発 電 機,　 変 圧 器 722-1 40,916 0 17,¶09 581 4,225 1,478 9,143

開 閉 用 機 器,配 電 盤 722-2 72,059 0 42,7¶9 595 ¶2,026 4'525 2,505

送　　配　　電　　設　　備 723 7,983 0 4,109 50 1,626 741 958

通　　信　　 機　　器 724-9 †03'598 0 690882 2'805 3,237 30116 140927

鉄　　　　構　　　　物 691-1 5,514 0 2,613 122 609 ¶50 778

プ　　ラ　　ン　　ト　 計 .1'660'367 0 897,956 12'209 30¶,919 32パ74 †47,709
■

国 』別　　構　　成　　比(殉 《100●0》 《　 q・0》 . 《　 54.1,　 、
、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

(　 .o・7).　 　 　 シ
《　 †8・2, (　 　り■9, 《　 8.9,　 　 　 '
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(月 別 、 暦年 別、 年 度 別)機 種 別 国 別 プ ラ ン ト輸 出 実 績表1-4

東 ア　ジ ァ 東　南　ア　 ジ　 ア 中　　　 近　　　 東 欧　　　　　　　州 北　　　　米
計韓国 台湾 香港 ベ トナム タ イ

シンガ

ポー ル

フ ィ リ

ピ　 ン
・　・　.　●　●　● イラン　 イラク サ ウジ クウェイト .　●　●　●　■　● 英国 フランス 西独 スイス イタリア ■　・　●　.　●　恒

グリーン

ラ ン ド
カナダ

サンヒ己～ル

・ミク ロン 米国
重 電 プ ラ　 ン　 ト

通 信 プ ラ　ン　 ト

繊 維 プ ラ　ン　 ト

化 学 プ ラ　ン　 ト

・石 油 ・ガズ精 製

・石 　 油 　化 　学

・無 機 　 化　学

・肥　 　 　 　 　料

・海 水 ・淡 水 化

・セ　　メ　　ン　　ト

一 般 プ ラ　ン　ト

　 製鉄
　 各　種　製　造
　 単 体　機　械、

P「 一 一 一 一 　 -, ・ ・ 一 一 一 一・} ' 一 一一 一

合　　　　　計

構　　成　　比

中　　　　　　米 南　　　　　　　　米 ア　　　フ　　　リ　　　カ 大　　　　洋　　　　州 共　　　　産　　　　圏
計メキシコ 「ガテマ ラ 挨

ラ　ス
,ゲ1_. ぺ～ト 1 チ リ ブラジル

アルセン

チ　ン
.　右　■　●　●　.

ア嵯
リア

チュニ

ジ ア
リビア エジク.卜 .　・　・　.　■　■

オース ト

ラリア

べ7ア ・
ニ 　　ー

后
ニュ ヨ

ジーランド
ブイジー .　,　・　.　・　● 北朝副 中国 ソ連 東独 ,　◆　.　.　●　●

重 電 　 プ ラ　ン　ト

通 信　 プ ラ　ン　ト

繊 維 　プ ラ ン　ト

化 学 　プ ラ　ン　ト

'石 油 ・ガス精 製

・石 　油 　 化 　学

・無 　機 　 化　 学

・肥 料

・海 水 ・淡 水 化

・セ　　メ　　ン　　ト

ー　
ー

一　般　　プ ラ ン ト

　 ・製 鉄
　 ・各　種　製　造
　 ・単　体　機　械

. 一
-

'-
A

合　　　　　計

構　　成　　比
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　 (4)入 力 設 計

　 (2)の シス テ ム開 発範 囲 の項(PHASE1)で 述 べ て あるOECDプ ラン ト統 計 、

プ ラ ン ト輸 出成 約実 績 報告 票 の項 目を以 下 に述 べ る。

(a)　 OECDプ ラ ン ト統 計

　 　 OECDか ら購 入 した 貿 易統 計 磁 気 テ ー プ(輸 出の み)の 内 容 を入 力 デー

　 タ と した 。(資 料1一 表30)

(b)　 プ ラン ト輸 出成 約 実績 報 告票

　 　 輸 出組 合 の関 連 団体 に この 報告 票 を配布 しア ンケー トを行 う。 各項 目は以 下

　 の通 りで あ る。(表1-5)　 /

　 ① 　一 般 情 報

　 　 i.輸 出者

　 　 ii.報 告 年 月、 成 約年 月

　 　 iii。仕 向 国、 プ ラ ン ト名、 機 種

　 　 M経 由商社 、 製造 業 者、 エ ン ジ ニア リン グ企 業

　 ② 　契 約 内容

　 　 1.契 約 額

　 　 ii.契 約 形 態1(FOB、 　CIF、 　FOB十Super　 vise、 　 turn　 key、

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 product　 in　 hand、 　others　 )

　 　 iii。契 約 形 態2(1umpsum、cost十fee、escalation　 close、others)

　 　 iv。 取 引形 態 　 (標 準 決 済 、準 延 払 い、 後 払 、 延 払、 円借 款 、 世銀 、 バ ン ク

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ロー ン、特 殊 決 済 、そ の 他)

　 　 V.コ ン ソー シャ ム　 1.有 無

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 2.形 成 形 態(joint&several、 別 会社 設立 方 式 、

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 parallel方 式、そ の他)

　 ③ 　業 務 内 容

　 　 i'機 器 ・ 工事 費 ・ エ ン ジニア リ ング・ そ の 他 の微

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一57一



④ 機 械 、役 務 調 達 内容

　 1・ 調 達 員、 日本分 、 現 地調 達 分、 第3国 調達 分 、 国際 コ ン ソー シャ ム分

⑤ 　延 払 条 件

　 1.頭 金 、 期 間 、金 利

一58一
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表1-5

会　 社　 名

プ ラ ン ト 輸 出 成 約 実 績 報 告 票 一1

(TEL)

日 本 機 械 輸 出 組 合

重 機 城 都 プ ラ ン ト課

担 当 者 名 (所 属)

デー タ種 別

1

2 1

(注) 1.契 約金 額1件50万 ドル以上 の もの(但 し、 船 舶、 鉄 道車 輌、 鉄 鋼 を除 く)を 対 象 とす る。

2.成 約 とは

受付 番号(各 カー ド共 通)

s

年 月 連　番

3
u

西暦下2桁

修正

区分

報 告 企 業

コ ー　ド
報 告 年 月' 成 約 年 月

仕 向国 名

国 名 コー ド
　 ー ‥ プ ラ ン ト 名

機種 コー ド

r

22 2510 14
年 月

18
年 月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '一
西暦下2桁

△

経 由商 社 名

企 業 コー ド

製 造業 者 名

企 業 コー ド
エンジニアリング

企 　 　 業 　 　名

企 業 コ ー ド

27 31 35

ら

単位 契　約　総　額

金 利

分 の

有無

契 約

形 態

　1

☆

契 約

形 態

2

取 引

形 態

コ ン ソ ー

シャ ム

の有無

契 約金額

の コンソー

シャムの

有無

コ ン ソー

シ ャ ム

形態1

`

コン ソー

シ ャム

形 態2

一 　　　一

55

・　 　 機 　種 　 コ　 ー　 ド

・一 ド1プ ラ ン 磯 顧 ・一 ド1プ ラ ン ト離 名

39 40 47 48 49 50 1く片
52 53 54

　 　 重 電 プ ラン ト

11:火 力 発電

r2:水 力発 電

19:そ の他

　 　 化学 プ ラ ン ト

41:石 油 ガス精製

42ζ 石 油 化学

43:無 機 化学

44:肥 　 　料

45:海 水 淡水 化

46:セ メン ト

49:そ の他

1

　全

金利分の有無

令　 令 介　　 ↑」〉

　単位 コー ド
契 約形 態1

の コー ド

契 約形 態2

の コー ド

一

取 引 形 態 コ ー ド

コンソー

シャムの

有 　 無

コンソー

シ。ム分

の 有 無

コンソーシ

ャム 形 態

1の コー ド

コ ン ソー シ ャム形

態2の コー ド 　 　 通 信 電子 プラ ン ト

21:有 線

22:無 線

23:電 子 計 算機

29:そ の他

1:百 万 円

2:千 ドル

　 　 ＼

　 　 　 ㎡

1:契 約総額

に金利分を

含んで表示

2:契 約総額

に金利分は

含まない

11FOB

2:CIF

3:FOB&

スーパーバイズ

4　:タ ーンキー

5:プ ロダク ト

　 ・イン ・ハ ン

　 ド

　 　 　 　 　 1

9:そ の 他

　 　 　 　 　 `

1:ラ ンフサム

　 (フ ィクス ド

　 プライス)

2:コ ス トプラ

　 スフィ

3:エ スカレー

　 シ 。ン 条 項

付

9:そ の 他

01:標 準決 済

02:進 延 払 い

(リテンシ。ンの み

　 等)

11:後 　 払

12:延 　 払

13:円 借款

14:世 　 銀

(そ の他 の国 際 金融機 関 を含 む)

15:バ ンク ロー ン

16:特 殊 決済

90:そ の他

11

コンソー

シャムを

形 成 す

る

2:

形 成 し

な い

1:

契 約総

額 に コ

ンソーシ

ャム分

を含 む

2:

含 ま な

い

1:国 内

コンソー

シャム

2:国 際

コンソー

シャム

1:ジ ョイントアン

　ドセベラル方式

2:別 会 社 組 合

　 設 立

3:パ ラレル方 式

9:そ の 他

　 　 　 一 般 プ ラン ト

　 51:製 　 　鉄

　 52:各 種製 造
'53:単 体機 械

　 59=そ の他　 　 繊 維 プラ ン ト'

30:繊 維 プラ シ ト
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プ ラ ン ト 輸 出 成 約 実 績 報 告 票 一2

修正区分

　 1
9

建

曾

ト

1:円 　建　 3:現 地 通 貨 建

2:ド ル建　 9:そ の他の通貨建

単

讐

ト
V

1:百 万 円

2:千 ドル

データ種別 データ衝il」 修正区分

　 21 22

1
・123 　 19

内
訳
区
分

合　　　　　　　　　計 日　　 本　　分 現　 　地 　　調　 一連　　分 内
訳
区
分

7庄

分

第3国 調 達 分 国 際 コ ン ソ ー シ ャ ム 分

単

位
金　　　 額

建

値

延　払　条　件 単

位
金　　　　額

建

値

国名 単

位
金　　　 額

建

値

国名
金　　　 額

建

値

国名
金　　　　額

建

値頭 金 期 間 金 利 国名壬ド 国名 コード

単

位 国名}ド

単

位

機
　
　

器
　
　
分
　

1

10 11 19 20

% 年

●

%

30 31 38 42 43 50

機

器

分

1

10

1

11 16 23 28 35、21 ∋ 1

2

11 16 23 28 35、2U ∋ 1

3

11 16 23 28 353g川 、2川 刎1 1
工
　
　
事
　
　

費
　
　
2

● ●

工

事

費

2

1

2

1| 1

3

ll ll 1 1
エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

3

●

こ
ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

3

1

2

1
3

[ ll lI
そ
の

他
の

役
務
　
　
4

●

そ
の

他
の

役
務

4

1

Il 川

2

1「 ll
3

「川 川 Il
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1.2　 デ ー タ 整 備

　 今 回は 、OECDプ ラ ン ト統計 と プ ラン ト輸 出成 約実績 報 告票 の 内容 をデー タ

整備 の対 象 と した。

(a)　 OECDプ ラ ン ト統計

　 　 OECD貿 易 統 計磁 気 テー プ(輸 出 のみ)の1977年 度 分 の デー タの 中 、

　 プ ラ ン ト関 連 デー タを デー タベ ー ス化 した。

(b)　 プ ラ ン ト輸 出成 約 統 計

　 　 過 去 に行 っ た ア ンケ ー ト(昭 和55年1月 分)を 基 に して、 今 回新 た に帳 票

　 設 計 を行 っ た プ ラ ン ト輸 出成 約実 績 報 告 票 に転 記 を行 い 、 コ ンピュー タに入 力

　 し た 。
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第2章 　 電 子 機 器 産 業

2.1　 外 部仕 様 設 計

(1)シ ステ ム開発 の 目的

　 当工 業 会 では、 産 業 活動 の基 本情 報 で あ る、 生産、 出荷、 在 庫 、 輸 出、 輸入 、

統計 を、 コ ン ピュー タ処 理、 磁 気 テー プ化 す る方 針 で検 討 を し続 け て来 てい る。

　 これ ま で に昭和49年 か ら、 通 産 省生 産 動 態 統計 及 び大 蔵省 通関 統 計(一 部除

く)の 月 次 デー タ を コ ン ピュー タ化 し実 績 値 の他 に前年 比、 累計 値 、 在 庫 率 な ど

を算 出 して、 会 員 サー ビスや 内部 利 用 の た め に活用 してい る。 この統 計 情 報 は 印

刷 物 で会 員 に提 供 して い るが、 要 求 部数 は毎 年10%以 上 の 増 加 を示 してお り、

最 近 の 流動 的 な情勢 下 に あ って は、 基本 統計 に対す る ニー ズは さ らに高 ま ってい

るo

この た め に、 今 回 の シス テ ム開 発 は、 より利 用 しやす い形 態 の 統計 情 報 の作 成 を

目指 し、 ま た、 事務 処 理 の 合理 化 も 目的 と してい る。

　 当工 業 会(EIAJ)の 情 報 の 流れ は、 図2-1の 通9で あ9i　 　 iの 部 分の

コン ピュー タ化 を 目的 と して い る。
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i。 テ ー プi

S55.以 降

(2)シ ステ ム開 発 の 範 囲

　 今 回の シ ステ ム開 発範 囲は 以 下 に大 別 され る。

(a)工 業 会 統計 の コン ピュー タ化

　 　 現在 、 工 業会 で ア ン ケー ト調査 を実 施 してい る産 業 用 電子 機 器 関 係 の統 計 の

　 集計 を コ ン ピュー タ化 す る。

　 また、 集 計 結 果 は官 庁 統 計 と比較 出来 る よ うな シス テ ムの 開発 を した。

(b)経 常化 してい る コ ン ピュー タ処理 の 再 整備

　 　 現在 は通 産 省、 大 蔵 省 な ど統 計 の 出所 別 に別 個 の処 理 を してMる 。

　 しか しな が ら、 最 近 の電 子産 業 は、 中 進 国 の追 い上 げ や生 産 工 場 の海 外 シ フ ト

　 移行 な ど外的 環 境 に変 動 要 因 が 多 く、 輸 出及 び 輸入 の 動 向 は非 常 に流 動 的 で あ

　 り、 これ に伴 って国 内 の生 産 活動 へ の 影 響 も著 しい。 この た め、 生 産 、 輸 出、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -66一



t

　 輸入 の動 向 を一 覧 出来 る よ うに通産 省生 産 動 態 統計 と大 蔵 省 通 関統 計 を統 合 し

　 た シス テ ムの 開 発 を行 った。

　 併 せ て現 行 の コ ン ピュー タ処 理 範 囲以 外 で 常 に補 完 作業(手 作業)が 要 求 され

　 る利 用 頻 度 の 高 い項 目の 四 半期 別 実績 な ど、 原 デー タの加 工 に重 点 を置 いた 開

　発 を行 った。 これ は現 行 の処 理 に追 加 的 な位 置 づ け となるが、 入 力は 最 小 分類

　 で設 計 して あ るの で、順 次 統合 させ る。

　 　以 上 述 べ た 処理 の システ ム総 合 フ ロー チ ャー トを図示 す る と図2-2の 通 り

　 で あ る。

(c)今 後 の コン ピュー タ化

　 　 当工 業 会 の情 報 拠 点 と しての 今後 の コ ン ピ ュー タ化 につ い て は、 工 業 会 の活

　動 範 囲 を さ らに 明確 に して、 情 報 内容 を分 析 し長期 的視 野 に立 った検 討 を続 け

　 て い るが、 当 面 は統計 情 報 の収 集 ・処 理 及 び提 供機 能 を一 層 拡充 す るた め の開

　発 が 中心 に な る。
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(3)出 力 設 計

　 出力設 計 は年 間 の動 向が 一 覧 出来 る形 態 を基 本 に考 え、前 項 の システ ム開発 の

範 囲 に沿 って次 の4つ の様 式 を考 えたρ

(a)産 業 用 電子 機 器統 計 表(表2-1)

　 　 日本 の産 業 用 電子 機 器 は す で に世 界の レベ ル に達 してい る とみ られ るが、 民

　 生 用 及 び部 品 と比 較 す る と、 輸 出比 率 が低 く、 輸 入 依存 度 が 高 く、また多品種 少

　 量 の 受 注生 産 が中 心 とい う特徴 を持 ってい る。 この た め、 これ らの特 徴 的 動 向

　 の 把 握 が しやす い形態 と して表2-1の 受 注、 生 産、 輸 出、 輸 入 の4種 類 の情

　 報 を統合 した 出力 設計 を行 った。

(b)民 生 用電 子 機 器 統計 表(表2-2)、 電 子 機 器輸 出入 バ ラ ンス表(表2-3)

　 　 日本 の電 子 産 業 の 中 で、 民 生用 電 子 機 器 は も っ と も輸 出依 存度 が高 い が、 こ

　 の 内容 は刻 々 と変 化 して い る。 例 え ば産 油 国 の需 要 増 加 な どに よって、 仕 向 先

　 が拡 散 し、 ア メ リカ依存 度 が著 し く低 下 してい る。 また、 消費 者 ニー ズ の 多様

　 化 か ら同一 統 計 区 分 での製 品 内容 の バ ラ ツキ も大 き くな って い る。

　 一方 、 中 進 国 か らの低価 格 を中心 に した製 品の 国 内市場 へ の浸 透 も進 ん で い る。

　 これ らの動 向 に対 応 して、 生 産 、 輸 出、 輸 入等 の バ ラ ンス が一 読 出来 る形 に 出

　 力 設計 を した。

(c)生 産 動 態 統 計 総 括表(表2-4)、 通 関 統 計 総 括 表(表2-5)

　 　 欧 米 の電 子 産 業 が 産業 用電子 機 器 を 中心 に発 展 して 来た の と比 較 して、 日本

　 は 民 生 用電 子 機 器 が中心 で あ り、 対 照的 な発 展 を して来た 。

　 　 しか しなが ら、近 年 わが 国 電子 産 業 も欧米 型 の 産業 用 電子 機 器 中心 の構 造 に移

　 行 しつつ あ る。

　 民 生 、産 業 、部 品 の3分 野 の動 向 を比 較 す るた め、表2-4～ 表2-5の 出力 設

　 計 を行 った。
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(d)そ の 他 の様 式

　 　 今年 度 の パ イ ロ ッ ト ・シス テ ム開発 作 業 に関 連 しては以 上 の4表 を設計 した

　 に と どめた が、 図2-2に も示 す 通 り、 本 パ イ ロ ッ ト ・シス テ ムで は作 表様 式

　 を指示 す る 「作 業 コー ド ・フ ァイ ル」 を設 け、 出 力様 式 の変 更、 追 加等 に迅 速

　 に対応 で きる よ うな工 夫 を行 った。 9

◆
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表2-2

カ ラ ーTVセ ッ ト

民 生 用 電 子 機 器 統 計 表
NO:台 、 個 、 本

ST:組 1

統計
　種類

生　　　　　　　　　　　　　産 輸　　　　　　　　　　　　　　 出 輸　　　　　　　　　　　　　入

年 月 数 　 量

　　　　 陀

前年比 金　 額
　　　肌

前年比 構成
比 単　価

　　　 工ン
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　　　 表2-4

セ イ サ ン(ソ ウ カ ツ)

生 産 動 態 統 計 総 括 表

1

　　電子機器

　　　　分類

年 月

民　　　　　　　　　　生 産　　　　　　　　　　 業 部　　　　　　　　　　　品 合　　　　　　 計
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表2-5 通 関 統 計 総 括 表
ユ シ ユ ツ(ソ ウ カ ソ)
　 　 　 　 　 　 ＼

2

電子機器
頒 　　　　　　　　　 民　　　　　　 生

, 産　　　　　　業 部　　　　　　 品 合　　　　　　計
年月 金　　額　 TH 前年比 構成比 輸出比率 金　　額　TH 前年比 構成比 輸 出比率 金　　額TH 前年 比 構成 比 輸 出比率 金　　額　 TH 前年比 輸出比率A
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(4)入 力 設 計

4

　 将 来 の運 用 面 か ら も通 産 省 生 産 動態 統計 、 大蔵 省 通 関統計 の電 子 機 器 分 、 及 び

工 業 会 統計 を最 小 分 類 で 入 力可 能 な設 計 を行 った 。

　 これ らの うち、大 蔵 省通 関統 計 に つ い てぱ磁 気 テー プで入手 す る こ とと してい

るが、 他 の2種 類 につ い て は 公表 刊 行物 よbパ ンチ入 力用 の 様 式 に転 記 して利 用

す る こ とと して い る。 入 力帳 票 の様 式 に つ いて は 、付 属資 料 「入 出 力様 式 集 」 の

資料2電 子機 器 の部 を参 照 さ れ た い。 な お、 参考 ま で に入 力 帳 票様 式 を例 示 す れ

ば表2-6、 表2-7に 示 す通 りで ある。

①　生産動態統計票

　　大蔵省通 関統計 テー プ　……

②{
　　通関統計票(修 正用)　 ……

③　受注実績表

(資 料2一 表6)

(資 料2一 表7)

(資 料2一 表8)

(資 料2一 表9～ 表17)

　 な お、 表1～ 表5の い ず れ も異 った統 計 間の 比較 を行 うた め、 品 目コー ド対応

表 を作 成 し、 入 力情 報 の うち対 応 可能 な品 目を抽 出 して、 出力 情 報 と した 。

　 ① 　 受 注 統計 を基 準 に した生 産 、 輸 出、 輸 入 統計 との品 目 コー ド対 応 表 　 … …

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (資 料2一 表18)

②　生産 統計 を基準に した輸 出、輸入統計 との品 目コー ド対応表

(資 料2一 表19)

一81一



表2-6

データ種 別

2

入 力帳票様式 の一例(生 産動態統計)

　　　　　　　　生 産 動 態 統 計 票

5 匿ヨ 匿詞
35.ラ ジオ、 テレビジョン受 信 機 テ ープレコーダ

　 及 び 音 声 周 波 装 置

生　産　品　目　名
生　　　　　産 販　　　　　売 月末 在 庫

数 量(台 〉 金 額(卵) 数 量(台) 金 額(醐) 数 量(台)
8　　　　　　 14 15 22 四 36 43 4ε

/
器

テ
レ

ビ

受

信

機

白

黒

セ ッ ト A111

キ ッ ト A112

カ
ラ
|

セ ッ ト A121

キ ッ ト A122

VTR(放 送用を除 く) A2

ラ

ジ

オ

受

信

機

セ

ッ

ト

一 般

ラジオ
A3112

クロ2ク

ラジオ
A3111

カ　ー

ラジオ
A312

…(織 A32

…

:
置

　 一

　般磁
用

=

ζ
式

ラジオ

付
A41111

剛 A41112
1

気

記

録

再

生

装

置

テ

|

フ'

デ

ッ

キ

その他 A4112

－

z

ξ

カセ ッ

ト 式
A41131

碗 A41132
.

ぞ
テ

芽

ラジオ

付
A4121

碗
　 .

A4122

そ の 他 A413

ステ レオセット A42

1

電気蓄音機 A43
1

　 FM
ス　 チ ュー ナ A441

τ

±

柔
1

う
ト

今増

z巾

ステ レオ

トラ ンシ
ーノく_

A4421

　 その他
角器　 増巾

A4422

。。雫
プ レー ヤ

A443

ノ〉「フアイ用

ス ピ ー カ
シ ス テ ム

A444
ρ

ス　テ　レ オ

ヘ ッ ドホ ン C120

.拡 声 装 置 A45

補　聴　器 A46
L

「

一82一
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表2-7

電 産 統

様式 一3

入力帳票様式 の一例(受 注統計)

　 　 　 　 無線通信装 置(多 重)受 注実績表

層 薗 ・
受付番号

一
報告年月
8

　 …一

企業名

(単 位 百万円)

需要　機　種

　 部　 門

多　重　通　信　装　置 そ の 他

多重通信
装　　 置

合　　計
極超短波 超 短 波 小　　計

カラム 12 4 20 26 32 38 43

官　　公　　需 10

電 電 公 社 11

防　衛　庁 12

国　　　鉄 13

警　察　庁 14

運　輸　省 15

建　設　省 16

公 団 ・公 庫 17

地方公共団体 18

そ　 の　 他 19

民　　　　需 30

製　造　業 40

非 製 造 業 60

放送、新聞
通　　信

61

電 力　・
ガ ス 業 62

旅　　客
運 送 業

63

貨　　物
運 送 業

64

そ の 他 65

外　　　　需 80

合　　　　計 90
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2.2　 デ ー タ 整 備

今 回行 った デー タ整 備 の範 囲 は以 下 の通 りで あ る。

(a)　 期 　 　 間

　 1978年1月 ～1979年12月 ま で め デ ー タ を 対 象 と し た 。

(b)品 　 　 目

　 ① 　 受 注統 計 は、 受注 実 績 表 の9種 類 の全 項 目を入 力 した。

　 ② 生 産、 輸 出、 輸 入 統計 は、 表2-8の 各 品 目を入 力 した 。

鰍 今 回は パ イ ・ ッ ・ ・シ ス テ ・の翻 ・実 験 とそ の 評 価 を行 うた め に必要

撮 少限 の デー,整 徹 と どめ た た め、 今 後・ ・の パ イ … 　 'シ ステ ムの本 格

的翻 の蹴 をま って、生産、輸 入統計の全 品 目のデー ・の入力及び過酷 デ

_,の 舗 も行 う予定 である.な お ・れに関連 して生醐 飾 計の磁気 テー プ

に 、る公表 がなされ るな らば、 デー ・整備は大巾に蹴 され るので・ その早嫉

視 が 望 まれ る。
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表2-8　 生 産 ・輸 出 ・輸入 に関 す る デー タ整 備 品 目一 覧 表

　 、計コードの種 類

品 目名
生産統計コー ド 輸 出 コ ー ド 輸 入 コ ー ド 備　　　考

カ ラ ー テ レ ビ 85.15-211 1.民 生 の そ の 他 、

民 産 業 のそ の他、

セ ッ ト A121 85.15-212 電子 部 品 の デー
タを便宜 上()

内 の コ ー ド で 入
キ ッ ト A122 85.15-211 力 を行 った。 い

生 内の輸 出入 デー

家 庭 用VTR A2 92.11-300 92.11-211 タは対世界のみ

で あ る 。

そ　　の　　他 (A46) (8515-521)
(85.15-119)
92.11-219

2.輸 出入 国 は 次

の4ヵ 国 に 限定

し た 。

放 送 装 置 85.15-110 85.15-421 ① 米 国(304)

② 中 国(105)

ラ ジオ B1211 ③ 西独(213)

④ 世 界(900)

テ レ ビ B1212

産

電子 計 算 機

ア ナ ロ グ 形

デ ジタル形

補 助 装 置

応 用 装 置 B214

業 電圧 ・電流及
び電 力測定器 90.28-310

オ シ ロス コー プ B32151 90.28-330
9028-114

90.28-115

そ　　の　　他 (B111111) (9023-019) (9028-113)

電　子　部　 品 (C111　 ) (85.13-210) (85.13-210)
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第5章 　 繊　 維　 産　 業

5.1　 外 部 仕 様 設 計

　 (1)シ ス テ ム開 発 の 目的

(a)背 　　 景

　 　 繊 維 産 業 は 長 い間 、 中 間製 品(糸 、 織 物)業 者 を中心 とす る生産 志 向 シス テ

　 ムの もと で、 景気 変 動 の まに ま に好不 況 の波 を繰 返 して きた。 そ の シス テ ムの

　 も とで要 求 さ れ る もの は 原料 及 び 糸、 織 物 価 格 の 予測 情報 で あ り、 最 終 的 に衣

　 料 品 を購 入 す る消 費者 の情 報 及 び ニー ズは ほ とん ど無視 され て きた とい っ て よ

　 いo

　 　 生 産 は 消 費者 の 需 要 に よって行 われ る の でな く、 価格 が騰 貴 すれ ば 一 層 の価

　 格の値上が りを期 待 して増 幅 した 仮需 に よる生産 が行 われ、 価 格 が下 落 す れ ば一

　 層 の値下 が りを予 想 して生 産 は 抑制 され る とい う性 格 の もの で あ った。

　 　 こ うした生 産 志 向 に よる仮 需 とそ れ に よ って生 じた在庫 の増 加 も経 済 の 高度

　 成 長 期 には 比 較 的 早 く解 消す る こ とがで きた が、 低 成長 期 に は長 い間 に わ た る

　 構造 的 な不 況 を作 り出 し、 企 業 の体 質 を著 し く弱 め る こ ととな る。 しか も昭和

　 40年 代 に 近 隣 開発 途 上 国 の繊 維 産 業 の 発 展 も 目ざ ま し く、 労 賃 差 に よる 国 際

　 競 争 力 の相 違 で わ が国 繊維 消 費 にお け る 輸入 依存率 が定 着 し、 今 後 さ らに一 層

　 依 存 率 の 上 昇 が 進 む状 況 に あ る。 わ が 国 の繊 維 産 業 は早 く従 来 の 生産 志 向体 制

　 か ら脱 脚 し、 消 費者 志 向 体制 へ と転 換 せ ざる を得 な くな った。

(b)　 目　 　 的

　 　 49年7月 に 「繊 維工 業 構 造 改善 臨 時 措 置法 」 が実施 され るに 及 ん で繊 維 工

　 業 構 造改 善 事 業 協会 の 中 に、 情 報 セ ンター が設 け られ、 繊 維 産 業 に お け る情 報

　 拠 点 と しての 役 割 を担 う ことに なった 。

　 　 構造 改 善 の 内 容 は繊 維 産 業 の 知識 集 約化 で あ り、 消費 者 の ニー ズ に即 応 して

　 生 産及 び供給 体制 を改 善 す る こ とで あ る。 知 識 集 約化 の た め に は 消費 者 の ニ一
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ズ を適 確 に収 集 し、.それ を生 産 ・流 通 業 者 に フ ィー ドバ ックす る シス テ ムが ま

ず 必 要 と なる。

　 消費 者 は 戦後 の画 一 的 消費 者 か ら外 国 の フ ァ ッシ ョン情報 に 同調 す る大 衆 消

費 社会 の 消費者 へ と変 り、 更 に オ イル シ ョ ック以 後 成熟 社 会 の 消 費者 と称 さ れ

る よ うに 変化 は 目ま ぐる しい。 そ こで の消 費者 は多 様化 し個 性化 し、 価 格 と品

質 の バ ラ ・スの とれ た 、 しか もフ ァ ツシ ・ン性 を も力・え漣 か な衣 生 活 の 二一

　ズ を もっ て い る。 ま た 消費者 主 権 に よって 供給 者 側 の一 方 的 な独 善 姿勢 には 強

　い反 発 を示 す。

　 　こ うした消 費者 が経 済 社会 の変 化 とと もに変 化 して い く生 活態 度 、 購 入行 動 、

　 レ ジャー行 動 な どを迅 速 に把 え て 加工 分析 し、 情 報 と して供 給 業者 ヘ フ ィー ド

　パ ックす る こ とに よ り、 需給 の 調 節 機 能 も 自 ら果 さ れ、 高 級高 度 化 さ れた衣 料

品 の 供給 が ・‥ ズ ナ ブ ・レな価 格 で可 育旨に なる こ とに よっ て・ わ が 国撒 産 業 の

　国 際的 な役割 が確立 さ れ る こ とに なる。

(c)情 報 セ ン ター が企 図 す る情 報 システ ム

　　繊糸縮 報セ.。 一は発足の当初、 か四 大規勘 情 報 システ ・を作 るべ 備

　想 された が、 たまたま業 界の構造不況に際会 して、 当初の構 想は将来へ延期さ

れ た 。

　 現 在iの情報 シス テ ムは 次の 通 りで ある。

外

報

悔

悟

府

報

政

情

消費者

情 報

① の 情 報 シ ス テ ム は コ ン ビ=一 夕 ・ イ ン プ ッ トの 第1段 階 を 終 っ た が 、 こ の 情

　 報 に対 す る業 界 ニー ズは 比較 的 低 く、 現 在 の とこ ろは コン ピ ュー タ計 算(加

　 工 景 気変 動 、構 造 変 化)に よる文 書提 供 に と どめ て い る。

●



② に対 す る情 報 ニー ズは 非 常 に強 い。 しか し企業 ごとにニーズが異 なる た め・情

　 報提 供 につ い て は 多様 な提 供 方法 とな るで あ ろ う。 ま た 日本 では まだ情 報 に

　 対 す る評 価(対 価)が 低 い ので コス トバ ランス との 関係 で情 報 の精 度 、 質的

　 情 報 の提 供 に つ い ては検 討 しなけ れ ば な らない問 題 が多 い。

③ 消 費者情 報 の提 供 に よ って現 在 、情 報 セ ン ター が 生産 業者 、 流通 業者 か ら提

　 供 さ れ てい る情報 が拡 大 、 強化 され ③ の生 産 、 流 通情 報 シス テ ムは しだい に

　 形 を整 え て くる と思 われ る。

④ ③ の 情 報 シス テ ムの整 備 と と もに④ の シス テ ム も比例 的 に 向上 す る。

本 年 度 につ い ては ② の情 報 シス テ ムを完 成 す るた め の 第1段 階 と して、 消 費者

情報 シス テ ム を設 計 してそ の運 用実 験 を行 った。

(2)シ ス テ ム 開発 の 範 囲

　業 界の情 報拠 点 と しての繊 維 情 報 セ ン ター の 役 割 は 消費 者、 流 通 業者(卸 売 ・

小 売)、 生産 業 者(フ ァイバ ー メー カ、 テ キ ス タイル メー カ、 アパ レル メー カ)

との 間 に情 報 フィー ドバ ック 回路 を構 成 す る こ とに よ り、 需 給 の安 定 をは か り、

さ らに 消費 者 の ニー ズ に即 応 して知 識 集 約 的 な供 給 態勢 を構 築 す る こ とに あ る。

　 昭和54年 度 は セ ン ター と消費 者 との間 の情 報 フ ィー ドバ ック 回路 の 開発 に 範

囲 を限 定 した。

　 標 本 の規模 は全 国3,300万 世 帯 を代 表 す る4.000世 帯 と し、 パ ネ ルは総 理

府 統計 局 の セ ンサ ス特 性 と次 の各 項 目に 関 して同 じ世 帯構 成 割 合 で構 成 され る。

　 1.地 域 　　 2.都 市 の大 きさ　 　 3.所 得

　 4.主 婦 の年 齢 　 　 5.子 供 の数

パ ネ ルは全 国 を代 表 して い るため 日本 人 全 体 の 購 買行 動 を反映 す る もの で あ る。

　 今 回の場 合 、 情 報 セ ン ター が 消費 者 に要 求 す る情 報 の フ ィー ドバ ック だけ で、

消 費者 が セ ン ター を通 じて 業者 に 要 求 す る情 報 の フ ィー ドバ ック 回路 の 開 発 は範

囲 の 中 に入 れ て い な い。

　 なお、 シ ステ ムの概 略 の 流 れ を示 す と図3-1の よ うに な る。

　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 -89一
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ファイル
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身 の
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全国拡大推計数量 マ ー ケ ッ ト規 模

図3-1

素 材 消 費 量

シ ス テ ム 概 略 フ ロ ー チ ャ ー ト
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(5)出 力 設 計

◎

　 消 費者 ニー ズ に対 応 した、 生 産 ・販 売体 制 を確立 す る にあ た り、 必要 とな る 消

費者情 報 と して は、

　① 商 品 ア イテ ム別 に実 需水 準 の把握 が可 能 な統計 情 報

　 ② ター ゲ ッ ト(客 層)確 定 の た めの マー ケ ッ ト情 報

の2つ が挙 げ られ る。

　 ① の各 商 品 ア イテ ム別 の実 需 水 準 を生 産、 流 通業 者 に フ ィー ドバ ック して過度

の仮 需 に よる需 給 バ ランス の失 調 と、 投 げ もの に よる業 界の損 失 を防 ぐこ と、 ま

た 各商 品 ア イテ ムの変 化(フ ァ ッシ ョン、 色 板、 ス タイル)を 予見 して、 業 界 の

機 会 損 失 を 防 ぐこ とは、 当 面 の 繊維 業 界 の 課題 で あ る。

　 また、 昭和50年 代 成 熟 社 会 の多様 化 、 個性 化 した 消費者 を対 象 と して、 生 産 ・

流通業 者 は そ れ ぞ れ に お いて、 ター ゲ ッ ト(客 層)を 紋 って 自主 性 を確立 す る よ

うに 自覚 を促 す た め に も② の ミク ・な マー ケ ッ ト情 報 が必要 とな る。

　 これ らの 目的 に対 応 す る 出力情 報 を、 各 商 品分 野別 に一 覧 に ま と めた もの が表

3-1で あ る。

　 ま た、 商 品 ア イテ ム別 の実 需 水準 の 出力様 式例 と して表3-2を 、 ター ゲ ッ ト

確 定 の た め の市 場 特性 別 購 入 状 況 の例 と して表3-3を 、 製 品特 性 別 購 入 状 況 の

例 と して表3-4を 掲 げた 。
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表3-1　 出 力 帳 表 一 覧 表

プ ア イ ル 名 出　 力　帳　表　名 出 力サ イク ル 備　　考

1.紳 　 士 　 服

　 フ ァ イ ル

① 全 国拡大推計数量 年

② マ ー ケ ッ ト規 模 年 ・月 品 目 別

③ 購入単価 年 ・月 素 材 別

④ 年齢層別購買力 年 既 製 服

⑤ 世帯年収別購買力 年 〃

⑥ 小売店 タイプ別購入単価 年 〃

⑦ 既製服化率 年 〃

⑧ 素材消費量 年 品 目 別

2.婦 　 人 　 服

　 プ ア イ ル

① 全国拡大推計数量 年

② マ ー ケ ッ ト規 模 年 ・月 品 目 別

③ 購入単価 年 ・月 素 材 別

④ 年齢層別購買力 年 既 製 服

⑤ 世帯年収別購 買力 年 〃

⑥ 小売店 タイプ別購入単価 年 〃

⑦ 既製服化率 年 〃

⑧ 素材消費量 年 品 目 別

3、子 　 供 　 服

　 プ ア イ ル

①全国拡大推計数量 、　 　 年 既 製 服

② マ ー ケ ッ ト規 模 年 ・月
〃

③ 繊 維 素 材 マー ケ ッ ト 年 〃

④ 小 売店 タ イプ別 マー ケ ッ ト 年 〃

4。和 　 　 　服

　 プ ア イ ル

① 全国拡大推計数量 年 既 製 服

② マ ー ケ ッ ト規 模 年 ・月 〃

③ 繊 維 素 材 マー ケ ッ ト 年 〃

④ 小 売店 タ イプ別 マ ー ケ ッ ト 年 〃

5身 のまわり品

　 プ ア イル

① 素材別数量 年

② マ ー ケ ッ ト規 模 年 ・月

③ 平均購入単価 年

6.繊 　 　　維

消費量ファイル

① 繊維消費量 年 ・月

② 品 目別分野割合 年
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⑨
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表3-2 全'国 拡 大 推 計 消 費 量

　　　　　　　　　　　対 象:16才 以 上

　　　　　　　　　　　　　　　　　既製+イ ー ジー、 注文+自 家製(単 位:千 着)

調　 査 窪　 定 W.1' W1-1 W1-2 W1-3 W2 W2-1

　　　　　　　－

W2-2

対象者数

　　　(人)

母 集団 数

　　　「・人)

婦　 　人

スーツ煩
ス カ.一 ト

ス　ー　ツ

パン夕日ン

ス ー　ツ

アンサンブル

ド レ ス ドレ ス類 ワンピー ス

　 　 　 .　　　 ■.'

ンヤ!八 一

ス カー ト
.

全　　　　体
　　　　　　　i

{　2,7891　 　、43,706) o.4363 0.3326 0.0453 0.0589 1.0126 O.82《,6 1.lql6

16～19才 (　 190)1 ～3,121)

.

　　0.4う94 0.4二56 O.0104 O.020S LO・11} 0.7064 0.〕.48

20～24才 (　 19こ) t4,098) U.8〕IO 0.6818 O.0675 0.0793 1.79う7 1.〕 〕06 O.46こ8

年
25～29才 (　 3・川 {5,44ち1 0.4688 O.3621 `,.OA66 0.06二 〇 L4907 1.1【 ⊃3S 0.り887

30～34才 (　 296} {4,557} O.4679 0.3こ20 0.0う.9 0.0り88 0.り88ハ 0.800[ 0.1り0了

35～39才 (　 284) (4,399) O.5099 O.3〕58 0.0609 O.1153 0.9二 〇4 O.7653 0.1597

令
40～44才 (　 254} (4,206} 0.4975 0.3137 O.1221 0.0614 0.7790 O.7208 0.0う84

45～49才 (　 257) (3,8う8) 0.4942 0.3959 0.0429. 0.0604 LOU2 0.870」 OJ412.

別 50～54才 (　 240) (3,389) O.3869 0.2959 0.04ハ9 0.0う05 LOOう4 0.9014 0.107う

55～64才 (　 407) (5,175) 0.2709 0.206う 0.0229 0.0397 O.6793 0.63ハ8 O.0436

65才以上 (　 368) 　 (5,458}.
0.0794 0.ψ60ス 0.OU　 38 0.Oロ コ O.4439 0.4ユ70 O.01ハ3

1

'

職
農 林 ・漁 業 (　 234) (3,278) 0.2021 0.U44 0.0604 O.0214 0.4646 O.4口 〕 0.0514

商工・サーピ嬢 (　 257) {3,759} O.3770 O.2759 0.{口20 0.0691 0.8448 0.7478 　 O.0863
.

業 事務 ・管理職 (　 301) (5,420) 0.86三2 O.6904 0.0766 O.0916 1.6547 L2977 0.3570
'

労　務　職 (　 220) (〕,409} O.3607 0.3098 0.0360 O.Ol50 O.901.ハ 0.768り O.1268

別 ,

そ　 の　他 (1,777) (27,841) 0.ハ984 0.2974

亀

O.0401 0.0614 0.9888 0.7910 0.197δ

1

5 1 (　 393) (5,813) 0.2569 O.'1665 0.0486 0.0399 0.9410 0.7883 0.1527

分
位 II (　 56〕) (8,960) 0.3405 0.267」 O.0493 0.0ユ51 0.～X,24 0.7229 0.18b

世
〆

帯 lll (　 519} (8.129) 0.・ 惚99 0.3507 0.0316 0.0465 O.8689, 0.7091 O.1610

年
収 .w (　 6こ3)1 (9,9211 0.4078 0.3144 0.0〕67 0.0587 0.9155 0.刊99 0.1957

別
V (　 686) (10,883} 0.6624 0.4904 0.0608 O.1114 1.3591 1.ll32 0.2458

`

都 大　都　市 (5S6」 、9,266) 0.ω65 0.4627 0.Oう}7 0.0924 L4098 1.16(,1 0.2498
、

1 1市

規

摸

中　 都　市

小　都　市

(　　　ST≒'l　 tlハ,767)

　　　　　　　|

(　　　641)i　 　(10,009)
　　　　　　　1

　　0.4707

,　 0.3778

0.〕590

0.2854

…910'06'7

0.0〕 二9　 0.0603

1.O・'97

0.9679

0.8452

0.7717

0.2031

0.1962

溺 郡　　　部
　　　　　　　|(　　　

686);　 iIO,664)
　　　　　　　1

0.2998 0.2281 0.048ろ 0.0ご 〕2 0.6620 0.5400 0.1219

,
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表3-3 1人 当 り平均 購 入 数 量 一 市場 特 性 別

　　　　　　　　　　　　　　　対象:16才 以上女子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 既製+イ ージー(単 位:着)

　 　 　 　 　 　 '
ケ

全'繊 維 純　毛 毛高率混 毛低率混 合　繊 綿 そ の 他

w12 -。▲
既製+イ ージー

注文+臼 塚 製

19,069

1,945

3,795

　 484

2,612

　 191

　 1,12'

　 　 152　 .
「

8,848

　 　 　 　 .

　 729

1,926

　 3U

763

78

碗 婦　 人
　　 ドレ ス類

既製+イ ージー

注 文+自r享 製

44,257

3・711

2,611

　 364

2,655

　 148

1,815

　 108

22,306

1,332

12,923

1,507

1,947

　 ;252

w・ 璽,.↑
民"+{一 ジー

注文+自 軍 製

64.484'

3,107

8,125

　 680

6,384

　 252

4,320

　 87

31β20

1,019

12,445

　 997

1,290

　 7】L

　　 婦　 人w4

スラ。クス類

箆 鷺+イ ージー

注文+自 家 製

　 　 　 　 ●

34,021

　 590

2,552

　 158

1,769

　 ㊦

1,531

　 　 一

15,990

　 274

11,601

　 　 81

578

　 8

　　 婦　 人

W5　　 合冬用
コート

既製+イ ージー

注文+自 家 製

8,186

　 288

2,857

　 160

2,669

　 37

483

20

1,375

　 　 一

352

41

　 450

　 29
、

W6婦 　 人
　　 ジャケツ}

既 製+イ ・一ジー

注文+自 家 製

10,830

_529

1,949

　 223

2,014

　 17

910

31

3,910

　 114

1,722

　 144

325

　 一

　　 婦　 　人W7

　　 レインコー}

既 製+イ ージー

注文+自 軍 袈

3,759

　 61

86

'

23

一

●

39

2,906

　 　 一

　 444

z

　 　 22

301

　 一

　　 婦　 人
W8

　　ナイトガウン

既 製+イ ージー

注文+自 家 製

1,683

　 48

89

8

187

20

141

　 一

606

こ0

618

　 一

42

－

w9婦 　 人
　　 セーター瓢

既製+イ ージー

注文+自 京 製

85,104

1・412

16,510

　 785

12,766

　 161

17,617

　 　104

33,786

　 275

2,979

　 69

1,447

　 17.

W10婦 　 人
　　　丁 シャツ

　 　 　 　 　 ▲　　　　,

既 製+イ ージー

注文+自 家 製

31,023

　 　 44

186

　 一

93

●

155

22

7,290.

　 22

,

22,926

　 　 　 ●

…　 372

　 　 一

　　　婦　 　人W
11　　　ブラウス

ー

鼠 製◆イージー

注文+自 室 製

　 　 　 　 .

72,430

1,1rう

797

　 9

1,014

　 　 9

1・,376

　　 9

40,923

　 463

25,568

　 560

2,752

　 55

一94一

'

●

●

4



●

〉

の

せ

表3-4 平 均 購 入 単 価 製 品 特 性 別

　　　　　　　　　　　対 象: 16才 以 上女 子

既製+イ ー ジー(単 位:円)

一

W1 W2 W3 W4 W5 W6 W9 W11

婦　 　人

スー ツ26 ドレ ス印 ス カ ー ト スう,ク 酒 合冬用コート ジャケット セー ター語 ブ ラウ ス

全　　　　体 16,800 9,りoo 4,000

.

⊃,100 23,000 7,300 3,300

　 　 　 　 　 一

3,300

. 1　 月 18,メOO 13,000 4,700 3,100 19,200 6,700 3,boo 3,700

. 2　 月 17,700 10,〕00 3,800 3,000 M,700 6・200 2P800 3,500

へ .

3　 月 16,600 U,100 4,300 ・3,=oo 16,400 6,900 3,こoo 3,500

4　 月 16,500 10,写00 3・890 2,600 11,800 6・200 2,700 3,00り

手 5　 月 15,200 9・1◎o 3,goo 2,800 18,200 6,10σ 3・400 3,500

6　 月 15,000 9,200 3,600 2,800 3・500 7,100 3,300 3ρoo

7　 月 14,goo 7,300 3,300 2,800 4・500 3,500 2,
,900

2,goo

月 8　 月 12,700 6,タoo 3,100 2,800 1,200 7,300 2,900 2,900

9　 月 17,600 11,OOO 4・ 二〇〇 3,100 38,300 8,100 3・600 3,800
.

10　 月 1㌔4仙 1〕,100 4・'oo ,,100 42・10。18・400 3・400 3・400

別 11　 月 19,000 D,200 う,OOO ⊃・300 24,.oo 8,300 3,600. 、 3,700

12　 月 20,100 14,000 6,000 3,300 28,300 7,500 3,600 4,600

純　　　毛 22,300 17,100 6・300 6,ハ00 22,800 12,500 5,100 5,goo

後
毛 高 率 混 18,600　 　　13,400 4,700 4,～oo 17,弓oo 7,900 3,800 4,700

維 毛 低 率 混 ・ 13,300 11,000 3,goo 3,500 12,800 6,400 2,800 3,600

別
合　　　織 1弓,700 10,100 3,500 2,200 14,㏄ ゆ 5,800 2,600 3,400

綿 11'400　 1　 ㍉900 〕,200 3,300 13,400 5,400 3,300 2,goo

百　貨　店 19,700 10,900 4,900
　　　　　 14
・500　 1　 27・400 9,100, 4,000 3,800

婿

入

.

ス ー パ ー 10,600 5,200 2,700

　　　　　 :

2,400　 1　 11,900 4,600 2,200 2,200

場 専　門　店 19,「oo 1〕,800 6,000 4,60◎ 26,100 10,500 4,700 4,600

所

'別 衣料小売店 ",700 8,100 3,400 2,600 16,000 う,900 2・900 3,200

そ の 他 14パoo 《り100 ハ,700 2,7CO
, }

15,〕oo 6・500 二,600 2,900

1 ⊃・700 1,800 1,200

　　　　　1

1,100　 　　 弓・000 1,800 1,100 1,100

価
一

11 8,800 3,「UO 2,200 1,σ刃り　　 　9,600 3・6001 1,900 1,9QO

格
m N,700 b・000 〕.こ00 2,了 「幻 14,&00 ～,500 2,700 2・800

帯
w 22,ooO 11,〕00

'　
.4・400 3,《,oち 21,900 8,400 3,800 3,900

.

別
V 34,500 23,900 8,7りo ・..1「 ノ, ω,goo 17,000 7,200 7,200
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(4)入 力 設 計

　各 商 品 ア イテ ムの現 在 の実 需水 準 や各 商 品 ア イテ ムの客 層 の変化 を把 握 す るた

め に、 消 費者 の 購 買行 動 情 報 や デ モ グ ラ フ ィ ック(人 口学的)要 因 を入 力情 報 と

した。 そ れ らの 内容 は 次 の通 りで あ る。

① 購 買行 動 情 報 一6項 目

　 　製 品区 分(注1)、 購入 価 格 、 購入 店 舗 、製 品 素材(混 紡 率)、 購 入 量(点

　数)、 着 用者 の年 令

② 購 入者 の デ モ グ ララ ィ ック(人 口学 的)要 因 一7項 目

　 　性 、 年 令、 職業 、 世 帯 年 収、 世 帯 員 数、 子 供 の 有 ・無 、 ライ フ ・ス テー ジ

　 (注2)

　 ① の ア ン ケー ト調 査票 の具 体 例 は表3-5で ある。

今 回 は①、 ② の13項 目の デ ー タ7,800件/月 を入 力 して運 用実 験 を行 った。

(個 人件 数=7,800、 世 帯件 数=2,200)

(注1)

(注2)

製 品 区 分 につ いて は表3-6を 参 照 　 　 　 　 　 　 　 　 　'

ライ フス テー ジに つ い て は子 供 の成 長 段 階 を中心 に して① 形成 期 、 ②

成 長 前 期、 ③ 成 長 後 期、 ④ 成 熟 期、 ⑤ 結 晶期 、 ⑥ 老 齢 期 の6段 階 を設

定 して い る。

6
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表3-5　 購入衣服調査票 一 全年令用

ー　
|　　
　　

1 　 購

　 入

　 月

　 日

月/日

購 入 衣 類 の 種 類 を 記 入 し て 下 さ い 。

(ト7プ コ ー ト、 カ ー コ ー ト、 サ パ ー パ

　 ン ・コ ー ト、 ス キー ・ジ ャ ケ7ト 、 ゴ

　 ル フ ・ジ ャ ケ,ト 、 ワ ー ク ・ ジ ャケ プ

　 ト、 ウ イ ン ドプ レ カ ー 、 ジ ッパ ー.ジ

　 ャケ プ ト、 ス ノ ー ス ー ツ 、 オ ー ル ・ウ

　 エ ザ ー コ ー ト、ek.)

、

.　　　、

　:
　 t

製品着用

者の年令

衣 類 の

サ　イ　ズ

購 入衣 類の ラベ ル

または タ ブグ か ら

メー カーの ブラ ン

ド・ネー ムを コピ

ーして 下 さい
。

ラベル、 タジグまたは包
装に外国名あ るいは箱入
衣類であるζとが明記 さ
れていますか.

　　　　 (〆)

'

'

'

は い　 ;い いえ
　 　 　 　 ‖

　　　　1

　　　　l
　 　 　 　 l

9/3 レイン コ… 卜　 　 量 1

'

色または柄を記入して下
さい。

タ クグまた は ラベルか ら素材 の含 有

量を コ ピーし て下 さい。

(100%紡 毛、慌 毛、

ll㌫ 沿.
　65%ポ リエ ス'プル」35%綿 、

弱%剃 エス テル ・脂牝 β'

　　　　　　　　　　　　 gtc.)

表生地の形態　 　 、 裏地のタイプ

　 l　　 I二
1パ1そ

,1イ 　1の

「ルil
　 l　 l

　 l　 l

　 l　　 l
　 I

パ ㍑iそ 遮

イ　 1オ 　 1の1地

聡

ジッパーのつい
た裏地ですか?

　　 (4)
　 　 　 　 　1　　　　 `

髄iぞ蹄
い)　 　 l　　　 l

　　　　　l　　　　 I　　　　　!　　　　
l　　　　　l　　　　
|

　　　　　l　　　 l　　　　　l　　　　
l　　　　　l

　 　 　 1

は　 い1い い え
　 　 　 1

　　　1

　　　1

　　　;
　 　 　 1

ア イボ ・-l　 l

　 　 　　 　 l
65%ポ リ エ ス テ ル ・35%綿

　 　 1

!　　 l

I　　 8
1　 い ;

l　 l
I

l　　 l
　 　 ,

I

l] l
l

I　 l
I　　　　　　 ・

1

蓼　 　 1
,　　　 ` 1[ 1

裏地 が ある場 合は 、裏 地の

繊 維は何 ですか?

(レ ー ヨン、 絹、 ア ク リル

　 　 　 　 　 　　 　 etc.)

防水加工はして
あ りますか?

　　 (∨)

生 地の仕上 処 理は して あ

りますか?

次 の何れか を チェ プク し
て下 さい。

購入した売場 贈物用に買った
のですか?

　　 (4)

購 入 者

子1ス テ;何
供1チ ィ1れ
◆　 1ユ11で

動11ン1も

児1デ ズ1な

籠 トiい

i讃i

　 　 1
男 性1女 性

(　 　1(

年 　1年
△　　1　A

晶1語

△1△

　　 :

　　 :
　 　 `

　 　 　 1
は　 い1い い え

　　　1
　 　 　 |

　 　 　 1　　　、

　　　1ぽ
　 　 　 ⑪

　 　 　 `は　
い1い い え

　　　1
　 　 　 1

　　　l
　 　 　 l

　 　 　 |
　 　 　 1

防汚加工を1パ ー味 ン1何

繁詑 ぷ 梁論
プ レス また1ラ プル ・プ1し
は夢ら」ラブ1レ スの み　 1て

ル ・プ レスl　 　　　　　 lな

　 　 　 　 　 !　　　　　　 1い1

ポ リ エ ス テ ル
1

1̀ l

l　 　 ;
1

1　 　 `
`　　　 1

; 1
1

　 　　 　 　 l
l　　　　　　 l
`

`　　　　l
　 　 　 lI

I

l 1

1 l　　　　　　　I
1　　　　　　　　`　 　 　 　 　 ■ li l

l
:̀

購 入 した数

　 (　　　　　　o　 種

　 類

　 c

　 とそ

　 にの

　 　 点

　　8
　 　 　 「

　　購 入 価 格

(消 費税は
　 除いて下 さい)

売場で買いまし
たか?

　　 (の

カ タログ注文で

すか?

　　 (4)

購 入 し た 店 舗

ス トアの 名前

ス トアの タイ プ

(デ パ ー トメ ン トス トア、

　 メ ンズ ・スペ シ7ル テ ィ、　装 身具店
、 デ ィス ヵウ ン

　タ 「 　メ ール ・オー ダ ー

　 　 　 　 　　 　 　 醜c.)

商品計1計
　 　 　 1

　　　 ;
吟　　　　l

　 　 　 l

　　　 l
　 　 　 `

は い1い いえ

　　　 :

　　　 l
　 　 　 l

　　　 l
　 　 　 `

は い;"・ え

　　　 1

　　　 :

　　　 l
　 　 　 l
　 　 　 `

1
　 　 　 　∫
11万 円;11万 円 1 1 伊 勢 丹 デ パ ー　ト

l
l

l
l

|

|

1̀
l

l
1

|
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　　　　　　　　　表3-6　 　調 査 対 象 品 目 の 分 類 と 定 義

　 調 査 の対 象 とな る衣 料 品 は、 着 用 者 が誰 で あ る かに よって個 入 用 外 衣 を区 分 し、

次 の ような4分 野 に大 別 され る。

　　 A.紳 士用 外衣 　 B.婦 人 用 外 衣　 C.子 供 用 外 衣 　 D.そ の他 の 衣料 品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(中学生用 まで)

　 各 分野 の 衣料 品は、1.に 示 す よ うに 細 分 され、 調査 票 へ の記 入 は、2.の 索 引 を

参 考 に して品 名 お よび 品 目番 号 で な され る。

●

衣料 品 の種 類 別 一 覧表

A.紳 士用 外衣(23品 目)

大　　分　　頗 品 目番 号 小　　　　　分　　　　　類

上　下　揃　い　服　' 101 背広上下

102 礼　服

103 学生服、学校の制服

104 その他の上下揃い服

コ ー ト ・上 着 類 105 合 冬 用オ ーバー コー ト

106 レ イ ン コ 」 ト、 ダ ス タ ー コ ー ト

107 替上 着、 ブ レザー

108 ジ ャ ンパ ー 、 ア ノ ラ ッ ク 、 ヤ ッケ

119 　 学生 服上 着1

ズ　 ボ　 ン　 顛 109,　 i替 ズボ ン、ス ラ 。クス

120　 1牲 服 ズボ ン

110 ジ ー パ ン

121 半 ズ ボ ン 、 バ ー ミ ュー ダ

セ ー タ ー ・シ ャツ 頚 111 セ ー タ ー 、 カ ー デ ィ ガ ン 、 ニ ッ トの チ ョ ッ キ
A

112 ポ0シ ャツ 、Tシ ャ ツ

113 ワ イ シ ャツ 、 カ ッ タ ー シ ャ ツ 、 開 きん シ ャツ

そ の 他 の 洋 服 114 ナ イ トガ ウ ン 【;蓼 】

115 スポ ー ツ専 用衣 類 【遠21

122 その他の洋服

和　　　　　　服 116 8も の 、 は お り

117 8も の とはお りの ア ンサ ン ブル　 　 　　・暫

123 ゆか た

118 その他の和服

■

【注|】 　丈のkし 、室 内 イi

【注2】 スae-,ソ を す る た め のt〈・!ti
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B.婦 人 用外 衣(27品 目)

×　　分　　類 A8番 号 小　　　　　分　　　　　●

ス ー ツ ・ワ ン ピー ス 蹟

　 　 　 　 　 1;主1】

.

　 　 201

　 　 202

　 　 203'

　 　 204

　 　 205

スケー トスーツ、 ツー ピー ス

パ ンタ0ン スーツ

ワン ピー ス

ア ンサ ンプル ドレス1遠21

学 校の 翻胆 、 セー ラー肥

コ ー ト ・上 着 頬 206

207

208

218

合 冬 用 コー ト

レ イ ン コー ト、 ダ ス タ ー コ ー ト

ブ レ ザ ー 、 ジ ャ ケ シ ト、 プ ル ゾ ン

ジ ャ ンパ ー 、 ア ノ ラ ッ ク 、 ヤ ッケ 、 ポ ン チ ョ

ス カ ー ト ・ズ ボ ン類 209

210

214

215

225

ジ ャ ンパ ー ス カ ー ト

ス カ ー ト

パ ン タ0ン 、 ス ラ ック ス

ジ ーパ ン

シ ョー トパ ン ツ 、 バ ー ミュ ー ダ

セ ー タ ー ・シ ャ ツ 類 2.1.1

212

213

216

セ ー タ ー 、 カ ー デ ィガ ン 、 ニ ッ トの チ ョ ッ キ

セ ー タ ー と カ ー デ ィガ ンの ア ンサ ン ブ ル 【渡3】

ポ ロ シ ャツ 、Tシ ャツ

ブ ラ ウ ス 、 シ ャツ ブ ラ ウ ス

そ の 他 の 洋 服 217 、

219

226

ナ イ トガウ ン1注41

スポー ツ専用衣 類 【注5】

その他の 洋服

和　　　　　　　服

　 　 　 　 　 ・

220

221

222

223

227

224

き もの

は お り

き もの とはお りの アンサ ン ブル

和 装 コー ト

ゆ かた

その他の 和胆　 　 　 　 　 　 　 　 ・

【注1】 上 下分 かれて いる もの は スー ツ、続 い てい るもの はワ ンピー ス ,

【注2】 ワ ンピー スと上 着、 または スー ツと ■一 トの 組み 合わ せ

1注3】 子'1・ソ†とカーデ ィガ ンの 組 み 合わ せも 含む

【注4】`kの1ξ い室 内 着,

t注5】 スポー ツを するた めの 衣煩.
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C。 子 供 用外 衣(20品 目)

大　　分　　類 品8番 号 小　　　　　分　　　　　類

上 ・下　 揃　 い　 服 301 スー ツ 、 上 下 庖

302 学 生 服 、 制 服 、 セ ー ラ ー 服

303 ワ ン ピ ー ス 、 ジ ャ ンパ ー ス カ ー ト

コ ー ト ・上 眉 頭 304 オ ー バ ー コ ー ト

305 レ イ ン コー ト、 ダ ス タ ー コー ト

309 ブ レ ザ ー 、 ジ ャ ケ ッ ト、 ジ ャ ン パ ー

318
'
ア ノ ラ ッ ク 、 ヤ ッケ

319 学生 服 、制服上 着

ズボ ン ・ス カ ー ト類 306 長 ズ ボ ン 、 ジ ー パ ン

307 半 ズ ボ ン 、 シ ョー トパ ン ツ 、 バ ー ミュ ー ダ

308 ス カ ー ト

セ ー タ ー ・シ ャ ツ 類 　・ 310 セ ー タ ー 、 カ ー デ ィ ガ ン 、 ニ ッ トの チ ョッ キ

311 セ ー タ ー と カ ー デ ィ ガ ン の ア ン サ ン ブ ル1;主1】

312 ポ0シ ャ ツ 、Tシ ャ ツ

313 ワ イ シ ャ ツ 、 ブ ラ ウ ス 、 開 きん シ ャツ

そ の 他 の 洋 服 314 乳 児 用ケ ープ、 お くるみ

31'5 乳児専用外衣

316 スポ ー ツ専用衣 類 【遠21

320 争の他の洋服

'和　　　　　　 服 317 き もの 、 は お り、 ゆ か た

き もの とはお りの ア ンサ ンブ ル

その他の和服

い

【注1】 予.】 ッ キ と り一 デ で万 ンの 組 み 合 わtt　b含 む

【注2】 ス ポ ー ツ を す る た めq)衣 類 。
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D。 そ の他 の 衣料 品(43品 目)

大　　分　　額 品 目番 号 小　　　　　分　　　　　頭

毛　　　　　　　糸 501 手据 毛 糸(合 い太 ・並 み太 ・極太)

手　　　芸　　　糸 502 手田 毛 糸(中 日)

503 手提 毛 糸(合 い庄 ・極 細》

527 他の手芸未

生　　　　　　　地 528 着 尺 、羽 尺 な ど50服 用 生地

529 1羊服用 生 地

530 他の生地

寝　　　　　　 具 509 毛　布
510 タオル ケ ッ ト

511 シ ー ツ

531 ふ とん カバ ー

512 枕 カバ ー

532' その他の カバ 一

夕　　　 オ　　　ル 513 バ ス タオル

514 浴 用 タオル 、スポ ー ツ タオ ル

515 小型タオル
533 カ ッ トタオ ル

534 その 他の タ オル

じ　 ゅ　 う　 た　 ん 504. 3畳未満

カ　 ー　 ペ　 ッ　 ト 505 5畳未満

506 7畳未満

507 lo畳 未 満

508 Io畳 以 上

535 .足ふ さな どマ ッ ト類

下　 　 　　 　 　　着 ・ 517 紳 士下 着-

518 婦人下唐

519 子供下着

536 ・ フ ァ ン デ ー シ ョ ン

520 和装下着

5421 その他の下着類

癌　　　　　　 衣 S22 紳 士用 ね ま き、パ ジ ャマ

523 婦 人 用 ね ま ε 、 パ ジ ャマ 、 ネ グ リジ ェ ・

524 子 供 用ね ま8、 パ ジ ャマ、ネ グ リジ ェ

小　　　物・　　 類 521 ソ ッ ク ス 、 ハ イ ソ ッ ク ス 馳

そ　　　の　　　他 537 たび 、 タピ ックス

538 ス トッ キ ン グ 、 タ イ ツ.

525 手　袋

539 ネ クタイ

526 マ フ ラ ー 、 ス カ ー フ 、 シ ョー ル 、 肩 か け

516 エ プ ロ ン、 か つぼ う着

540 エ プ ロン ドレ ス

541 白衣 、 オー バ ー オール な どの仕 事盾

543 その他の小物類
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5.2　 デ ー タ 整 備

　 今 回整備 を行 った デ ー タは、 先 に も述 べ た よ うに、全 国3,300万 世帯 を代 表

す る4,000世 帯 を対 象 と し、 そ の調 査結 果 の合計 は2,200世 帯 で あ る。 これ

らは一 応 全 国 の 消 費者 を代 表 す る様 に標本 設 計 され て い る もの の、 今後 に お いて

は次 の よ うな拡 充 を図 る必 要 が ある。

　 (a)　 品 目分 類 につ い て

　 ワー キ ン グ グルー プか ら出 され た 外 部仕 様 設計 に対 す る意 見 書 では 入 力 デー タ

に関 す る問 題 の 中 で表3-6の 商 品分類 の問 題 に集 中 した。

　 現 在 の商 品 分類 は 業 界 で一 般 に行 われ て い る定 義 に従 った もの で あ る が、 対 象

品 目の 分類 と定 義 を大 項 目、 中 項 目、 小項 目の レベ ルで 調査 目的 に 照 ら して徹 底

的 に研 究 す る こ とが必 要 で あ る。

　 (b)　購 入 行動 に 関 す る調査 項 目につ い て

　 購 入行 動 に関 す る イ ン プ ッ トデ ー タは現 在 の と ころ6項 目で あ るが、20項 目

程度 に増 や す必 要 が あ る。

　 しか しこの た めに は 消 費者 か ら情 報 センター を通 しs企 業 へ の コミュニケー ション

回路 を開 発 す る必要 が あ る。 新 し く追 加す る もの と して は 次 の項 目が 挙 げ られ る。

　　 購入月 日、 スタイル、 ブ ラン ド、 サ イズ、 色板 ・表地 の形態(ニ ット、織物)、 裏地の

　　 繊維、加工(防 水、防汚、 パーマネント)、 贈物、 カタログ購入、 国産品か輸入 品か

　 (c)調 査 パ ネルの サ ンプル数 につ い て

　 調 査 の正 確度 を高 め るた め に、 ア ン ケー ト調 査 の 回収 件 数 を

　　 　 世 帯 件数=4.000　 　 個 人 件数=14、000

程 度 に す る必 要 が ある。
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第4章 今 後 の 課 題

　 本 章 では 、今 年 度 に開 発 した パ イ ・ ッ トシス テ ムの運用 上 の課題 並 び に産 業 団

体 の情 報 シス テ ム開発 に対 す る政 策 的 支援 を行 うに際 して検 討 すべ き課 題 を列挙

して み る こ と とす る。

6 4.1　 産 業 団体 に お け る シ ス テ ム運 用 上 の課 題

臼)　 情報の管理体制の確立

　 産 業 団 体 に お け る情 報 処 理 に関 して は、 そ れ が計 算機 を用 い た情 報 処 理 で あ る

か 否 か を問 わず 、 そ の管 理 に慎 重 な配 慮 が 加 え られ なけれ ば な らない こ とは言 う

まで もな い こ とで あ る。 一 般 に情 報 の管 理 に 関 しては、 ルー ズな管理 体 制 の 下 で

秘扱 い情 報 の漏 出が 発生 した り、 ま た これ を恐 れ て全体 に 実体 の と もなわ ない管

理 体 制 が と られ た り、 ま た情 報 の私 有 化 に よ り、 一貫 した管 理 が行 わ れ難 い等 の

問題が応 々に して生 じる。これ らの問題 は いず れ に して も当該 組 織 の 内部 に お け る情

報 管 理 体 制 の 確 立 に よ って解 決 してい くべ き問 題 で あ る。

　 特 に、 各 種 の 自主 統 計 な どの処 理 が機 械 化 され 、 その結 果 、 個 票 デー タが磁 気

テ ー プ等 に記 録 され る よ うに なる と、従 来 は 異 な る担 当者 が処 理 して い た た め に

組 み合 わせ 利 用 が 不可 能 で あ った情 報 も、 容 易 に組 み合 わ せ て新 しい情 報 を引 き

出す こ とが可 能 と なる な ど、新 しい 問題 も発 生 す る。

　 こ う した こ とか ら、例 え ば 日本鉄 鋼 連 盟 では 、情 報 の磁 気 テー プに よ る公 表 及

び 公 表 の 範 囲 等 の決定 権 は 、情 報 の主 管 部署 に あ る こ とを明 記 したtt情 報 利 用

管理 に関す る基 本 原 則"を 定 め 、運 用 してい る 。(表4-1参 照)

　 これ は機 械 化 し、磁 気 テー プに よ って保 持 してい る情 報 が無 制 限 に 公 表 利 用 さ

れ る こ とに対 す る歯止 め と して定 め た原 則 で あ る。
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表4-1　 情報 の利用管理 に関す る基本原則

1.　日本鉄鋼連盟の各委 員会が業 務の必 要か ら事務局において コン ピュー タ

処理 を してい る情報の利用に つい ては,当 該委 員会でその 取扱い を決定 し・

　委 員会 が定 めた範囲で利用 で きる。

　　　　　　　　 (情 報 の主管は 当該委員会)

2　 日本鉄鋼連盟の事務 局業務の必 要か ら事務局におい て コンビ。ユ日 夕処 理

　をしてい る情報の利用 につい ては,当 該情 報主管 部で その取扱 い を決定 し.

　主管 部が定 めた範 囲で利用で きる。

　　　　　　　　(情 報の主 管は当該情 報主管部)

3.　 SISデ ータバ ン クに収録 され てい る情 報の利用 者は,原 則 として業 界

　内(日 本鉄鋼連 盟会員会社,鉄 鋼関連団体 お よび会員会社以外の 当該統計

　報告会 社)お よび ネ ッ トワー ク先 とす る。 ただ し,利nj者 の範囲が限定 さ

　れ る場合はSISに おけ る各情 報Cと に利用 者の範囲 を明示す る。

　　　　　　　　 (情 報の主管 は情 報 システム部)

4　 前記1.2お よび3.の い ず れ の 情 報 利 用leつ い て も提 供 を受 け た 情 報 の 全

　部 もし くは 一 部 を,第 三 者 に 提 供 して は な らな い こ と とす る。

5.　外部か ら契約によ り入手 してい る情 報等については,情 報源保護の ため

　契約に定 め られた制限 を優先 させ る もの とす る。

6.前 記1.2お よび3に つい て対象情 報の範囲,担 当部門お よびその責任者,

　受渡しの時期 とタイ ミン グ等の 必要事項 は利用 者 と日本鉄鋼連盟 との双方

　で確認 し文 書を取交す こ とと し,ま た日本鉄鋼連盟の コン ピュー タの運用

　に関す る費用は,情 報処 理委 員会 の定 めに よ り利用者が 負担す ることとす

　 る 。

e
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　今 後情 報 システ ム運 用 を 開始 す る各 団 体 に おい て も、 そ の処理 の本格 化 に伴 い 、

こ う した管 理 、 運営 の原 則 を定 めて い く必要 が あ ろ う。

(2)　 情報分析 力の蓄積

　 (1)では 、情 報 の外 面 的 な管 理 の問 題 に つ い て指 摘 した が、 会 員 企業 へ の情 報 サ

ー ビス を行 う各 産 業 団 体 に拾 い て 、 よ り根 本的 な課 題 と して、 自 らの提供 す る情

報 につ い て の豊 富 な 分析 力 を蓄 積 す る必 要性 が あ る。

　 先 に米 国 の あ る企 業 の調 査 担 当者 の言葉 と して 、　 「情 報 の値 段 が高 い とい うの

は 活 用 の仕 方 が足 りな いの と分析 力 の差 が あ るか らだ 」 とい う意見 を引 用 したが 、

産 業 団体 の提 供 す る情 報 の価 値 も、 情 報 そ れ 自体 と して価 値 が あるの は も ちろん

だ が 、 その情 報 に よ って可 能 とな った分 析結 果 の 質 に よる とい う面 もあ る。

　 最 終的 には 、　 「どの よ うな分析 を加 え るか 」は 会 員 企 業 の問 題 で あ り、 そ こに

こそ各 企業 の ノ ウハ ウが発 揮 され るべ きで ある が、 提 供 す る情 報 の質 を不 断 に 向

⊥ させ 、 それ を維 持 してい くた めに は 、会 員 へ の情 報 提供 著 た る産業 団体 も、 自

ら豊 富 な分 析 力 を も ち、 自 らの保 有 す る情 報 の提 供 に際 して適 確 な分析 を加 え て

い く よ う努 力 す る必 要 が あ る。

　 そ して、 そ の た め には 、産 業 団 体 内部 に おい て も当該 政策 課題 に対処 してい る

部 署 と、情 報 処 理 部 門 が 密 接 な連 携 を保 って課題 に 対 処 しなけ れ ば な らない 。 当

該 部 署 は、課 題 に対 処 す る ノ ウハ ウを痔 って お り情 報 処理 部 門 は情 報 処 理 に関す

る ノ ウハ ウを持 って い る。 しか しなが ら、 いか な る場 合 で も情 報処 理 部 門 が適 切

に 当該 課題 に対 して、 的 確 な対処 をす る こ とが で きる とは限 らない。 そ れ は 、分

析 す べ き情報 が蓄 積 さ れ て い ない場 合 や 、分 析 す べ きノ ウハ ウを持 って い ない場

合 が あ るか らで あ る。

　 した が って 、 ユー ザ部 門 は先 行 的 ニー ズを情 報 処 理 部 門 に伝 える こ とが 重要 で

あ り、情 報 処理 部 門 は 、そ の 先行 的 ニー ズ を受 け と め、情 報 の 蓄 積 と分 析 の ノ ウ

ハ ウを持 つ こ とが重 要 で あ る。

　 ま た、 これ と同 時 に 、情 報 処理 技 術 の ノ ウハ ウ と、 情 報分 析 に関す る ノウ ハ ウ
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を併 せ もつ専 門的 人材 を意 識 的 に養 成 し、産 業 団体 の情 報 サー ビス機 能 の 中核的

役割 を果 して い く よ う、 必 要 な体 制 を組 む ことが長 期 的 に は 重要 な課題 とな るで

あ ろ う。

(5)　 会員企業の理解 と支援

　 第3に 述 べ て お きた い の は、 産 業 団 体 の情 報 サー ビス機 能 に対 す る会 員 企業 の

理 解 と支 援 の 問題 で あ る。先 に 第1編 の 第1章 で述 べ た よ うに 、産 業 団 体 の情 報

サ ー ビス機 能 を強化 す る こ とは 、各 会 員 企 業 に とって、 全 体 と して は、 情 報収 集

コス トの低 減 に 役立 つ と共 に 、 よ り広 範 な情 報 網 を形 成 す る上 で必要 不 可 欠 な条

件 で ある。

　 本 調査 研 究事 業 では 、今 年度 ひ とつ の パ イ ロ ッ ト ・シス テ ムを開 発 し得 たに過

ぎない が、 この ような情 報 システ ムの 開発 には 、一 般的 に言 ってか な りの先 行 投

資 を必 要 と し、 効 果 が初 期 の 段 階 に お い ては 容 易 に表 面化 しな い もの であ る。 従

って 、 この よ うな情 報 システ ムの 開発 に対 す る会 員会 社 の 評価 を保 持 し続 け る こ

とは容 易 な こ とでは ない。

　 この 問 題 の解 決 には 、 当然 な が ら業 界全 体 の全面 的 、 積極 的 な支援 体 制 が 不可

欠 で あ るが 、そ のた め に は 産 業 団体 が、本来 非 営 利 団体 で あ り、 そ の情 報 処 理 が

会 員会 社 のMISに 対 す る支 援 と業 界 全 体 の政 策立 案 へ の寄 与 との 両機 能 を有 す

る こ とを 関係 者 に十 分 理解 して も ら うこ とが必要 で あ る。

　 そ して、 この ような理 解 に 基 づ く十 分 な 支 援 が 得 られ る な らば、 産 業 団体 の

情 報 サ ー ビス機 能 もま た充 実 す る とい う好 循 環 が形 成 され るで あ ろ う。

(4)　 コ ピ ー ラ イ トの 問 題

　産 業 団 体 にお い ては 、 業 界 内 の 統計 集 計 を中心 とす る会 員会 社 へ の 情報 サー ビ

スか ら、 磁 気 テー プに よる外 部情 報 の入 手 利 用 を積 極 的 に 推 進 し よ うとす る段 階

に なる と、 情 報 の管 理 の問題 に関 連 して、 今 ま で経 験 す る こ との なか った様 々な

問 題 が、 対 組 織 内外 の 関 係 か ら発 生 す る こ とに 注意 を払 う必 要 が あ る。
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　 産 業 団体 の組織 は一 般 の企 業 と異 な って、 そ の特 殊 事 情 と して会 員会 社 と事 務

局 が一 体 とな って 法 人 と して の組 織 を構 成 してお り、会 員会 社 に対 す る情 報 サー

ビスは産 業 団 体 事務 局 の一 つ の大 き な機 能 と な って い る。

　 したが って産業 団体 が入 手 した情 報 は 、 原 則的 には 会 員会 社 と事 務 局 の共 有 の

情 報 と して認 識 され るべ き もの で ある が、 この よ うな産 業 団体 の組 織 の性 格 が 十

分 に認 識 さ れず に 、 先方 か ら コピー ライ トに関連 して会 員 会社 への 情 報提 供 につ

い て制 約 を受 け る よ うな場 合 が ある。

　 一般 的 に理 解 され て い る情 報 流通 の形 態 は 図4-1に 示 す よ うな形 態 で あ る し、

事 実 この形 態 が 圧倒 的 多 数 で ある 。 しか しなが ら、 産 業 団 体 の場 合 を考 え る と、

、ec　4-2の 流 通 に な り、 図4-1の 情 報 流通 形 態 と同一 視 す ることには問題 がある。

例 え ば 、 図4-1に お い ては 、 情報 源B、Cは 自らの情報 を企 業A、 　B等 に、 個

別 に提 供 す る こ とに なる が、 産業 団 体 に 提 供 す る 場 合 に は 、図4-2の よ うに

事務 局 を経 由 して会 員会 社 に情 報 の再譲 渡 が行 わ れ る ため、 情 報 源B、Cが 営利

的 な情 報 サー ビス機 関の場 合 に は 自 らの マー ケ ッ トを狭 め る こ とに なる。 また 、

情報 源Bが ・営 利 目的 で ない情 報 サー ビス機 関 の場 合 で も、 情 報源Aと の 関係 に

お い て、 そ の ユー ザ に制 約 を課 す る こ とが あ る。

　 こ う した こ とか ら、各 産業 団体 に お い ては情 報 源 の確保 とい う観 点 か ら、 問題

の あ る情 報 に つ い ては 概 ね次 の よ うな措 置 を講 ず る必 要 が あ ろ う。

① オ リジナ ル情 報 の提 供 は行 わ ず 、作 表 プ リン トサー ビス しか行 わ な い。

② 　 各 産業 団体 が 持 って い る当該 情報 の利 用 の ノ ウハ ウ等 に よって 原 デー タを大

　 幅 に組 替 え、 オ リ ジナ リテ ィー を持 たせ て情 報 サ ー ビス をす る。
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図4-1　 情 報 源 と一般 企 業 の 関 係
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図4-2　 '情 報 源 と業 界 団体 の 関係
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4.2　 政 策 的 支 援 を行 う に当 って の 検 討課 題

　最 後 に、 本調 査 研 究 事 業 の 目的 で あ る 「産 業 別情 報 拠 点 の 育成 」 を よ り本 格 的

な形 で政 策 的 に支 援 してい くに 当 って 、考 慮 す べ きい くつ か の検 討課 題 を整 理 し

てお くこ とに し よう。

〈1)　 情報産業振興施策 との関係

◆

　 本報 告 書 で も具 体 的 事 例 に即 して見 て きた よ うに産 業情 報 の収 集 、 処理 、 流 通 、

利 用 の プ ロセ スは 、 まさ に各 産業 の経営 活動 そ の もので あ り、米 国 の よ うに様 々

な情報 サー ビス産業が存在 し、 これ らが産業界に対 して経営 に必要 な外 部 情 報 を提 供 す

る場 合 も、 これ らの 情 報 サー ビス産 業 の行 う機 能は 、 本来 各 産業 の経 営 機 能 の一

部 か ら派生 した もので あ って 、突 然 に発 生 した もの で はな い。 従 って将 来 、産 業

情報 の提 供 を業 とす る情 報 サ ー ビス産 業 の育 成 、振 興 を構 想す る場合 、 これ らの

情 報 サー ビス産 業 の 果 た す べ き機 能 や役 割 の原 型 は 既 に何 らかの 形 で各 産 業 の経

営 活動 の 中 に存 在 して い る と考 え な くて は な らない 。 こ う した意 味 か ら言 え ば、

情 報 サー ビス産 業 の 育成 、振 興 に 当 って は 、 ま ず こ う した 経営 機 能 の分 析 か らは

じめなければな らず、また、その 目的 も、既 存産 業 の経 営 高度 化 ・知 識 集 約 化 とい う

点 に求 め ねば な らない 。 これは 、情 報 サー ビス産 業 の育成 ・振興 を図 る に 当 って 、

産 業情 報 に関 す る範 囲 に お い ては、 広 く全 産業 を見渡 した上 での産 業 政 策 的 観 点

を必要 とす る とい うこ とで もあ り、 専 業 的情 報 サー ビス業 界対 策 の 如 き、 ロー カ

ル な施 策 に止 ま って は な らない。

　 これ を別 の言 葉 で言 え ば 、 本来情 報 サ ー ビス産 業 の振 興 、 育成 を図 る に当 って

は 、 まず 「ユー ザ対 策 」 ない しユー ザ ニー ズ か らの 方 向づ け が先 行 す べ き で あ り、

情 報 サー ビス産 業 の技 術 的 構 成要 素 た る ハ ー ド、 ソ フ ト等 の 供給 側 の 諸 条 件 か ら

くる方 向 づ け が 先行 すべ きでは な い、 とい う こ とに な ろ う。 また情 報 とい う商 品

は他 の商 品 と異 な り、そ の 提 供 に当 って は 、提 供 す る情 報 の 信頼 性 、 質 の 高 さに

関 して、 他 の 商 品 よ りも格 段 に厳 しい 基 準 が要 求 さ れ る。 ハー ド、 ソ フ ト等 に よ
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る提供 条 件 の 良 し悪 し も重要 な フ ァ ク ター で あ るに は違 い な い が、何 よ りも重 要

なの は提 供 さ れ る情 報 の質 そ の もの で あ る。

　 ま た、 これ と同 時 に 、情 報 サー ビス産 業 の 育成 を図 るに 当 って は、 米 国 におけ

る発 展 形 態 をそ の まま輸 入 す るの では な く、 わ が 国 独得 の 背 景 ・条 件 とい った も

の を勘 案 す べ きで あ る。 情報 の流 通 過 程 は、 ひ とつ の社 会 現 象 そ の もの で あ り、

どの よ うな情 報 旅通 に関 して も歴 史 的 に形 成 さ れ た チ ャ ンネ ル が存 在 す る。情報

サ ー ビス産 業 の産 業活 動 と して の 創意 が新 た な情 報 流通 パ ター ンを作 り出 し、 そ

れ に よ って情 報 の価値 が一 層 高 ま る とい う事 態 は大 い に期 待 す べ き こ とで あ るが、

政 策的 な方 向 づ けは 現 実 の産 業 活 動 が 成 立 、発 展 して来 た過 程 に おけ る情 報 利 用

の 歴 史 的 背 景 を抜 きに して は行 い得 な い で あろ う。

　 以上 の ような観点か ら見 るな らば、本調査研究事業 の 目的 とす る 「産業団体を

拠 点 と した情報 セ ン ター 育成 」は 、 専 業者 と して の情 報 産 業 振 興 を 目的 とす る情

報 産業 振 興 施 策 に と って も、重 要 性 を有 す る もの と思 わ れ る。 それ は将 来 に おけ 、

る情 報 サー ビス産 業 の母体 、核 と して、 或 い は いわ ゆ るデ 一 夕ベ ー ス フ ・ア ユー

サー と して 、産 業 団体 に期 待 すべ き役割 は大 きいか らで あ る。 今後 デー タベー ス

産 業 や情 報 サー ビス産 業 の分 野 に進 出が 予想 され る企業 群 と して は 、 調査 機 関 、

出 版 ・報 道機 関 等 の従来 型 の情 報 産 業 に属 す る各 企 業群 が考 え られ る が、産 業 情

報 の取 り扱 い に長 い経 験 と知 識 の蓄 積 を もつ産 業 団 体 も また 、今 後 の情 報 サー ビ

ス産 業 部 門 へ の参 入 を期 待 して も よい の では ない だ ろ うか 。但 し、 産 業団 体 の行

う情 報 活 動 は あ くまで も会 員 企 業 に向 け られ た非営 利 の事 業 活 動 で あ り、今 後 と

もそ の 性格 は変 化 しない の で あ る か ら、 産 業 団体 の 行 う情 報 活 動 が そ の ま ま情 報

サー ビス産業 となる訳 では ない が 、産 業 団 体 に おい て蓄 積 され た ノ ウ ハ ウや デー

タそ の もの は、 将来 に お け る情 報 サ ー ビス産 業 の母 体 や 中核 とな り うる もの で あ

る と言 え よ う。

一110一

'

;
3
`
4

●
、



ー

}

9・

(2)　 産業情報の提供主体 と しての政府 の役割

　 産 業 別情報 拠 点 の育 成 を 図 る上 で政 府 の果 た す べ き第2の 役 割 は、産 業情 報 の

最 大 の保 有 主体 と して、 そ の もつ情 報 を有効 に産 業 界 に提 供 す る こ とで あ る。

　 言 う まで もな く、 官 庁 統計 をは じめ とす る政 府保 有 デー タは 国 民 の共 有財 産 と

して 国民 、産 業 界 に還 元 され るべ き性 格 の もの であ り、 また 、特 に産 業 界 に お い

ては経 営 活 動 に 不可 欠 な情 報 資 源 と して 有効 に活 用 さ れ るべ きで ある。

　 実 際現 状 にお い て も、 情 報 処理 システ ムを介 して提 供 、 還 元 されて い る と否 と

を問 わず 、 官庁 統計 をは じめ とす る政 府保 有 デー タは個 々の 省 庁 の窓 口 を通 じて

有 効 に利 用 され て い る。 そ の 実 態 につ い て は昨 年度 に 実施 した 「産 業別 情 報 ニー
　 、

ズ調 査 」 にお い て具 体 的 に 述 べ られ てい る。 も ちろ ん、 提供 情 報 の内 容 、提 供 方

法 につ い ては同 調 査 にお い て 指摘 され て い る ように様 々な質 の 高度 化 、改 善 が望

まれ る分 野 が多 い が、 今後 に お い ては 、利 用 者 サ イ ドの受 け 皿 と しての 産業 団 体

にお け る利 用 シス テ ムの 高 度 化 と相 ま って、 各 省庁 と も、 この 面 での 努 力 を続 け

てい く必要 が あ ろ う。

　 また、 この よ うに両者 が 補完 的 な関係 に た ちつ つ全 体 と して の情 報 の 交流 が促

進 さ れ る とい う姿 がNIS構 想 の 目指す 姿 で もあ ろ う。
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